




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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《序》







　大勢の大人たちの会話が、頭上で行き交かっている。水み凪なぎにはわからない話ばかりで、つまらない。

　早く帰りたい。

　そう訴うつたえようと父親を見上げたのと同時に、斜ななめ後ろから声をかけられた。

「海かい寳ほうさん」

「……あ、山さん王のうさん。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　また長い話が始まる……と、うんざりした気分で足元に視線を落とした直後、ポンと頭に手を置かれて驚おどろいた。

「初めて集まりにつれてきました、うちの継けい承しよう者です。水凪、ご挨あい拶さつしなさい」

「……海寳水凪です」

　父親に促うながされて小さな声で名乗った水凪は、ぺこりと頭を下げた。

　ゆっくりと顔を戻もどして、父親と向かい合っているおじさん……いや、水凪から見ればおじいさんに近い年ねん齢れいの男の人を見上げた。

　その人の傍かたわらには、七歳の水凪より少し年上のお兄さんが寄り添そっている。

　白いシャツに紺こん色いろのゆったりとしたハーフパンツという服装の水凪と違ちがい、大人と同じように……長ズボンと揃そろいの生き地じでできた上着を身に着けている。さすがにネクタイはしていないけれど、随ずい分ぶんと大人びて見えた。

「うちの継承者だ。弥み緑ろく」

「山王弥緑です。よろしくお願いします」

　お兄さんは、行ぎよう儀ぎよく名乗って水凪の父親に頭を下げた。父親は、目を細めて微び笑しようを浮うかべる。

「弥緑くん、水凪よりいくつかお兄さんかな。随分としっかりしている」

「僕は、九歳です」

「ああ、水凪は七歳だから二つ年上だね。大人ばかりで、退たい屈くつしていたようなんだ。よければ、水凪の相手をしてくれないかな」

「……はい。おいで」

　弥緑と名乗ったお兄さんは、うなずいて水凪に手を差し伸のべてくる。

　人見知りが激しいと言われている水凪だけれど、たくさんの大人たちに囲まれて感覚が麻ま痺ひしていたのかもしれない。あまり変わらない年とし頃ごろの弥緑の存在にホッとして、おずおずと自分の手を重ねた。

　その手をギュッと握にぎられて、「あっち行こう」と大広間の壁かべ際ぎわに誘ゆう導どうされる。戸と惑まどった水凪は父親を見上げたけれど、「行っておいで」と笑って手を振ふられた。

　大人の話し合いをするのに、水凪たちが邪じや魔まだったのかもしれない。

「ほら、水凪！」

　水凪が動こうとせずに、グズグズしているせいだろう。少しだけ苛いら立だちを含ふくんだ調子で、名前を呼ばれる。

　一番仲のいい友達にも呼ばれたことがない、呼び捨てだ。

　水凪は戸惑いと驚きになにも言えなくて、弥緑と名乗ったお兄さんに手を引かれるまま、歩き出した。










「大人たちばっかりで、つまんないよなぁ」

　水凪と二人だけになると、父親たちの前では行儀のよかった弥緑の口調が、少しだけ乱暴なものに変わった。

　水凪は、コクンと小さくうなずいて同意する。

「海寳は、海神の家系って……本当か？」

　続いて弥緑の口から出た唐とう突とつな質問に驚いて、パッと顔を上げた。

　海寳は、海神を継つぐ家系だ……と。水凪は特別な継承者なのだと、もっと小さい頃から聞かされてきたので、事実だ。

　でも、どうして弥緑がそんなことを知っているのだろう？

「なんで？」

「なんで、俺が知ってるかって？　山王は、山神の家系なんだってさ。海と山なのに、海寳とは……なんか特別な関係だって、聞かされた」

「とくべつ？」

　年上の弥緑はわかっているのかもしれないが、水凪には難しい言葉ばかりで首を傾かしげる。

　海寳は、海神。山王は、山神。

　それが、特別……？

　弥緑も、自分はわかっていながらうまく説明することはできないのか、

「とにかく、特別なんだって！」

　と、少し怒おこったように言って水凪を見下ろした。

　きっと水凪は、きょとんとした顔になっているのだろう。弥緑は、気まずそうに自分の頭を搔かく。

「な、水凪は海神の『けいしょーしゃ』なんだろ？　なにができる？　俺は、土の中にある山の恵めぐみが見えるんだ。鉄の塊かたまりがあるとか、あっちに埋うまってるのはヒスイの原石だとか……」

　先祖の力で、できること……は水凪にもある。

　そんな人間、自分だけだと思っていたので、弥緑の『山の恵みが見える目』の存在を知り、少しだけ嬉うれしくなった。

「海の水、手にすくったら飲めるようにできる。あと、声が聞こえる。イルカとか、海の生物の……」

　だから、魚や貝を食べることはできないのだけれど、姉たちは「普ふ通つうじゃない」と気持ち悪がる水凪の力を、弥緑は「そっか。すごいな！」という言葉で笑って受け止めた。

　それぞれ『山の力』と『海の力』という違いはあるけれど、自分たちだけではないのだと……初めて逢あったにもかかわらず、自然と親しみを覚える。

「あとは、どっかに『証あかし』があるよな？」

「……あかし……は、ある」

　あまり言いたくないという心情が、そのまま表れた口調でポツポツと言い返す。弥緑は、イタズラを思いついたように言葉を続けた。

「俺も、山神の『証』があるんだ。ショウコ、見せろよ。俺のも、見せてやるから」

「え……見せたく、な……」

「こっち！」

　見せたくないと言い返そうとしたのに、強く手を摑つかまれて大広間から連れ出される。よく似たドアが並ぶ廊ろう下かを歩き、一室の前で足を止めた。

　上着のポケットから取り出したカードをドアノブのところに翳かざすと、戸惑う水凪の手を引いて部屋の中に入る。

「ヒカエシツなんだって。ジジイはしばらく戻ってこないだろうから、ここにいようぜ。ついでに、俺の『証』を見せてやる。水凪は、俺の後でいいぞ」

　他ほかの人がいないからか、弥緑の口調が更さらに荒あらっぽくなった。

　水凪は「見せる」と言っていないのに、彼の中では互たがいの『証』を見せ合うことが決まっているみたいだ。

「でも……」

　自分のものは見せたくない、と言い返す間もなく弥緑が革かわ靴ぐつを脱ぬぎ捨てた。どうして靴を脱ぐのか目を瞠みはって見ている水凪の前で、靴下も脱いでしまう。

「ほら、これ！」

「あし……ツメ？」

　弥緑が指差した爪つま先さきを、ぼんやりと見下ろす。もっとよく見たくて床ゆかにしゃがみ込み、ジッと見み詰つめた。

　右も左も、足の爪つめが……不思議な色だ。

「俺の足の爪は、石……っつーか、鉱物なんだって。親指が金こん剛ごう石せきでー、人差し指が鉄鉱石で、ラピス、ヒスイに、柘ざく榴ろ石いし！　あとは……なんだっけ。これが、山神の証！　俺は、生まれつき山の財宝を持ってるんだ」

　一本ずつ違う色の爪を指差しながら、弥緑が説明してくれる。

　すべての爪が、キラキラ光を反射したりツルツルの艶つや々つやだったりして、すごく綺き麗れいだ。不思議な光景から、目を逸そらせない。

　魅み入いられたように凝ぎよう視ししていると、弥緑が同じようにしゃがみ込んで水凪に迫せまってきた。

「水凪のは？　見せろよ海神の『証』！　俺は見せたぞ」

　水凪が、見せてくれと頼たのんだわけではない。弥緑が勝手に見せたのに……と言い返せなくて、シャツの裾すそをギュッと握った。

　水凪の『証』は、弥緑みたいに綺麗なものではない。

　三人の姉たちには、いつも「気持ち悪い」と言われているから……綺麗な弥緑の『証』を目にした後では、尚なお更さら見せるのに躊躇ためらった。

「あの……すごく変だよ？」

「そんなの、見てみないとわかんないだろ。どこにあんの？」

　こちらを見詰める弥緑の黒い瞳ひとみは、鋭するどい。水凪の『証』を見るまで、引き下がってくれそうにない。

「……背中」

「わかった。背中だな」

　逃にげることを諦あきらめた水凪が、うつむいて小声で答えると、弥緑は素す早ばやく立ち上がった。水凪の後ろに回り込み、躊躇うことなくシャツの裾を捲まくり上げられてしまう。

「ッ！」

　見られた！　今まで、家族以外の人に見せたことがなかった『証』を……。

　気持ち悪いと言われるかもしれない。なんだよコレ、と突つき飛ばされる可能性もある。

　ギュッと目を閉じ、身を硬かたくして弥緑のリアクションを待っていると、指先でそっと背中に触ふれられるのがわかった。

「……すげ……キレイだ」

　思わず零こぼした……という響ひびきの小声は、大おお袈げ裟さなものではないからこそ弥緑の本音だと伝わってきた。

　閉じていた目を開いた水凪は、恐おそる恐る振り向いて弥緑に聞き返す。

「キレイ？」

「うん。水凪は、髪かみも目も薄うすい色でキレイだけど、これはもっとキレイだ。こんなもの、初めて見た。なんだ？」

「えっとね、ウロコ……海を統すべる神の印？　なんだって」　>>>♥

　ウミヲスベルカミノシルシ、という言葉の意味は水凪にはわからない。なにかの呪じゆ文もんのようだ。

　でも、生まれてからずっと言われてきた言葉なので、すっかり覚えている。一言一句、間ま違ちがえずに口にできたはずだ。

　自分の目で直接見ることはできないけれど、水凪の背中、左右の肩けん甲こう骨こつのあいだには深い海の色の鱗うろこがあるのだ。

　姉たちは、気持ち悪いと嫌いやな顔をするのに……弥緑は「キレイ」と言ってくれるのか。

「俺の爪より、ずっとキレイだ」

　そんな弥緑の声と同時に、ペタ……と、背中の真ん中に手のひらを押し当てられたのがわかった。

「ひゃっ」

　悪お寒かんに似ているけれど、少し違う……奇き妙みような感覚がゾクッと背筋を駆かけ抜ぬけ、慌あわてて立ち上がることで弥緑の手から逃げる。

「も、もういい？　見せた」

　引き出されていたシャツの裾をズボンに仕し舞まいながら、水凪を追って立ち上がった弥緑を見上げた。

　弥緑は、これまでと違う目で水凪を見下ろしていた。不思議なものを見ているかのようで……食い入るような視線が、なんだか怖こわい。

　どうして、そんなふうに見るのだろうと尋たずねる前に、弥緑に名前を呼ばれた。

「水凪」

「なっ、なに？」

　真しん剣けんな顔だ。なにかを決心したような調子の声に、ビクッと肩かたを震ふるわせる。

　意志の強そうな漆しつ黒こくの瞳で、真っ直すぐに水凪を見つめている弥緑が、なにを言うのかと思えば……。

「気に入った。おまえ、俺の嫁よめにしてやってもいいぞ」

　弥緑の口から出たのは、予想もしていなかった言葉だった。

　ポカンとした水凪だが、「いいだろ、水凪」と言いながら手を握にぎられて我われに返る。

「や……やだ」

　本当は、女の子じゃないから「無理」だと言うつもりだった。でも、焦あせるあまり言い間違えてしまった。

　訂てい正せいしようと思ったけれど、ムッとした顔の弥緑が水凪の手を握る指に力を込めてきて、唇くちびるからは別の言葉が零れ落ちる。

「いたい、弥緑」

　小さく訴うつたえる水凪の声は、泣きそうなものになっている。弥緑にもわかっているはずなのに、手を離はなしてくれない。

「なんでだよっ。嫁にしてやるって言ってんのに」

　自分の言葉を断られるなどと、思ってもいなかった……という口調で責められて、水凪は首を竦すくませる。

「だって……お嫁さんにはなれない」

　どう言えばいいのか困こん惑わくするばかりの水凪は、首を横に振ふって「だめ」と伝える。

　それなのに弥緑は、強く握った水凪の手を引っ張って声を大きくした。

「だから、なんでだっ」

「嫌だっ。無理！」

　やっと、「嫌」ではなく「無理」と言えた……。

　そう安あん堵どした水凪は、大変な作業を終えた気分でため息をつく。

　弥緑も、これでわかってくれるはず……と期待を込めて視線を向けたのに、ますます怖い顔になっていることに驚おどろいた。

「なにが無理だっ。俺が嫁にしてやるって言ってんだぞ！」

「む、無理なものは無理。弥緑のわからずや！」

「わかんねーよっ」

　怖い。

　さっきまで仲よく話していたと思っていたのに、どうして弥緑がこんなに怒おこっているのか、水凪にはわからない。今すぐ、ここから逃げ出したい！

「やだって！」

　ようやく弥緑の手を振り払はらうことのできた水凪は、重いドアを身体からだ全体で押し開けて廊ろう下かに飛び出した。

　靴くつを履はいていない弥緑は、すぐに追いかけてこられないはず……なのに、裸足はだしのまま水凪を追ってくる。

　どうして、そんなに一いつ生しよう懸けん命めい追いかけてくるのだろう。

「やだー！　おとーさーん」

　父親に助けを求めて、大広間を目指す。もう少しだったのに、入り口の手前で弥緑に捕つかまってしまい、ぶんぶんと手を振り回した。

「嫌だ。弥緑キライ！」

「なんだよっ、水凪のバカ！」

　大声で言い合っていると、大人たちが集まってくる。その中に父親の姿を見つけた水凪は、泣きべそを搔かいて駆け寄った。

「おとーさん、もう帰る。イヤだ。お家うちに帰る」

「なんだ、弥緑くんとケンカをしたのか？」

「違うけど、弥緑ヤダ」

　ケンカではないと思う。でも、水凪にはわからないことばかり言う弥緑と、これ以上一いつ緒しよにいたくない。

　父親の足にしがみついてグズグズ鼻を鳴らしながら訴えていると、弥緑がおじいさんに怒られているのが聞こえてきた。

「弥緑。水凪くんより年上のおまえが、しっかりしないとダメだろう。どうして仲よくできない。水凪くんとは長いつき合いになるのだから、謝って仲直りしなさい」

「……でも」

「見苦しい言い訳は、不要だ」

「はい。……ごめんなさい。水凪、悪かった」

　ついさっきまで強気だった口調が噓うそのように、落ち込んだ様子で謝られる。しがみついたままの父親に「水凪」と肩に手を乗せて促うながされ、恐る恐る弥緑に向き直った。

「水凪くん、この馬ば鹿か者を許してやってくれるか？」

　そう言ったおじいさんが、弥緑の頭に手を置いてグッと強く押し、水凪に向かって下げさせる。

　水凪と一緒の時は強気だった弥緑が、唇くちびるを嚙かんでされるがままになっている。身体の脇わきでギュッと両手を握っているのが見えたから、コクンとうなずいた。

「……おこってない」

「キライは？」

「……もう言わない」

　弥緑に不安そうに尋ねられて、小さく首を横に振る。水凪に「キライ」と言われて、淋さびしかったのかもしれない。

「仲直りだね」

　微び笑しようした父親に手を取られて、弥緑と握あく手しゆをさせられる。

　本当は、「キライ」だなんて言うつもりはなかった。水凪の『証あかし』をキレイだと言ってくれたのは、両親以外では初めてなのだ。

　でも……弥緑の言うように「嫁」にはなれない。

　そういえば、その理由が「女の子じゃないから」無理なのだと……きちんと伝えられただろうか？

　パッと弥緑の手を離した水凪は、父親の腕うでにしがみつく。

「お家に帰ろうよ」

「疲つかれたかな。パーティーに参加したのは、初めてなもので……不作法で申し訳ございません。今後とも、山王さん……弥緑くんと水凪は、なにかとおつき合いさせていただくかと思いますが、よろしくお願いします」

「こちらこそ。海寳さんの継けい承しよう者の存在は、弥緑にとっても救いです」

　大人たちの会話のあいだも、背中に弥緑の視線を感じていたけれど、水凪は振り返ることなく父親の腕を抱だき締しめた。

　これほど強い視線で見み詰つめられたのは、初めてで……理由はわからないのに、何故なぜか少し怖かった。







《一》







　蓋ふたを開けた白いプラスチックボトルを傾かたむけると、手のひらにザラリと錠じよう剤ざいが転がる。六、七粒つぶ……数を確かめることなく口に含ふくみ、ガリガリと嚙かみ砕くだいた。

　細かな粒になった錠剤を、ペットボトルのミネラルウォーターで喉のどに流し込み、大きく息をつく。

　軽い眩暈めまいと……頭痛。あとは、ここしばらく味覚が鈍にぶい気がする。

「マルチミネラルじゃ、足りない。亜あ鉛えんと……鉄も足しておくか」

　不足しているだろう成分のサプリメントを取り出して、またしてもガリガリと嚙んで飲み込む。

　血液検査をしたわけでもなく、感覚と勘かんに頼たよった自己診しん断だんではあるけれど、間ま違ちがっていないはずだ。

　ボトルのラベルに記された推すい奨しようされる摂せつ取しゆ量も、完全に無視だ。なにがどれくらい必要か、身体の感覚で推測できる。

「そろそろ、限界か。サプリじゃ、気休め程度って感じだなぁ」

　それでも、摂取しないよりはマシだろう。二十三にもなった男が、貧血で倒たおれるなどプライドが許さない。

　キャップを閉めたペットボトルを握にぎり締め、二度目のため息をついたと同時に、スマートフォンが着信を知らせた。

「……面めん倒どうだな」

　画面に表示されているのは、『父』だ。

　用件は想像がつくので、無視しておきたいのはやまやまだが、職場であるここに押しかけてこられるともっと面倒なことになる。

「お待たせしました。……なんでしょうか」

　諦あきらめて応答することにした水凪は、スマートフォンを耳に押し当てた。直後、電話の向こうの父親は『応対が遅おそい！』と短く一いつ喝かつしておいて、用件を語り出す。

『明日の夜、十八時に東とう國こくホテルだ。忘れるなよ』

「私は、出席するとは……」

『出席するんだ。いいな』

「あ……」

　水凪の返事を確かめることなく、プツンと通話が途と切ぎれる。

　よく言えばマイペース、こういう場面では強ごう引いんで迷めい惑わく……と思いつつ、スマートフォンをポケットに戻もどした。

　何度も逃にげ続けているが、そろそろ顔を出さなければならないだろう。

　一応、旧家と呼ばれている海寳の長男として、政治経済を司つかさどる権力者や様々な業界の実力者が集まる苦手なパーティーに出席する責任がある。それは、水凪もわかっている。

「苦手なんだけどなぁ」

　それも、父親はわかっているはずで……水凪に逃げられないよう、わざと直前に出席するよう命じたに違いない。

　今年に入って、既すでに二度パーティーから逃げているのだ。三度目は許してもらえなくても、仕方がない。

「一回顔を出したら、またその後、二、三回は逃げられるかな」

　父親に聞かれたら激げき怒どされそうな独り言をつぶやくと、今回は出席するか……と憂ゆう鬱うつな吐と息いきを零こぼした。
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　このホテルは鬼き門もんと言ってもいい。

　いや、歴史ある老舗しにせホテル自体は嫌きらいではない。日本の伝統建築とレトロな西洋建築の融ゆう合ごうは見事な調和を遂とげていて、近年国内に林立する外資系のホテルでは醸かもし出せない重じゆう厚こうな空気を漂ただよわせている。

　ただ、このホテルに関する水凪の思い出は、ロクなものがないのだ。

「……帰りたい」

　誰だれにも聞き咎とがめられないよう、小声でボソッとつぶやいた。

　パーティーが始まってから三十分も経たっていないのに、もう帰りたくて堪たまらない。ただ、同じ大広間には父親や姉夫ふう婦ふがいる。その目を盗ぬすんで、こっそり抜ぬけるのは困難だ。

　いい歳としをして、親や姉の顔色を窺うかがうのは少しばかり情けないと自分でも思うが、面倒なことはできるだけ避さけたい。

　せめて、誰にも話しかけられないよう存在感を殺して壁かべの花になっていよう……と思ったのに、どうやらそれも許してくれないらしい。

「海寳さん。水凪さん！」

「はい」

　斜ななめ後ろから女性に呼びかけられ、なんとか愛あい想そ笑いを取り繕つくろって振ふり返る。ニコニコ笑って立っているのは、少し年上……姉世代の女性だ。

　これは……誰だ。思い出せない。

「ご無ぶ沙さ汰たですこと」

「どうも私は、このような場が苦手でして……」

　誰だ。誰だ……と記き憶おくを探さぐっても思い出せなくて、諦めた。相手の名前を、呼ぼうとしなければいい。

「今夜は、五年ぶりに帰国なさっている山王の弥緑さんもいらっしゃるそうだし、山海のお二人が揃そろうなんて珍めずらしいわぁ。水凪さんは、相変わらずお綺き麗れいですし……ふふ、来てよかった」

「弥緑……が」

　女性の口から出た「山王の弥緑」という言葉に、笑えみを繕っていられなくなってしまった。

　ますます最悪だ。弥緑が来ると事前に知っていたら、絶対にパーティーになど参加しなかった。

　笑みを消した水凪が、そんなふうに考えていることなど知る由よしもない女性は、弾はずむような声で話し続ける。

「先ほど、海外で親しくなられたご友人を伴ともなって経団連の方とお話しされているところを、チラリとお見かけしたんですけど……精せい悍かんさが増して、すっかり大人の男性になっていらしたわ。しかも、大規模なダイヤモンドの鉱脈を見つけられたとか」

「……日本を離はなれての五年を、無む駄だに過ごしたわけではなさそうですからね」

「伴われているご友人も、中東の……王族だとか。そちらの妹姫ひめと、婚こん約やくが決まったというお話も漏もれ聞こえてきますし……あ、ご友人の水凪さんはご存じですわよね」

「……ええ」

　婚約？　それは、初耳だ。

　ピクッとかすかに眉まゆを震ふるわせた水凪は、なんとか微び笑しようを浮うかべて曖あい昧まいに首を上下させた。

　五年前、二十歳はたちになると同時に『武者修しゆ行ぎよう』と称しようして海外へ渡わたった弥緑については、否いや応おうもなく噂うわさを耳にしている。

　良質なダイヤモンド鉱脈を発見しただとか、つい最近まで外国との交流を拒こばんでいた中東の王族の王子と友人になり、採さい掘くつから加工、販はん売ばいに至るまでのルートの確立に成功しただとか。

　家の格が似通っていることに加え、同世代ということもあり……比ひ較かくされるとまではいかなくても、並べて語られることが多かった。

　この女性も含ふくめ、幼少期から家ぐるみでつき合いのある弥緑と水凪の関係を、親友と捉とらえている人が多いのは知っている。

　ただ、今では水凪の知らないところで成長した弥緑に、随ずい分ぶんと大きく差をつけられてしまったと思う。

　それに実際は、幼おさな馴な染じみだとか友人という言葉で、単純かつ明確に言い表すことのできる関係ではない。

　では、なんだと問われれば……説明は困難だ。

　王族の友人、その妹と婚約だと？

　いつの間にそんなことになっていたのか知らないが、メデタイじゃねーか、と拳こぶしを握る。

「水凪さん、顔色が優すぐれませんけれど……」

　遠えん慮りよがちな女性の言葉に、ふっと思考の海から浮ふ上じようする。

「あ……申し訳ございません。少し、別室で休みます。失礼します」

　軽く頭を下げてその場を離れると、急いでいることを悟さとられないよう……でも意識して早足で、出入り口に向かう。

　あの男と鉢はち合あわせする前に、退散してしまえ。父親や姉には、具合が悪かったのだと言い訳をすればいい。

　もう少しで、大広間を出られる……そう、ホッとした瞬しゆん間かん、二の腕うでを強く摑つかまれて足を止めた。

　スーツの生き地じ越ごしにでも、強く食い込む指の感かん触しよくが伝わってくる。こんなふうに、無遠慮なことをするのは……。

「どこに行く気だ、水凪」

　名前を呼ぶ低い声に、ビクッと肩かたを震わせた。顔を見なくても、腕を摑む強引な手と支配者の空気を漂わせる声の主が誰かは、察せられる。

　水凪は、動どう揺ようを悟られないようスッと息を吸って振り向いた。

「顔色が悪いな。貧血か？」

「…………」

　右手で腕を摑まれたまま、左手で頰ほおに触ふれられる。平静を装よそおい、無言でその手を振り払はらったけれど、心臓が激しく脈打っているのを感じた。

　うるさい。鼓こ動どうを乱すな。こんな……無神経な最低男のために。

「少し休みたいので、失礼します」

　敢あえて淡たん々たんと口にした水凪は、左腕を摑んだままの手の甲こうを「離せ」という意味を込めて軽く叩たたく。

　視線を微び妙みようにずらし、まともに顔を見ていないと感づかれているに違ちがいない。

「五年ぶりだってのに、冷たいな。目ぇ合わせろよ、水凪」

「っ……横暴さは、変わってないな」

　つい先ほど手を振り払われたばかりなのに、懲こりていないのか再び顔に触れてくる。強ごう引いんに仰あお向むけさせられて、否応なく視線を合わされた。

「青白いぞ。やっぱり貧血だろ」

　そう言って、ニヤニヤと憎にくたらしく笑う男の端たん整せいな顔を、唇くちびるを引き結んで睨にらみつけた。

　水凪は、線が細いと言われながらも百七十センチの半ばほどは身長がある。日常生活では、小こ柄がらだと感じることなどないのに、この……百八十センチの後半はあろうという大男の前に立つと、妙に頼たよりない心境になってしまうのが嫌いやだ。

　しかも、逢あうことのなかった五年のあいだに、身体からだに厚みが増し……すっかり成熟した大人の男のものになっている。端整な容よう貌ぼうはそのままで、男としての自信が増した精悍な顔も気に食わない。

　広い肩かた幅はばも、仕立てのいいスーツ越しにでもわかる胸むな元もとの厚みも、腕の力強さも……ほとんど変化のない自分を思い知らされるみたいで、悔くやしい。

　八つ当たりも込めて足を踏ふみつけてやったのに、目前の男は笑みを深くするだけだ。水凪が踏んだくらいでは、ダメージにならないと態度で示されているようで、苛いら立だちが増す。

「手……離してください。山王さん」

「おいおい、なんだその呼び方は。他人行ぎよう儀ぎな」

「……無関係な他人だろ」

　小声で言い返して、ジリジリと足を引く。

　少しでも間を取ろうと逃にげかける水凪に、心身共に図太い男はたった一歩で容よう赦しやなく距きよ離りを詰つめてきた。

「確かに他人かもしれないが、カンケイはあるだろ？」

「っの、無神経……ッ」

　我が慢まんの限界だ。

　周りの目など知ったことか、と蹴けりつけてやろうとしたのに、弥緑の背後から顔を覗のぞかせた男にタイミングを逸そらされた。

　長身の弥緑と、ほぼ同じくらいの身長と体格だ。チラリと見る限り、年ねん齢れいも、きっと弥緑と同じくらいか……一つ、二つ上かもしれない。

　弥緑の陰かげになっているのでハッキリとは見えないけれど、肌はだの色は太陽を吸い込んだかのような小麦色で、白いシャツとすみれ色のネクタイ、濃のう紺こんのスーツが映はえる。

「ミロク。その美人サンは？」

　少しばかりイントネーションがおぼつかないけれど、中東系の外見からは予想外としか言いようのない、流ちょうな日本語で話しかけてくる。

　紹しよう介かいを受けなくても、先ほどの女性から聞かされた『どこかの王族らしいご友人』だと推測できた。

　自己紹介をするべきかと、水凪が口を開こうとした瞬間、弥緑が先に答えた。

「……ヒミツ。……？　……！」

　水凪にはわからない言葉で『ご友人』になにか告げた弥緑は、彼の視線を遮さえぎるかのように、水凪とのあいだに自らの身体を割り込ませる。

「ミロク、……！」

　弥緑の名を口にした彼は、仕方なさそうに笑って軽く水凪に手を振ふると、回れ右をして離れていった。

　話しかける機会を窺うかがっていたのか、すぐさま女性たちに囲まれている。その様子を見ていた水凪の意識を自分に向けさせるように、弥緑が腕を摑んできた。

「場所を移すぞ。ここじゃ邪じや魔まが入る」

「はぁ？　なに、勝手に決めて……っ」

　コイツの好きにさせるものか、と足を踏ん張って抵てい抗こうしようとした水凪に、弥緑は背中を屈かがめて顔を覗き込んできた。

　真っ直すぐにこちらを見み据すえる艶つややかな黒い瞳ひとみに、自分が映っている。動けない。

「……補給だ。そろそろ限界だろ。おまえも……俺も」

「ッ！」

　補給という言葉の意味を、尋たずねる必要などない。限界だと……自分の身体が、一番わかっている。

　なんでもないように、飄ひよう々ひようと笑う弥緑も『限界』なのだろうか。

「いいな？」

　水凪はうなずいていないのに、強引に腕を引かれて大広間から連れ出される。

　二の腕を摑む弥緑の手が、かすかに震ふるえているような気がしたから……もうなにも言わずに、大広間の喧けん騒そうとは別世界のように静かな廊ろう下かを歩いた。










　弥緑は事前に部屋を取っていたらしく、エレベータに乗って上階に移動すると、カードキーでロックを解いた一室に「ここだ」と促うながされる。

　客室に足を踏み入れたのは久し振りだが、アンティークな雰ふん囲い気きの高級品で揃そろえられたカーテンや絨じゆう毯たん、ベッドやチェストといった調度品も変わっていない。

　このホテルは、格式をありがたがる政財界の重じゆう鎮ちんたちの御ご用よう達たしとなっている。

　国内では、名家だとか旧家と呼ばれる家で生まれ育った水凪も弥緑も、幼少時から親に連れられて利用する機会の多かった慣れ親しんだホテルで……忘れたい記き憶おくまで、たっぷり染しみついている。

「脱ぬいで待ってろ。俺は、バスルームを使ってくる」

　そうすることが当然だと言わんばかりに口にした弥緑を、忌いま々いましい思いで睨みつけながら言い返した。

「……指の間、爪つめの隙すき間ままで念入りに洗え。沸ふつ騰とうした湯につけて、煮しや沸ふつ消毒してやりたいくらいだ」

「わかってるよ。怖こえぇなー」

　弥緑は、ソファの背にスーツの上着を脱ぎ捨てながら軽い調子で水凪に答える。

　ついでとばかりにネクタイも引き抜ぬくと、靴くつと靴下までその場に残してバスルームへと姿を消した。

　怖こわいと言いつつ、カケラも危機感を覚えていなさそうな余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度が腹立たしい。

「ちくしょ……でも、限界なのは事実だ」

　弥緑に腕うでを摑つかまれた途と端たん、気づかないふりをしていた渇かわきが急激に込み上げてきた。

　袖そでを抜いたスーツの上着を、ソファの背に引っかけてある弥緑の上着に重ねる。水凪のスーツと比べるまでもなく上質だとわかるものを、こんなふうに粗そ雑ざつに扱あつかうあたり、弥緑らしい。

「……苦しかった」

　慣れないネクタイを外してシャツのボタンを一つ外すと、襟えり元もとの開放感に吐と息いきをついた。

　有う無むを言わせず水凪をここに引っ張ってきた弥緑も、同じ餓うえを体感しているのだろうか。焦あせりなど、微み塵じんも覗かせなかったけれど……。

「忘れたみたいな顔、しやがって」

　皺しわひとつなく整えられたベッドをチラリと見み遣やった水凪は、心の中で「アホバカマヌケ」と無神経男を罵ののしって、目を逸らした。

　悔しい。小学生のような罵り文句しか思いつかない。

　それなのに、五年ぶりに目にした弥緑の姿、水凪を呼ぶ声に……胸の奥が、ざわざわした。反発する心情とは裏腹に、全身の細さい胞ぼうが弥緑という存在を喜んでいるみたいだった。

　身体の自由を奪うばわれているわけでもないし、特とく殊しゆな錠じようで閉じ込められているわけでもない。弥緑がバスルームを使っているあいだに、部屋を出ることは容易だった。

　でも、そうすることもできずに立ち尽つくしていると、背中に伸のし掛かかるようにして長い腕が回される。

「……脱いでろって言ったのに。俺に脱がしてほしいって、アピールか？」

　ビクッと肩を震わせた水凪は、弥緑の腕を振り払はらってさり気なく距離を取る。

「ふざけるな、バカ。先に、おれに補給させろ。自分だけ満たされて、さっさと逃げられたらかなわん」

　動どう揺ようを悟さとられてなるものかと、視線を逸らしたまま一気に言い捨てた。

　今の弱り方では、弥緑に組み敷しかれたら逃げられない。体格や腕わん力りよくで劣おとっていることは自覚しているとはいえ、怯おびえていると思われるのは悔くやしかった。

「信用がねぇなー」

　水凪のそんな意地は、幸い弥緑には通じなかったようだ。言葉の裏を読むでもなく、そのままの意味に受け止めている。

　なにが楽しいのかクスクス笑った弥緑は、すぐ傍そばにある一人掛けのソファに腰こしを下ろした。水凪に見せつけるように、嫌いや味みなほど長い脚あしを組む。

「じゃあ、まぁ……どうぞ？」

「……おまえは、動くなよ」

　この男の前に跪ひざまずくのは屈くつ辱じよくだ、と考えないようにして床ゆかの絨毯に膝ひざをつく。

　弥緑が履はいているパイル地のスリッパを、叩たたき落とすようにして脱がせると、無意識に小さく喉のどが鳴った。

　仕立てのよさを感じる、張りのある生き地じのパンツの裾すそを膝のあたりまで捲まくり上げているにもかかわらず、少し濡ぬれているのがわかった。

　清せい涼りようなボディソープの香かおりが立ち上り、水凪の言葉に従って念入りに足首から先を洗ったのだと、伝わってくる。

　組んだ脚の、上側になっている右足首を摑むと、『人の爪ではあり得ない質感』の爪つま先さきに唇くちびるを寄せた。

「……くそ」

　自分が、誰だれのどこに口づけるのか、できる限り思考から追い出したい。眉まゆを顰ひそめて低く悪態をつくと、弥緑がぼやくのが頭上から聞こえてきた。

「そのキレイな顔で、きたねー言葉を吐はくなよ」

「うるさい。黙だまってろ」

　頑がん健けんな骨と血管の浮うき出たがっしりとした足の甲こうを、八つ当たりを込めて叩く。

　まずは、鉄分だ。

　無む駄だな抵抗だとわかっていながら目を閉じて視覚を封ふうじると、人差し指……鈍にぶい鉄色の爪をチラリと舌先で舐なめ、軽く嚙かむ。摑んでいる弥緑の足首がビクッと震え、無言の弥緑がなにも感じていないわけではないのだと、反応が語る。

「っ……ふ」

　中指、薬指も一いつ緒しよに含ふくみ……舌の上に広がる鉱物の風味に、伏ふせた睫まつ毛げを震わせた。

　いくら成分が豊富でも、サプリメントでは得られない満足感が、瞬しゆん時じに全身へと広がる。細胞の一つ一つにまで染み渡わたり、歓かん喜きしているかのようだ。

　自分以外の、『普ふ通つうの人間』が同じことをしても、きっとこの満足感は得られない。それ以前に、極ごく上じようの甘かん露ろを口にしたかのような恍こう惚こつとした心ここ地ちにはなれないだろう。

　鉄に、亜あ鉛えんに……マンガン、クロム。

　これらの味の違ちがいを感じることも、まず不可能だ。

　弥緑の爪に含まれる鉱石から、これらを摂せつ取しゆすることがかなうのも……水凪だけ。

「そんなに夢中で舐めるほど、美味うまいか？　頰ほおに血の気が差してきたぞ。……この五年で大人びたと思ったが、色気も増したか」

　ふざけた台詞せりふと共に首筋をスルリと撫なでられて、ムッとした水凪はちょうど舌を這はわせていた親指に嚙みつく。

「ッ、イテェ……酷ひどいな、水凪」

　そうぼやきつつ、弥緑の声には笑えみが含まれている。嚙まれて痛いと言いながら、なにが嬉うれしいのか上じよう機き嫌げんだ。

「もういい」

　目前の足から顔を背そむけた水凪は、手の甲で唇を拭ぬぐって密ひそやかな吐息をついた。

　トクトク……心臓が鼓こ動どうを速めている。ここしばらく慢まん性せい的な貧血状態だったのに、血の巡めぐりがよくなっているのか指先までポカポカとあたたかい。

　弥緑に指し摘てきされたとおり、頰に血色が戻もどっていることを体感した。

「次は俺だな」

「……勝手にしろ」

　弥緑の飢き餓が感は、手に取るように理解できる。

　気に食わない男だが、自分だけ満たされるのには罪悪感があった。この充じゆう足そく感を知っているから、尚なお更さらだ。

　ソファに座ったままの弥緑に、腕を摑んで引き寄せられる。その膝に上半身を伏せるような体勢で、シャツのボタンを引き千切るような勢いで外されて、襟首を摑むと乱雑な仕草で肩かたから引き下ろされた。

　余裕な顔をしているように見えても、やせ我慢していただけなのだと……焦りを隠かくせない手から伝わってくる。

　弥緑の渇かつ望ぼうがわかるから、震ふるえる指先をからかって笑うこともできない。

「ン……」

　剝むき出しになった背中の真ん中、左右の肩けん甲こう骨こつのあいだに迷わず唇を押しつけられて、ピクッと肩を震わせた。

「コレ、俺以外に見せて……触さわらせてないだろうな」

「だ……れに、見せるんだ。気味悪がられるだけだろう。そんなの……触りたがるのなんて、おまえくらいだ」

　自分では見ることも触ふれることもない『鱗うろこ』に舌を這わされる感かん触しよくに、目の前にある弥緑の膝をグッと摑み、奥歯を食い縛しばる。

「それならいい」

　そう言ったきり、しばらく無言で水凪の背中を舐めていた弥緑は、満足そうに大きなため息をついた。

「すげーな。一気に満たされる。俺が常備しているサプリメントボトルを見て、初めは健康オタクかって笑っていた連中に、最近は薬物依存症みたいだなって不気味そうに言われてたぞ。……おまえも、だろ」　>>>♥

　弥緑が、水凪から得ているものは……リン、カリウム、ナトリウム……ケイ素にチッ素といったところか？

　どんなサプリメントでも足りなかったものが、全身に浸しん透とうして満たされる。その心地よさは、同じ体質の弥緑と水凪だけが共有する感覚だろう。

「夢にまで見るほど、欲しかった。どれほど優ゆう秀しゆうなサプリメントでも、おまえの代わりにはならない」

「……よく、言う」

「ん？」

　弥緑の膝から上半身を起こした水凪は、背中の中ほどまで引き下ろされていたシャツを戻しながら言い返した。

「五年も、音信不通だったくせに。しかも、あんなこと……しでかしておいて。おまえがなにを考えているのか、理解不能だ。あの日ここで、おれになにをしたのか忘れたとは言わせないからな。それとも、記き憶おく障害でも抱かかえているのか？」

「忘れているわけがないだろう。おまえから持ち出すとは、意外だったな。忘れたふり……っつーか、なかったことにされてんのかと思っていたが」

　しまった。失敗した。

　いくらこの男に腹が立っても、記憶から消し去っているのだと、涼すずしい顔をしていたらよかったのだ。

　これでは、あのことを忘れていない……憶おぼえていて今も意識しているのだと、自ら暴ばく露ろしたのと変わらない。

「ッ、……くたばれ、無神経男！　次は、おれがやり返してやるからな！」

　スーツの上着とネクタイを摑つかんだ水凪は、ソファに腰かけたままの弥緑を見下ろして言い放つ。

　余よ裕ゆうの滲にじむ、仄ほのかな笑みを浮かべて水凪を見ている弥緑に歯ぎしりすると、踵きびすを返して扉とびらに向かった。

　用は済んだ。もう、一秒たりとも弥緑と同じ空間にいたくない。

「……やり返して、って……意味がわかってんのかね」

　廊ろう下かに一歩出たところで、そんな声が背中を追いかけてきたけれど、引き返して反論しようものなら弥緑の思う壺つぼだ。

　即そく座ざに扉を閉め、弥緑の声と存在感を遮しや断だんする。

　十八歳の水凪なら、まんまと罠わなにかかって振ふり向いていたかもしれないが……弥緑と離はなれていた五年で、こうして無視できる程度には成長している。

　早足で廊下を歩き、タイミングよく待機していたエレベータに飛び乗った。

「あ……」

　エレベータの奥に設しつらえられている姿見に映る自分が目に入り、慌あわてて手に持ったままだった上着に袖そでを通した。

　シャツのボタンを留め……ネクタイを締しめることは断念して、ポケットに突つっ込む。

　普段の水凪は、スーツとは無む縁えんの生活をしている。職場の、海寳の関連会社である海洋センターではシャツの上に白衣を着用しているし、海に設置してあるプールに出る時は裸はだかかウェットスーツ姿だ。

　父親の企き業ぎようを継ついでいるのは姉と入り婿むこであるその配はい偶ぐう者しやで、水凪が堅かた苦くるしいパーティーに出席することは年に一、二度しかない。

　その、稀まれなパーティーの場で……五年ぶりに帰国した弥緑と顔を合わせるなど、どんな不運な事故だ。

「でも……」

　気力と体力が、いつになく充実していることがわかる。早足で廊下を突っ切ったのに、息も切れていないし眩暈めまいも感じない。

　やはり、自分には弥緑が……『海神』には『山神』が必要なのかと、否いや応おうなく思い知らされて絶望的な気分になる。

　弥緑にとっては、あんな自分本位な扱あつかいができる程度の存在なのに。

　なにも告げずに五年も離れ、名実ともに財界人の仲間入りをして、一人だけすっかり大人の男になり……王族の姫ひめと、婚こん約やくだと？

「ちくしょ……おれだけ、五年前で足あし踏ぶみしてるみたいだ」

　あの日、弥緑に取り残されたこのホテルの一室で、今でもたった独り立ち竦すくんでいるような錯さつ覚かくに襲おそわれて唇くちびるを嚙かむ。

　悔くやしい。腹立たしい。なのに……全身が、充足感で満たされている。

「熱い……」

　弥緑が口づけた背中の『鱗』が、熱を帯びている。弥緑が口づけたことを、知らしめているみたいで……余よ韻いんが気に障さわる。

「どこまで、ふてぶてし……んだ」

　昔から、そうだった。

　初めて逢あった七歳の頃ころから……不本意ながら同じ学び舎やに通った、小、中、高校に至るまで。

　二つ年上の弥緑は、常に水凪の二歩先を歩いてクッキリとした足あし跡あとを残し、否応もなく存在感を示し続けるのだ。







《二》







　初等科の校舎は郊こう外がいにあったけれど、中等科と高等科が共同で使用している校舎は都心に立地する。

　伝統のある男子校であることを示して、見み渡わたす限り創立時から変わらない黒い詰つめ襟えり姿だ。しかも、エスカレータ式に進級する生徒と外部受験によって中等科から入学してくる生徒の割合が七対三ということもあり、同級生の顔かお触ぶれはほとんど同じだ。

　形ばかりの入学式を終えてしまえば、翌日からは通常の授業が始まる。

　帰り支じ度たくをしてイスを立った水凪に、出入り口付近の席に着いていた同級生が慌てた様子で駆かけ寄ってきた。

「海寳。山王先せん輩ぱいが呼んでるけど……」

「……わかった。ありがと」

　戸口に目を向けると、同じ制服姿の弥緑が立っていた。水凪と目が合ったと同時に、笑って手を振ってくる。

　ざわ……と、教室内に波は紋もんのようなさざめきが広がった。教室に残るほぼ全員が、弥緑の存在に気づいてさり気なく動向を窺うかがっていたらしい。

　紺こん色いろのスクールバッグを肩かたにかけた水凪が、ゆっくりと教室を横断しているあいだも、チクチクと視線を感じる。

　周囲では、

「ほら、海寳は山王さんと幼おさな馴な染じみだし」

　とか、

「えっ、そうなんだ？　どっちも名家だもんな」

　などと、声を潜ひそめているつもりかもしれないが、水凪本人に筒つつ抜ぬけの噂うわさ話ばなしが繰くり広げられている。

　初等科から自分たちを知っている生徒と、中等科からの編入組とのあいだを繫つなぐ話題を提供しているようなものだ。

　せいぜい、彼らが打ち解けるための会話のきっかけとなればいい……と、心の中で皮肉をつぶやいた。

　弥緑は、生徒会長として入学式で壇だん上じように立った自分が、下級生のあいだで名前も顔も知られていることがわかっていて、わざわざ目立つように登場したに違ちがいない。

　初等科で、二年。中等科でも二年生の半ばから生徒会長を務め、今年度で二期目に入るらしい弥緑は、存在自体が派手だ。

　特別目立つパフォーマンスを繰り出すでもないのに、やけに目を惹ひく。圧あつ倒とう的な統とう率そつ力を、生まれながらにして有する人間というものが存在するのだと、弥緑を前にした誰だれもが認めざるを得ないだろう。

　涼しい顔をして、常に全国模試で上位二ふた桁けたの学業成績を収めて、幼少期から鍛たん錬れんしている空手では二段を取得している。

　文武両道という言葉を、嫌いや味みを感じさせず当然のように体現していて……捻ひねくれていると言われようが、癇かんに障る。

　特にここ最近は、『山王』と『海寳』をなにかと並べて語りたがる周囲が、自分たちをただの幼馴染みで居させてくれない。

　重い足取りで戸口の弥緑に近づくと、間違いなく渋しぶい顔をしているだろう水凪とは逆に、軽い調子で名前を呼びかけてきた。

「よ、水凪。詰め襟、男装の麗れい人じんって感じで似合うな」

「……男装？　もともと、性別は男なん……ですけど」

　弥緑に釣つられていつもの調子で言い返しそうになり、ギリギリのところで先輩に対する言こと葉ば遣づかいに改める。

　そんな水凪の努力は見み透すかされているらしく、弥緑がクスリと余裕のある笑えみを浮うかべた。

「帰り支度は済んでるだろ。校内、案内してやるよ」

「結構です。教室移動をしているあいだに、自然と覚えると思うし……弥ろ、山王先輩に連れられて歩くなんて、見せしめみたいだ」

　初等科の頃でも、廊ろう下かで話しかけてきた弥緑に答えるたびに、周囲の視線が集まってきていたのだ。

　家の格が、とか……親世代のしがらみを薄うす々うす感じる歳としになった今では、もっと……冗じよう談だんのように注目を浴びるに違いない。

　山王は、家系の歴史も格式としても特別だ。家系図の長さでは対ついを成すと位置づけられている海寳が、昨今では業績低下に苦しんでいるのとは違い、山王の関連事業は世界規模にまで拡大して国内有数のものになっている。

　だから、コンプレックスを刺し激げきされるというわけではない。家の格云うん々ぬんに振り回されるほど、水凪はまだ世の中をよく知らなくて……ただ単に、なにかと自分に構ってくる弥緑が、少し疎うとましいだけだ。

　幼馴染みであることは、間違いではない。

　そして、二つの年ねん齢れい差を縮めることは不可能だ。

　互たがいのあいだに横たわる溝みぞは二つの年齢差だけでなく……どんなに頑がん張ばっても、対等な存在として弥緑に並ぶことは不可能だと己おのれの程度を知ることのできる年齢になってからは、必要以上に接せつ触しよくしたくなくなってしまった。

　常に自分の二歩先を歩く弥緑の存在を、感じ続けなければならない。水凪は、弥緑に敵かなわない。

　そうして、自分の能力の乏とぼしさを思い知らされるから、ますます弥緑は苦手だ。

　ただ、どうしても接触を避さけ続けることのできない切実な事情が、お互いにある。

「補給場所に最適なところも、案内しようと思ったんだけどな。誰も来ないから、休きゆう憩けい場所にもなるぞ」

「……そんなところ、校内に存在する？」

　背を屈かがめて耳元に唇を寄せ、声を潜めてそう言った弥緑の言葉に、水凪は頑かたくなだった態度を軟なん化かさせた。

　保健室ではなく、誰にも邪じや魔まされずに休憩できる場所があるならありがたい。

　女子みたいで恥はずかしいから、貧血で横になりたい……とは、相手が養護教きよう諭ゆであっても言いたくないのだ。

　弥緑は、二年先に初等科を卒業して中等科へ進学した。校舎が離はなれ、今までのように必要な時に逢えなくなったこの二年は、頻ひん繁ぱんに立ちくらみや貧血で保健室のベッドに沈ちん没ぼつするはめになった。

　主治医には、多量の栄養分が必要な成長期にもかかわらず、身体からだが欲ほつする必ひつ須すミネラルを上手うまく吸収できないせいだろうと言われたが、酷ひどい貧血も弥緑が傍そばにいれば解決するのだ。

　どれだけ鉄分の豊富な食品を食べるより、サプリメントを摂せつ取しゆするより……弥緑、いや『山神』が身に持つ鉄鉱石が、『海神』を継つぐ水凪を助けてくれる。

　それは、太古より『海の成分』を得ることが容易ではなかった『山神』の弥緑にも、同じことが言える。

　弥緑には水凪が、水凪には弥緑が。

　生きるために必要な成分を、互いに握にぎり合っている……など、なにかの呪のろいみたいだ。

　八歳になる直前、初めて酷い貧血で倒たおれ、方々手を尽つくして対策を探さぐった父親が曾そう祖そ父ふの子孫だという親族から得た対処法を聞いた時は、悪あく趣しゆ味みな冗談かと思った。

　物は試ためしだと、家同士が友好関係にあるのを幸いとばかりに弥緑から『補給』させてもらい……お返しに、水凪の持つ『海』の要素を弥緑に与あたえた瞬しゆん間かん、互いに必要なのだと理り屈くつではなく身体で知った。

　以来、定期的に『補給』と呼ぶ栄養素の交こう換かんをしているのだが、自分たちにとっては生きるのに必要な『補給』でも、他人に見られるとあらぬ誤解を生みかねない。

　弥緑の『山神の証あかし』と、水凪の『海神の証』がある場所が、それぞれ足の爪つめと背中で……栄養素を得るための行こう為いが、アレなせいで。

　校内に、誰にも見られず『補給行為』が可能な場所があるなら、幸いだ。

「だから、案内してやるって。……どうだ？」

「……お願いします、山王先せん輩ぱい」

　誘さそいを突つっぱねられなくなった水凪は、渋しぶ々しぶと弥緑に答えてため息をついた。










「ここだ。生徒会室……の隣となりにある、空き部屋。名目としては資料室だけど、物置みたいなものだ」

　カラカラと引き戸を開けた弥緑は、水凪の背中を押して小部屋に入るよう促うながした。

　資料室という言葉には首を傾かしげるしかないが、物置と言われれば納なつ得とくの雑然とした部屋だ。奥に小さな窓が一つあるだけで、壁かべの両側には天てん井じようまである書しよ棚だなが設置されていてギッシリと本が詰つまっている。

　なにより、水凪の視線を奪うばったのは……。

「……昼ひる寝ねの準備が整ってる」

　背もたれ付きの長なが椅い子すと、座面の端はしに置かれた小さなクッション、ハーフケットといった昼寝用の一式としか思えない諸もろ々もろの備品だ。

　水凪のつぶやきに、弥緑は悪びれる様子もなく笑って答えた。

「はは、バレた？　教師の巡じゆん回かいルートからも外れているし、校舎の端だから静かだし……絶好の昼寝場所なんだ。特別に、水凪には合あい鍵かぎをやろう」

　そう言いながら、手のひらに銀色の鍵を置かれる。

　一人きりでゆっくりできる場所ができるのは、嬉うれしい。意地を張ってイラナイと突っぱねることはできなくて、冷たい鍵をギュッと握り締しめた。

「とりあえず、補給……しておくか？」

「…………」

　即そく答とうできず、無言の水凪が、足元に視線を落としたことに気づいたのだろう。

　弥緑は、水凪が履はいているものと同じデザインだと思えないほど大きな白い上うわ靴ぐつを指差して、苦く笑しようする。

「きちんと洗うって。生徒会室にポットがあるから、その湯と……ハンドソープだけど、殺さつ菌きん作用のある石せつ鹼けんも使う」

「……それならいい」

　ポツリと答えて、「準備してくるから座ってろ」と指差された長椅子に腰こしかけた。思ったよりクッション性があるので、横になっても背中が痛くなさそうだ。

　さほど待つことなく、素す足あしにスリッパを履いた弥緑が戻もどってきた。廊下に出ることなく、生徒会室だと聞いた隣りん室しつと行き来できるらしい。

「ほら、気が済むまで念入りに拭ふいておけ」

「熱い……」

　手て渡わたされたタオルは、湯で湿しめらせてあるらしく白い湯気が立っている。

　指先が赤くなる熱さに眉まゆを顰ひそめると、長椅子の隣に腰を下ろした弥緑がそのタオルを手で煽あおぐ。

「ワガママめ。お姫ひめさんは、仕方ないなぁ」

「その呼び方、キライだって知ってるだろ」

　睨にらみつけて言い返すと、弥緑はすんなり「悪かった」と謝罪を口にした。

　誰だれが言い出したのか……初等科でのあだ名は、弥緑が『王様』で水凪が『姫』だったのだ。馬ば鹿かげているとしか思えない。

　男として侮あなどられているみたいで、水凪が冗談でもそう呼ばれることが嫌きらいだと知っていながら、弥緑は度たび々たび持ち出してからかってくる。悪趣味だ。

「足、出せ」

「はいよ」

　軽い一言と共に目の前に差し出された弥緑の足を、熱々のタオルで包む。その瞬間、弥緑が足を大きく震ふるわせた。

「アチッ！　ちょ、熱い……って、水凪」

「その熱いタオルを準備したのは、弥緑だ」

　正論だと思ったのか、弥緑はもうなにも言わずに天井を仰あおぎ、水凪がタオルで爪つま先さきを拭ぬぐうのに身を任せている。

　気が済むまで足の指を拭くと、湿ったタオルを長椅子の隅すみに置いた。

　長い指が少し赤くなっていて、ほんのちょっぴり悪かったかな……と思いながら、鉄色の爪に唇くちびるを押しつける。

　石鹼と、水の匂においが鼻先をくすぐり……軽く爪に歯を立てた。

「毎度のことながら、水凪が俺の足の指を舐なめている図……ドキドキするなぁ」

　頭上から落ちてきた弥緑の声は、やけに楽しそうだ。こんなふうに、『補給』を変に茶ちや化かすから最近の弥緑は苦手なのだ。

「ただの『補給』だ。貧血で倒れるのは、嫌いやだから」

　それぞれ違ちがう性質の爪を舐め、齧かじり、枯こ渇かつしかけていた栄養素が身体に満ちるのを感じる。

　冷たかった指先が温ぬくみを帯びたところで、弥緑の足を離した。

「じゃ、次は俺の番な」

「……変なところ触さわるなよ」

　上着を脱ぬいで弥緑に背中を向けると、すぐさま背後から長い腕うでが回されてシャツのボタンを外された。

　自分でするから、手を出すな……と文句を言う間もない早はや業わざだ。

「変なところって？　たとえば？」

「……最近の弥緑は、エロいことばかり言うからイヤだ」

「まだまだ、お子様だなぁ」

　年上ぶって笑われるのは悔くやしいけれど、実際に弥緑より二つ下なのだから反論することはできない。

　シャツの襟えり首くびを引き下げられて、背中が外気にさらされる。肩かたに手を置かれ、ギュッと目を閉じた。

　肩けん甲こう骨こつのあいだに唇を押しつけられる感かん触しよくと、舌先で『鱗うろこ』を舐められる奇き妙みような感覚に肩を震わせる。

「この前、うちに来た時以来だから……一ヵ月ぶりか。もっと頻ひん繁ぱんに補給させろよ。おまえも、一ヵ月も空いたらキツくないか？」

「マルチミネラル、飲んでる……から、別に」

　声が震えそうになるのをなんとか抑おさえて、弥緑に答えた。その水凪の返事に、弥緑は面おも白しろくなさそうに言い返してくる。

「サプリメントと天然素材じゃ、違うだろー」

　弥緑がしゃべるたびに、吐と息いきが肌はだをくすぐる。なんとも形容し難がたいくすぐったさを、奥歯を嚙かんでなんとか耐たえた。

「キレイだよなー……これ」

　そんな台詞せりふと共に唇を押しつけられて、我が慢まんの限界が来た。大きく身体からだを震わせた水凪は、シャツを摑つかんで弥緑から距きよ離りを取る。

「もっ、もういいだろ。終わり！」

「えー、ケチ。ま、いいけど。校舎が離はなれていたこれまでより、簡単に逢あえるし」

　水凪は、弥緑に背中を向けたまま乱れていたシャツを直しながら、言いそびれていた苦情を口にした。

「あんまり、教室には来ないでほしいんだけど。弥緑は、目立つから……」

「目立ち具合は、おまえも大して変わんないだろ。入学式に向かう新入生の列を見物してた三年や高等科のおにーさま方が、カラスの群れに紛まぎれ込んだ白いハトがいるって、ざわざわしてたぞ」

　目立つ？　誰が？

　シャツを整え終えた水凪は、「センスのないたとえだよなー……」と続けて笑う弥緑を振ふり向いて、怪け訝げんな思いで聞き返す。

「おれは、目立たないし……カラスとかハトって、こっちの校舎にも出るのか。初等科のほうは、しょっちゅう窓ガラスにハトが体当たりしてたけど」

「……わかってないなぁ。まぁいい。高等科のおにーさま方には、気をつけろよ。呼び出されたら、すぐ俺に言うか……一人で行かずに、友達についてきてもらえ」

　さっきも感じたことだが、『高等科のおにーさま』と、揶や揄ゆする調子で言い放つ弥緑が不思議だった。

　この学校に通うのは、世間一いつ般ぱんからすれば良家の子息ばかりなので、漫まん画がで見たことのあるカツアゲなどの乱暴なことはしないはずだが……。

　弥緑がなにを言いたいのか捉とらえられないのがもどかしくて、ジッと見み詰つめ返す。

「全然、わかってない顔だな。とりあえず、これまでとは違うってことを忘れるな。上級生には、少しでもいいから警けい戒かいしろ」

「よくわかんないけど、……わかった」

　曖あい昧まいにうなずくと、弥緑は「不安だ」と眉を顰めて水凪の頭に手を置く。

　まるきり、子供扱あつかいだ。

　いつもなら、髪かみに触ふれる弥緑の手をムッとして振り払はらうけれど、今は……なんだろう。なにかが違うせいで、拒きよ絶ぜつできない。

　水凪を見ている弥緑の目が、これまでと同じ温度ではなくて……妙に大人びているように感じて戸と惑まどう。

　胸の中に、不安に似た奇妙なものが渦うず巻まく。

　水凪の髪を弄いじっている指先も、上手うまく言えないけれどこれまでと違う？

　胸の奥でざわざわするものの正体が摑めなくて、たぶん原因になっている弥緑の手から無言で逃のがれた。

「帰る」

「迎むかえの車が来るのか？」

　自家用車で送そう迎げいされている生徒は、少なくない。だから、答えを決めつけている言い方で尋たずねてきたのだろうけど……。

「……電車」

　首を横に振って答えた水凪に、弥緑は「マジで？」と目を瞠みはった。

「海寳のおじさん、スパルタだなぁ。電車通学なんて、初めてだろ。……不安だ。最も寄より駅まで送って行く」

　水凪が答える隙すきもなくそんなふうに結論を出して、脱いでいた靴くつ下したと上靴に足を突つっ込む。

　本当は、水凪から言い出したのだ。弥緑が電車通学していると聞いたので、張り合うつもりで「おれも電車で学校に行く」と。

　入学式の朝ということで登校は車で送られてきたけれど、下校は初めて電車で帰ることになっていて、密ひそかに不安を感じていた。

　だから、子供扱いするなと意地を張って、弥緑の申し出を突っぱねられない。

「ちょうどいいな。俺と一いつ緒しよに帰っているところを見せれば、それなりに牽けん制せいになる」

「……牽制……」

　独り言のような弥緑の言葉は、やはりよくわからない。

　でも、二年長くこの学校に通う弥緑に付き添そわれて下校するのは、素す直なおに言えなくても心強かった。

　弥緑がいれば、大だい丈じよう夫ぶだと……心の奥底で絶対的な信しん頼らいを寄せていることは、自覚していなかったけれど。







《三》







　弥緑が、『高等科のおにーさま』と揶揄する理由。

　そして、『これまでとは違ちがうってことを忘れるな。警戒しろ』と言ったことの意味。

　中等科に入学してすぐの頃ころの水凪には、わからなかった。けれど、一ヵ月も経たつ頃にはなんとなく感じ取ることができるようになった。

　中等科の二年に進級すると、妙なからかいが顕けん著ちよになり、否いや応おうもなく自分が『上級生からどう見られているか』自覚させられた。

　初等科でも、二学年上の弥緑の同級生に、

「山王が王様なら、海寳はお姫ひめ様さまだよな。それも、山王のお姫様。めちゃくちゃカホゴだし」

　などと……幼おさな馴な染じみで、仲がいいことをからかわれたりしたことはあったが、所しよ詮せん子供だったのだ。

「おっ、水凪ちゃんじゃん。今日もキレイだな。高等科の校舎でどうした？　山王の旦だん那なに逢いに来たのか？」

　前から歩いてきた『高等科のおにーさま』が、ニヤニヤ笑いながら話しかけてくる。

　十四歳と、十七、八歳の体格差は大きい。一緒にいる同級生は怯ひるんでいるようだが、水凪は意図して友好的に笑い返しながら答えた。

「用があるのは、美術室です。……急いでいるので、失礼していいですか？　先せん輩ぱい」

　美術室や化学実験室などの実習教室は、中等科と高等科が共同で使用している。それら実習教室のある校舎への行き帰りの際には、どうしても他学年の生徒とすれ違う。

　上級生たちから、下世話なからかい文句をぶつけられることが多々あり……初めはいちいちムッとしていたけれど、中等科の二年に進級する頃には慣れてしまい、素知らぬ顔で切り返せるようになった。

「あー……なんだ。旦那に、来月の球技大会はちょっと手を抜ぬいて先輩を立てろって、言っておけよ」

　水凪の反応が可愛かわいげのないものだったせいか、つまらない……と隠かくそうともせずに表情に出すと、そう言い残して去っていく。

　廊ろう下かの角を曲がり、見えなくなるまでその背中を見送った水凪は、無理やり張りつけていた笑えみを消した。

　そして、心の中で「バーカ」と、つぶやく。

「水凪、高等科の先輩にあんな言い方して、大丈夫？」

「……からかって遊んでるだけだろ。球技大会がナントカ……って弥緑本人に言えないから、おれに絡からんでくるんだろうし。ボロ負けしてしまえ」

　淡たん々たんと口にして鼻で笑った水凪に、同級生は感かん嘆たんの息をつく。

　ほぼ同じ高さにある水凪の顔をマジマジと見ながら、彼としては褒ほめ言葉のつもりらしい台詞せりふを口にした。

「水凪は凜り々りしいよなぁ。キレイなのに、強くて賢かしこくて……姫は姫でも、お城で護まもられているか弱いお姫様っていうより、日本史で習った巴ともえ御ご前ぜんって感じ！」

「……褒めるなら、姫から離はなれろよ」

　いくら強かろうが、『姫』をたとえに出して感心されても、嬉うれしくない。

　ため息をついてぼやいた水凪に、彼は「でもさぁ、やっぱり水凪はキレイだし」と唇くちびるを尖とがらせる。

　上級生だけでなく、この春からは下級生もできたのに……年下の一年生にまで、「海寳先輩はキレイ」だと噂うわさされていることは、水凪自身の耳にも入ってくる。

　浮うき世よ離ばなれして見えるのなら、それはきっと水凪が『海神』を身に継ついでいるせいだろう。

　色素が薄うすいのは生まれつきで、雨に濡ぬれた姿を見られた時などには、このまま水に溶とけ込むかと思った……と驚おどろかれることさえある。

　背中の『印』のせいで水泳の授業には出られないが、水凪が泳いでいる姿を見たことのある弥緑には「海かい棲せい動物かと思った」と苦く笑しようされたこともある。

「あ、しまった。課題用のスケッチブック……置いてきたみたいだ。下した描がき用しかない。ひとっ走りして、取ってくる」

　もう少しで美術室に辿たどり着く、というところまで来て忘れ物に気づいてしまった。どうせなら、教室を出てすぐに気がつけばよかったのに……。

　しかも、誰だれかに借りて誤ご魔ま化かすことのできる筆記用具ではなく、課題を描いている途と中ちゆうのスケッチブックだ。

「一緒に行こうか？」

「ううん、先に美術室に行ってて。もしおれが戻もどるより先に先生が来たら、教室に忘れ物を取りに行ってるって言い訳をしておいて！」

「わかった」

　同級生に伝言を託たくして手を振ふると、急ぎ足で来た道を戻る。

　廊下を走ると怒おこられるので、ギリギリ早足……と言い逃れのできる速度で、中等科の教室が並ぶ校舎を目指した。

　ようやく教室の前まで戻ったところで……今度は、教室の鍵かぎを日直から借りてくるのを忘れたことに気づいて、愕がく然ぜんとする。

　施せ錠じようしてある教室内には当然入れないし、また美術室まで行ってから教室にスケッチブックを取りに戻り……と、無む駄だに何往復もすると考えただけでうんざりした気分になる。

　ぴったり閉じた扉とびらの前で立ち尽つくしていると、授業の開始を告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、水凪の腹が決まる。

「昼ひる寝ねタイムにしてしまえ。後で、具合が悪くなって休んでました……って言い訳しておいたらいいや」

　教師たちの中で、水凪は『少し身体からだの弱い美少年』という認にん識しきだと知っている。ついでに、成績も素行もいい優等生。

　そんな日頃の行いが幸いして、本当に休んでいたのか否いなか保健室に照会することなく、すんなり信じてもらえるはずだ。

　美術の授業を放ほう棄きした水凪が向かう先は、保健室ではなく生徒会室の隣となりにある小部屋だ。

　弥緑は、この春高等科に進学して中等科の生徒会とは縁えんがなくなったが、入れ替かわりに水凪が書記として生徒会役員に就任した。

　中等科に入学してすぐの頃、弥緑から貰もらったあの小部屋の鍵は、財さい布ふに入れて持ち歩いている。たまに、昼寝をしたり……弥緑との『補給』に利用したりと、お役立ちだ。

　他ほかの生徒会役員は、弥緑や水凪が私物化していることを察していながら、『資料室という名目の物置』だと位置づけてくれている。

　そうして許してくれるのは、ひとえに弥緑の人徳というか……水凪が「人タラシ」と呼ぶ、あの男の妙みような特技のおかげだろう。

　行き先が決まった水凪は、迷うことなく実習室などの特別教室が並ぶ校舎に向かった。級友のいる二階の美術室を素す通どおりして、三階にある中等科の生徒会室を目指す。高等科の生徒会室は、向かい側に建つ新校舎の四階だ。

「ちょっとだけ、罪悪感……」

　授業が始まっていることで、すれ違う人のいない階段をゆっくりと上がる。静かな廊下に自分の足音がやけに大きく響く気がして、なんとなく息を潜ひそめて歩き続けた。

　生徒会室の前を通り過ぎ、その隣の扉の前で足を止めてズボンのポケットを探さぐる。現金のほとんど入っていない小こ銭ぜに入れを開いて、銀色の鍵を取り出した。

　その直後。

「……ほら、やっぱり海寳だって。後ろ姿でも、なーんか独特だから見間違えねーよ」

「あ、ホントだ。サボりそうなイメージがないから、まさかって思ったけど……本物だ」

　突とつ然ぜん耳に飛び込んできた二人の声に、ビクッと手を震ふるわせた。心臓が鼓こ動どうを速くするのを感じながら、声の方へ目を向ける。

　階段の角から姿を現したのは、上背があり、体格のいい二人組だ。ゆっくりと近づいてきた二人の校章の色は、高等科のもので……学年章は『Ⅲ』。

　迷わず水凪の名前を呼んだということは、廊下か階段の途中か……どこかで見かけて、後をついてきたのだろう。

　なにも答えず、少しだけ足を引いた水凪にどんどん距きよ離りを詰つめてくる。

「近くで見ても、カワイーな。本当に男かよ」

「なに持ってんの？」

　嫌いやな空気を感じて逃にげようとしたのに、右手に握にぎっている鍵の存在に気づかれてしまった。

　身体の後ろに隠そうとしたけれど、間に合わなかった。

「鍵？　この資料室の？　へぇ……」

「あ……っ、ダメ」

　鍵を取り上げられ、慌あわてて取り返すべく手を伸のばす。

　もう一人の上級生に「おっと」とその手を摑つかまれてしまい、反射的に振り払はらおうとしたのに……水凪の手首を摑む大きな手は、離れていかない。

「いいもの持ってんなぁ。もしかして、山王と使ってたのか？　幼おさな馴な染じみだって噂だけど、それだけの関係かどうか疑わしいよなー」

　使っていた……のは事実だが、きっとこの二人が示し唆さするものとは別の用途だ。だから何も言い返せなくて、せめて怯ひるんだ姿を見せないように顔を上げて睨にらみつける。

「鍵、返してください。先輩」

「いいけど……俺たちにも、使わせてよ。受験するヤツに合わせて自習が多くて、教室にいてもつまんないんだよね」

　水凪が答えるより前に、素早く資料室の鍵を開けると、用済みの鍵を水凪の制服のポケットに滑すべり込ませる。

　鍵が戻ってきたことにホッとしたのは一瞬で、手を摑まれたまま室内に引っ張り込まれた。

「なに……っ、ヤダ。離してください」

　水凪が抗あらがったところで、ビクともしない。

　腕わん力りよくも体格も、歴然とした差があるのだから当然かもしれない。

　でも、同じくらい……いや、この二人より身体の大きな弥緑が相手でも、もっとすんなり解放されるのに……。

　そう思い浮うかんだ直後、頭の中で「違ちがう」と否定する声が響いた。

　水凪は、自力で弥緑と渡わたり合えていたわけではないのだ。

　なにかと突つっかかる水凪が、弥緑に敵かなわないのだと感じないように手加減されていたのだと、こんな場面で突きつけられる。

「おー……おいおい。マジで、ヤリ部屋か？　山王のヤツ、優等生面づらしてっつーか……教師陣じんの信用を、見事に裏切ってんなぁ」

「海寳もさぁ、純情そうな顔でヤリまくりか？　エロ……」

　長なが椅い子すを始めとした、昼寝セットを目にした二人が下世話な誤解をしていることは、手に取るようにわかった。

　さすがに黙だまっていられなくなった水凪は、

「違う。弥緑とそんなこと、してない」

　そう、首を横に振って否定する。

　二人は、水凪がなにを言おうと、どうでもよかったのかもしれない。「ふーん？」と、信じていない顔で聞き流して、水凪の手を引っ張る。

「山王とヤッてても、いいけど。ちょっとだけ、俺らの相手もしてよ」

「……冗じよう談だん」

「だと思う？」

　嫌な笑えみを浮かべながら顔を覗のぞき込まれて、ゾクッと悪お寒かんが走った。

　摑まれたところから伝わってくる体温が、気持ち悪い。どうにかその手を振り払おうとしても、離はなれていかない。

　強く食い込む指に危機感が込み上げてきて、でも怯おびえていると思われるのは悔くやしくて。

　なんとか上級生を睨みつけながら、抵てい抗こうを示した。

「絶対に、嫌だ！」

「まぁ、まぁ。山王に義理立てしてるのかもしれないけど、黙ってたらわかんないって」

　腕うでの中に抱だき込まれそうになり、必死で身体を捩よじって抜ぬけ出た。二人の手の届かないところに逃げなければ、という一心で後あと退ずさりをする。

　ジリジリ距離を取り、背中がついたのは窓の脇わきにある壁かべだった。

　どうしよう。部屋の奥に逃げてしまった。二人のあいだを抜けて、廊ろう下かに出ることは不可能だ。

　小さな窓は、水凪が通り抜けられるかどうか際きわどいサイズだ。なによりここは三階で、窓の外にバルコニーはない。

　隣の生徒会室に続く扉の前には、上級生の一人が立ち塞ふさがっている。

　……逃げ場がない。

「詰め襟えりが似合ってなくて、それがまたなんともエロいんだよな。彼氏の制服を着て、コスプレしてる感じ？」

「……おまえ、マニアックだな」

「なっ、なんだよ。おまえだって、海寳は妙な色気があるって言ってただろ」

　水凪が逃げ出せないと決め込んでいるらしく、二人は余よ裕ゆうの顔で軽口を叩たたいている。

　そのあいだも水凪は、「落ち着いて考えろ」と自分に言い聞かせながら視線を巡めぐらせて、逃げ道を探し続けた。

　力や体格で劣おとっていることは、重々承知だ。どちらも、やっと百六十センチの壁を突破した水凪より、十センチ以上上背がある。

　身長だけでなく、身体の厚みも大人と子供ほど差があり……二人とも、水凪に逃げられるわけがないと侮あなどっている。

　それを逆手にとって、意表を突けばもしかしてなんとかなるか？　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという言葉もあるのだから、諦あきらめるのはまだ早い。

「怖こわい顔するなって。別に俺らも、痛い思いをさせる気はないんだから。海寳が抵抗しなければ、だけど」

　一歩、二歩……近づいてくる。

　二人とも笑っているのに、水凪から視線を逸そらさない。その目が奇き妙みような熱を孕はらんでいて、腕に鳥とり肌はだが立つほど気持ち悪い。

　絶対に、触さわられたくない。こんなに誰だれかに嫌けん悪お感かんを抱いだいたのは、初めてだ。

「つーか、マジで高貴な姫ひめを手て籠ごめにする気分だなぁ。ちょっとからかって、遊んでやろうってだけのつもりだったのに、なんか……ヤバい」

　どうしよう、限界だ。これ以上、後退することはできない。背中を、強く壁に押しつけるだけで精いっぱいだ。

　弥緑……なら、助けてくれる？

　でも、どうやって助けを呼べばいいのだろう。なにより、弥緑に頼たよらなければ危機を脱だつすることもできないのかと、弱い自分が情けない。

「とりあえず、脱ぬがせるか」

「……っだな」

　目の前に立ち塞がられ、四本の手が伸びてきて、ビクッと肩かたを竦すくませる。せめて、みっともない悲鳴を上げることはしたくないと、奥歯を嚙んで身体からだを強こわ張ばらせた。

　制服の襟首を摑まれ、ホックを外されて……。

「おいっ！」

　勢いよく扉とびらが開く音と奇妙な沈ちん黙もくを破る怒ど声せいに、小さな部屋の空気が一変する。

　振ふり向いた二人の上級生の肩かた越ごしに、水凪の目に飛び込んできた姿は……。

「……弥緑」

　誰よりも心強い存在を目にして、ガチガチに強張っていた肩からほんの少し力が抜ける。

　ホッとしたのは一いつ瞬しゆんで、声もなく上級生の襟首を摑んだ弥緑が、拳こぶしを振り上げるのが目に映った。

　弥緑は一年生ながら、この二人より更さらに五、六センチ長身だ。背が高いだけではなく、きっと腕力も上で、なにより空手の心得がある。

　幼馴染みの贔屓ひいき目めではなく、二対一でも確実に弥緑の方が強くて、だから……。

「だ、ダメ！　殴なぐっちゃダメだ、弥緑！」

　なんとか喉のどから搾しぼり出した水凪の声に反応してか、ギリギリのところで拳を止めるのが見えて、今度こそ心から安あん堵どの息をついた。

　空手の有段者である弥緑の拳は、素す手でであろうと凶きよう器きだ。人を殴れば、大変なことになる……と。

　それくらいは、水凪でも知っている。

「チッ、止めんなよ水凪！」

「止めるよ。なにやってんだ、バカ」

　金かな縛しばりにあったかのように強張っていた身体がようやく動き、再び上級生を殴ろうとしないよう弥緑の右腕を両手で摑つかんだ。

　深呼吸をした弥緑は、怒気を含ふくんだ声で水凪を𠮟しつ責せきする。

「おまえこそ、なに無抵抗で突っ立ってんだ！」

「無抵抗じゃないっ」

「ろくに抵抗していなかっただろうがっ」

　水凪を見下ろす弥緑の目は、鋭するどい光を湛たたえている。

　憤いきどおりを必死で抑おさえ込もうとしているのはわかるが、ギラギラとした眼まな差ざしに昂こう揚ようが滲にじみ出ていた。

　気持ち悪くて、鳥肌が立つくらい嫌いやだった。泣きそうになっていることを悟さとられないよう、必死で平静を保とうとしていたのに……抵抗していなかったと決めつける弥緑に、胸の奥がズキズキと痛くなる。

「なんでそんなこと言うんだ」

「……見てたからだよ！」

　弥緑が指差したのは、小さな窓の外……少し上？　その先にあるのは……高等科の、生徒会室だ！

　どうやら、たまたま高等科の生徒会室にいた弥緑が、きっと更にたまたま窓際に立ってこちらを見下ろし……窓際で揉もめている水凪と上級生二人の姿に気づいて、駆かけつけたらしい。

　いくつも重なった偶ぐう然ぜんに、結果的に救われたようだ。

　そうでなければ、と考えようとして思考から振り払はらった。

　ダメだ。考えたくない。

「くそっ、校内を全力疾しつ走そうさせやがって。あんたら……水凪のバカが制止してくれたおかげで、命拾いしたな」

　弥緑は大きく肩で息をつくと、二人を交こう互ごに睨にらみつける。

　後こう輩はい……一年生の弥緑に睨まれた二人は、怯ひるんだことを隠かくそうとしてか、目を逸らしてズボンのポケットに手を突つっ込みながら言い返した。

「俺らは、別に……なにもしてないし。マジになんなよ」

「なぁ？　からかっただけだって。海寳だって、どうってことないだろ。なんかしたように、見えるか？」

「……あぁ？」

　白を切ろうとしている態度に、弥緑の纏まとう空気が更に温度を下げる。

　全身を包むオーラが、ピリピリと静電気を帯びているみたいだ。触ふれれば、今にもスパークしそうで……。

「弥緑っ、おれはなんともない。ちょっと、揉めてただけだ。それも、もう……終わった。ですよね、先輩」

　水凪が水を向けると、上級生二人は顔を見合わせて……「ああ」「おしまいだ」と、うなずいた。

　これ以上弥緑を刺し激げきしないように、ここから出るよう目配せをする。

　二人は、「シラケた」とか「海寳に関する山王の嗅きゆう覚かく、スゲーな」などと、懲こりない捨て台詞ぜりふを残して廊下に出て行った。

　弥緑と二人きりになった瞬間、膝ひざから力が抜ぬけて驚おどろいた。

「っ、おい」

　床ゆかにへたり込みそうになった腕うでを摑まれて、弥緑に支えられる。そのまま二、三歩移動して、長なが椅い子すに座らされた。

「なぁ、水凪。本当になんともないのか？」

　水凪の正面で、床に片膝をついた弥緑が顔を覗のぞき込んでくる。

　噓うそや誤ご魔ま化かしは許さないと、絡からんだ視線が語っていた。

「だいじょ、ぶ。弥緑が、割って入ってくれたから」

　長椅子に身体を預けて、目の前には弥緑がいて……ホッとしたせいか、今更ながら膝が震ふるえてきた。

　そのことに気づいてか否いなか、強く握にぎった弥緑の拳が膝の上に置かれる。

「殴らせろよ。すげーストレス」

「……ダメだって。騒さわぎにしたくないし、殴ったら、弥緑が悪くなる」

　首を横に振ると、弥緑はますます険しい顔になる。身の内に渦うず巻まく鬱うつ憤ぷんを逃にがそうとしてか、深く息をつき……水凪の膝を握ってきた。

「これまでも、こういうことがあったんじゃないか？」

「ない。からかわれたりは、したけど……」

「それは、ないって言わねえんだよ。なにかあったら俺に相談しろって、言ったよな？」

　弥緑の言葉が、胸の奥に引っかかる。

　おまえ一人じゃ、どうにもできないだろうと……非力さを思い知らされている気分になり、硬かたい声で言い返した。

「弥緑に相談しなくても、どうにかなってた。おれだって、男だし……自力で逃げられる。さっきの二人も、からかうだけで本気でなにかしようって感じじゃ」

「なに言ってんの、おまえ」

　低い声に言葉を遮さえぎられ、ギクリと口を噤つぐんだ。

　恐おそる恐る視線を向けた弥緑は、これまで水凪が見たことのない……冷たい目でこちらを睨み上げている。

　これほど険しい顔をした弥緑を見るのは、初めてだった。

　男として劣おとっていることを、認めたくないと……くだらないプライドで意地を張ったことを後こう悔かいしても、後の祭りだ。

　弥緑なら、どれだけ水凪が可愛かわいくない態度を取っても笑って許してくれるに違ちがいないと、勝手なことを思い込んでいた。

「自力で逃げられるって？　やってみろよ」

「み、ろく……？」

　水凪の膝を摑んでいる弥緑の手に、グッと力が増す。痛い、と訴うつたえることのできない空気が漂ただよっていて、思わず身体を引いた。ただそれも、長椅子の背もたれに阻はばまれて、すぐさま退路を断たたれる。

「このほっそい腕で、俺の手を振ふり払えるのか？　おまえを押さえつけることくらい、簡単なんだよ」

　右手は膝を摑んだまま、左手で肩を押さえられる。

　なんで……？　動けない。震えそうになる手を伸のばして弥緑の肩かたを押し返そうとしても、ビクともしない。

「弥緑、もう……わかった。わかったから」

　弥緑を怖こわいと感じたのは初めてで、しどろもどろに口にする。

　心臓が激しく脈打っている。子供の頃ころから熟知している、幼おさな馴な染じみではない……知らない男が目の前にいるみたいだ。

「なにがわかった？　全然、わかってねーだろ。俺が、どんな思いで……っ」

　言葉を切った弥緑が、両手で長椅子の背もたれ部分を摑む。長い腕の中に囲まれた水凪は、声もなく間近に寄せられた端たん整せいな顔を見み詰つめた。

　弥緑は、こんな顔をしていただろうか。

　いつも飄ひよう々ひようと笑って、水凪をからかうばかりで……これほど強い視線で、縫ぬい留められるかのように見み据すえられたことはない。

　表情のない、見慣れない弥緑の顔が近づいてきて……目の前に影かげが落ちる。

「弥……緑」

　唇くちびるに、やわらかなものが触れた。非現実的な出来事に硬こう直ちよくするばかりの水凪は、小さく肩を震わせるだけで動けない。

　唇に触れているものは、弥緑の……キス？　舌先……が、チラリと舐なめ……って。　>>>♥

「ッ！　ゃ……弥緑っ」

　真っ白だった頭に、ようやく思考力が戻もどってきた。思わず顔を背そむけたけれど、即そく座ざに頭を摑つかまれて再び唇を押しつけられた。

　逃のがれようにも、思うように身体からだを動かせない。

　ズルズルと、長椅子の座面に滑すべり落ちるように背中をつけて仰あお向むけになった身体を、弥緑に押さえ込まれる。

　力が強い。逃げられない。伸し掛かかる弥緑の身体は、自分よりずっと大きくて……重くて、押さえつける腕が太い。

　こんなにも力の違いを見せつけられたのは、初めてだった。

　それも、水凪の意思を無視して一方的に……。

「っ、ぅ……」

　悔くやしい。悔しくて堪たまらない……のに、勝手に目め尻じりから生なま温ぬるい雫しずくが伝い落ちる。

　こんなふうに、弱いところを弥緑に見られるのはなにより嫌いやだったのに……頭の中がゴチャゴチャになっていて、感情を制せい御ぎよできない。

　震える息を吐はくと同時に、身体のどこにも力が入らなくなった。水凪が抵てい抗こうを止やめたことが伝わったのか、押さえつけていた弥緑の腕からも力が抜ける。

　ピンと張り詰めていた空気の質が緩ゆるんだことは感じ取っているが、次はなにが起こるのか怖くて息を潜ひそめたまま様子を窺うかがう。

「水凪」

　静かに名前を呼ばれて、ビクンと肩を震わせる。肩のところにあった弥緑の手が離はなされて、頰ほおに触れてきた指から顔を背けた。

「ゃ、だ。弥緑のバカ。キライだ」

「……ごめん」

　短い一言と共に、覆おおい被かぶさっていた弥緑が身体を起こした。押さえつけるものはなくなっても、水凪は長椅子に転がった体勢のまま動けない。

　弥緑から顔を背け、悔し涙なみだをこっそりと制服の袖そでで拭ぬぐって唇を嚙かむ。

「水凪、唇を嚙むな」

「触さわんなよっ」

　伸ばされた弥緑の手を振り払はらい、身体を丸めて拒きよ絶ぜつする。そのまま微び動どうだにせずいると、恐る恐るという形容がピッタリの仕草で髪かみを撫なでられた。

「悪い。ちょっと……頭を冷やす。早退できるよう手続きをして、送って行くから……ここにいろよ。おまえの意思を無視して押さえつけたことに関しては反省するけど、やったことは謝らないし後悔もしていないからな」

　水凪が動くことも答えることもせず、ただひたすら防御態勢を取って固まっていると、弥緑の気配が遠ざかって扉とびらの開閉する音が聞こえてきた。

　シン……と沈ちん黙もくが広がる。

　息を詰めて気配を窺い、室内にいるのが自分だけだと確信できたところで、そろりと上半身を起こした。

　弥緑は本当に出て行ったらしい。早退できるように手続きをして……とか言っていたが、ここに戻ってくる？

　しばらく、弥緑とは顔を合わせたくない。

　でも、脚あし……だけでなく、全身に力が入らなくて動けそうにない。

「なんだよ、あれ。謝らないし後悔もしてないって、結局、反省なんかする気がないってことだろ。ワケ、わかんないし」

　弥緑が言い残した言葉は、なぞなぞのようだ。

　謝らないと宣言され、開き直られた感さえある。

「助けてくれたお礼……言いそびれた」

　ハッとしたけれど、今いま更さら「助けてくれてありがとう」なんて言えそうにない。

　その後に起きたことのほうが、水凪にとっては強きよう烈れつで……いろいろと上書きされてしまった。

　腕うでや肩に残っているのは、上級生たちに摑まれた感覚ではなく力強い弥緑の手指の記き憶おくだけだ。

「強くなってやる」

　侮あなどられないように、負けないように……強くなりたい。

　そうしたら、誰だれにも『山王の姫ひめ』だなんて言われなくなるだろうし、変なからかい方をしてくる上級生もいなくなるだろう。

　左右から迫せまる男たちの首を馬に跨またがったまま両りよう脇わきに挟はさみ、二人の頭をもぎ取ったという伝説のある勇ましい巴御前にあやかり、逞たくましくなってやろう。

　弥緑と並んでも、見劣りしないように……とまでは難しいかもしれないけれど、『弱くて護まもらなければならないもの』みたいな扱あつかいをされるのは、もう嫌だ。

「なにもなかった。なんでもない。忘れる」

　手の甲こうでゴシゴシと唇を拭った水凪は、ギュッと目を閉じて暗示をかけるかのように自分に言い聞かせた。

　そうしなければ、弥緑と同じ位置に並んで立つことができない。

　確かに今の水凪は弥緑よりずっと非力だけれど、唯い々い諾だく々だくと庇ひ護ごされる立場でいたいわけではないのだ。







《四》







　全教室に冷れい暖だん房ぼうが完備されていても、さすがに廊ろう下かは寒い。吐いた息が、顔の前で白く舞まった。

　廊下を歩くスピードを速めようとしたところで、背後から名前を呼ぶ声が聞こえてきた。

「あ、海寳先せん輩ぱい」

「ん？」

　足を止めた水凪は、振り向いて背後に立っている詰め襟えり姿の少年を見下ろす。

　さり気なく見み遣やった校章の色は、自分と同じ高等科のものだが……学年を示す数字は『Ⅰ』だ。

　ただ、顔を見ても名前が出てこない。生徒会や委員会などで、親しいつき合いのある下級生ではないということだ。

「ええと、なにか用かな？」

　寒いんだ。用があるなら、さっさと言え。

　心の中で文句をつぶやきつつ、表面上は『優やさしい先輩』を繕つくろって下級生に笑いかけると、彼はビクッと肩かたを震ふるわせて背筋を伸のばした。

「すっ、すみません。自由登校になっているはずなのに、三年の先輩が校内にいらっしゃるのが不思議で、つい……。用があって呼び止めたわけじゃないんです。ごめんなさい」

　早口で一気にそれだけ口にすると、回れ右をして脱だつ兎との如ごとく走り去る。廊下を走ってはいけない……と、注意する間もない逃にげ足だ。

「おれは、そんなに怖こわいか？」

　つぶやきは独り言のつもりだったけれど、廊下の角を曲がったところから「あはははっ」という無ぶ遠えん慮りよな笑い声が聞こえてきた。

「誰……河かわ瀬せか」

　死角になっていたコーナーを覗のぞき込むと、友人が壁かべに背をつけて立っている。彼とは初等科入学からの十二年に亘わたるつき合いなので、すっかり気心の知れた仲だ。

「悪い、水凪を前にした一年の反応が、あまりにもカワイらしいものだから。心配しなくても、怖がってるんじゃない。あれは、水凪の信しん奉ぽう者だろ」

　笑えみを崩くずさないまま、ふざけた台詞せりふを口にする河瀬に眉まゆ根ねを寄せる。

　信奉者とは、随ずい分ぶんと珍ちん妙みような言い回しだ。

「……そんな言い方をしたら、おれが妙な新興宗教の教祖みたいじゃないか」

「似たようなもんだ。水凪教の信者たちにとったら、崇すう高こうな存在だろ。賢かしこくて物静かで、端たん正せいな佇たたずまいのクールビューティー」

　河瀬の言葉に反論するのが馬ば鹿からしくなり、無言でチッと舌を打った。

　数少ない友人以外とは極力接せつ触しよくを断たち、目立たないようにマイペースで学園生活を送っていたつもりなのに……変な持ち上げられ方をされて、迷めい惑わくだ。

「おいおい、水凪様が舌打ちとか、やめろよ。下級生の夢を壊こわすな」

「心配しなくても、周りに下級生がいないことは確かく認にん済みだ」

「抜ぬかりなし、か。……で、おまえはなにしに来たの？　俺は、大学に提出する資料をもらいにきたんだけど」

　なにをしに来たのだと尋たずねてきた河瀬は、水凪が「そっちこそ」と話を振ふる前に、脇に挟んでいた大きな茶ちや封ぶう筒とうをヒラヒラと振る。

　自分だけ黙殺することのできない状じよう況きようを作られてしまい、仕方なく口を開いた。

「おれは、生徒会室。新役員たちに完全に引き継ついだつもりだけど、わからないことがあるから助けてくれって度たび々たび連れん絡らくしてくるんだ。どうせ、大学の入学式までは暇ひまだから週に一、二回は顔を出してる」

　後輩に、「海寳先輩助けて」と言われれば放ほうっておけない。そう告げた水凪に、河瀬は「クッ」と肩を揺ゆらす。

「おまえに逢あいたいがための、ただの口実だろ。夏休み明けに引き継いで、何ヵ月経たってんだよ。新生徒会役員は、そんなに無能の集団か？」

「それは……考えたことがなかったな。結局、三期に亘って生徒会に居ついていたおれが、生き字引的に便利なだけだろうと……」

　高等科に進級すると同時に、当然のように生徒会役員に任命されたのだ。

　自主性を重んじるこの学校の生徒会役員は、選挙ではなく、現げん役えき役員による指名と立候補で成り立っているのをいいことに、弥緑とその取り巻きで構成された生徒会に否いや応おうもなく引き込まれた。

　横暴だと抗こう議ぎをした際の、「水凪の意思？　聞くまでもない」と鼻で笑った弥緑の憎にくたらしい顔は、今でも思い出せる。

　結局、弥緑が退任して卒業した後も、当然のように水凪は生徒会に籍せきを置くこととなり……皮肉を込めて『生き字引』を名乗るレベルで、生徒会のことを知り尽つくしている。

「鈍にぶいな。健けな気げに水凪先輩を慕したう後輩たちが、ちょっぴり気の毒……」

「うるさい。人を鈍どん感かん呼ばわりするな」

　肩に置かれた手から、さり気なく身体からだを逃がす。水凪が接触を避さけるのはいつものことなので、河瀬は気にする様子もなく言葉を続けた。

「そういやおまえ、うちの大学に上がるんじゃないんだよな。山王先輩と、同じところだったっけ？」

　山王先輩と同じところ、という一言にピクッと眉を震わせた。

　そんな言い方をされれば、まるで水凪が弥緑を追いかけていくみたいではないか。

「……海洋科学に特化した学科があるのが、近場だとあそこしかなかったから仕方なく、だ。海寳のグループ企き業ぎようが、二年後をめどに新事業の大型アクアリウムをオープンさせる予定だが、そこに海洋研究センターを併へい設せつする。大学卒業後は海洋センターに勤めて、いずれはおれが代表に立つ。海寳グループの母体は姉夫ふう婦ふの誰かが継ぐはずだし、おれは経営者には不向きだ。そうした計画に基もとづくものであって、弥緑と同じ大学を意図して選んだわけじゃない」

　答える水凪は、きっとものすごく嫌いやな顔をしているのだろう。目の前の河瀬が苦く笑しようしているので、鏡を見なくてもわかる。

「相変わらず、山王先輩に関することだと、クールビューティーが感情豊かになるなぁ。幼おさな馴な染じみで、仲がいいくせに……仲がいいからこそ、か？　あの山王先輩に対して、遠慮の欠片かけらもなく突つっかかることができるのなんて、おまえだけだもんな」

「やめてくれ。仲よくなんかない。ただの腐くされ縁えんだ」

　ふん、と顔を背そむけると、河瀬はますます愉ゆ快かいそうに口元を手で覆おおって笑う。

　弥緑に関することだと、大人げない言動になることは自覚していないわけではない。だから、あの男の話題は嫌なのだ。

「もう行くからな。可愛かわいい後輩たちが待っている。可愛くない先輩の話をする時間が、もったいない」

「ックク……カワイクナイ先輩。確かに、山王先輩は間ま違ちがっても可愛いとは言えないか。じゃ、また卒業式……の前に、どこかのパーティーで顔を合わせるだろ。おまえがいくらパーティー嫌ぎらいでも、断れないものがいくつかあるだろうし」

　河瀬の父親は、経済産業省の関係者だったか。彼も、年末年始に連日のように催もよおされるパーティーのいくつかに駆かり出されるに違いない。

　そういう家いえ柄がらの子息が多いせいで、先輩・後輩の関係もなく学校以外で顔を合わせる機会が多々あるのだ。

　ただし水凪は、河瀬が言うように「パーティー嫌い」で通っている。滅めつ多たに華はなやかな場に顔を出さないことは、この学校の生徒なら皆みなが知っているはずだ。

「……可能な限り出席しないから、逢える保証はしない」

　淡たん々たんと言い残すと、まだ笑い続けている河瀬に「じゃあな」と手を振って、廊ろう下かの奥へ歩を進めた。

　可能な限り、パーティーやら懇こん親しん会とやらには出ない。

　けれど、顔見知りと挨あい拶さつを交かわす程度の短い時間であっても、出なければならないものがあることは承知している。

　一応、国内でも有数の旧家だと言われている『海寳』の長男なのだ。

「思い出させやがって」

　せっかく忘れていたのに、クリスマスパーティーに出席するよう父親から言い渡わたされていることを、思い出してしまった。

　ものすごく面めん倒どうだけれど、河瀬が言うように年末年始のパーティーには断れないものがいくつかあって……経済界のお偉えらいさんが主しゆ催さいのクリスマスパーティーも、避けられないものの一つだ。

「アレは、出なきゃなんないよなぁ。弥緑も、出るだろうし……会場で顔を合わさずには、済まないか」

　はー……と特大のため息を零こぼして、教室よりも馴染みのある生徒会室へと続く階段を上った。
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　……帰りたい。

　クリスマスパーティーなどと銘めい打うってはいるが、本物のクリスチャンはここに何人いるのだろう。ゼロの可能性さえある。

　主催や来らい賓ひんによる、どうでもいい内容の長い挨拶が終わるまで我が慢まんしたのだから、もう退散してもいいのでは。

　そう思い、父親の姿を探して人ひと混ごみに視線を巡めぐらせる。

　ノースリーブや、ストラップレス……ヒラヒラに、スケスケ。季節感を無視したフォーマルドレスで着き飾かざった女性たちは、色とりどりの金魚みたいだ。高いヒールで、ちまちま歩く様子はフラミンゴを思い起こさせる……。

　そんな失礼かつ色気のないことを考えていた、罰ばちが当たったのだろうか。

「海寳の、水凪さん？」

　女性の声に名指しで呼びかけられ、仕方なく足を止めた。

「……ご無ぶ沙さ汰たしております」

　で、誰だれだったか。考えても、パッと思いつかないけれど、アチラは水凪を知っているのだから無視はできない。

「まぁ、すっかり素す敵てきな青年になられて。御お幾いくつだったかしら」

「十八歳になりました。まだまだ、未熟者です」

　正体は不明ながら、見るからに面倒くさそうなオバ様に呼び止められてしまった。

　どんな有力者のご夫人だかわからないので、面倒がっていることを悟さとられるような態度を取ることはできなくて、慣れない愛あい想そ笑いを張りつかせる。

　話が長くならなければいいなー……と思いながら適当に相あい槌づちを打っていると、すぐ近くでオバ様グループによる井い戸ど端ばた会議が始まった。

　いいトコロの夫人やお嬢じよう様さまが多いはずなのに、どうにも下世話な噂うわさ話ばなしが好まれるのも、水凪がこういった場を苦手とする原因の一つだ。

　口の悪い弥緑によれば、「あくせく働く必要がなくて暇だから、噂話くらいしかすることがないんだろ」ということだが、そんな人間ばかりではないだろう。

　発はつ展てん途と上じよう国こく支し援えんやＮＰＯ理事など、立派な社会奉ほう仕し活動をしている夫人やお嬢様も、多い……はず……たぶん。

　耳に入るものの多くが実のない陰かげ口ぐちなので、崇すう高こうな慈じ善ぜん家のご夫人もいるはずなのに自信がなくなる。

「……で、弥緑さんの話、お聞きになりました？」

　すぐ近くで始まった井戸端会議を、意識的にシャットアウトしようとしたけれど、弥緑の名前を聞き逃のがすことはできなかった。

「それでね、水凪さん。あなたのお姉さまが嫁とつがれた左そ右う田だ様ですけれど……」

「ええ」

　水凪の反応が薄うすくてもお構いなしとばかりに、目の前でしゃべり続けている夫人の話にうなずいて見せながら、耳をそちらに傾かたむける。

「山王の会長と、ほら……長年の愛人の、あの方のあいだのお子さんだってことは、暗あん黙もくの了りよう解かいだったでしょう？　それが、二十歳はたちになると同時に海外に……なんて、息むす子こさんも大だい胆たんな追い出し方をなさるわね」

「そりゃあ……ねぇ、いろんな意味で面おも白しろくないでしょうね。戸こ籍せき上は、自分の息子でありながら……異母弟なんですもの。しかも、幼少期から会長のお気に入りだということはわかっていたでしょうけど、自分を通り越こして露ろ骨こつに跡あと取とりに据すえようとしているなんて。確かに弥緑さんは大変優ゆう秀しゆうだそうですし、お若いのに世渡りもお上手ですけど」

「でも、無期限で海外に行かれるわけじゃないんでしょう？」

「それが、漏もれ聞こえてきたお話によると……」

　女性たちが、特に声を潜ひそめるでもなく大胆に語っている内容は、水凪が初めて耳にすることばかりだ。

　弥緑が、会長の……名目上は祖父の、息子？　それも、非ひ嫡ちやく出しゆつ子し？

　そんなの、水凪は知らない。

　弥緑からも、一度も聞いたことがないけれど、まるで周知の事実を語っているような話しぶりで……誰もその部分を疑問視していない。

　心臓が、嫌な感じに鼓こ動どうを速める。

　弥緑と、山王の会長……祖父世代ながら日本の経済界に多大な影えい響きよう力を持つ御ご仁じんを、改めて脳内で並べ……確かに雰ふん囲い気きが『弥緑の父』よりも似ていると、小さく喉のどを鳴らした。

「……でしょう、水凪さん？」

「あ……ええ。そう……ですか」

　女性に名前を呼ばれ、ハッとして答える。

　マズい。目の前の女性がなにを語っていたのか、まったくと言っていいほど聞いていなかった。

　うなずいていいものかどうか迷い、曖あい昧まいに言葉を濁にごしていると、「あら？」と彼女の視線が水凪の背後に流れる。

　そこに、女性の気を惹ひくなにかがあるらしい。助かった。

「見つけた、水凪」

「……っ、弥緑？」

　耳に馴な染じみのある声で名前を呼ばれると同時に、肩かたに手を置かれる。ビクッと身体からだを震ふるわせた水凪は、勢いよく振ふり向いた。

　予想と違たがわず、弥緑が立っている。オーダーメイドのダークスーツを着こなし、威い風ふう堂どう々どうとした佇たたずまいだ。

　パーティーの……正装するような場で顔を合わせたのは随ずい分ぶんと久し振りだが、すっかり大人の様相だった。

「ご歓かん談だん中に申し訳ございません、萩はぎ原わら様。水凪をお借りしても、よろしいですか？」

　弥緑に笑いかけられた夫人が、「あら」と頰ほおを染めたように見えたのは、きっと気のせいではない。

「ええ。お二人は、幼馴染みでしたわね。すっかり大人になられても仲がよろしくて、結構ですわ」

「お話、楽しかったです。失礼します」

　今、初めて名前を知った女性をなんとか笑えみを浮うかべて見送り、肩に手を置いたままの弥緑を睨にらみつけた。

「手、離はなせ」

「……キレイな顔で睨みつけられると、ゾクゾクするな。鞭むちで打たれたいとか、ヤバい趣しゆ味みに目覚めそう」

「ケンカを売るために、声をかけてきたのか？」

　ムッとしてそう言い返した水凪に、弥緑は「いやいや、まさか」と苦く笑しようして水凪の肩に置いていた手を浮かせる。

「ババアの無む駄だ話に、うんざりしてただろ。顔に出てたぞ。……抜ぬけねぇ？」

　普ふ段だんの水凪なら、間ま違ちがいなく「ごめんだ」と背中を向けている。一人でどこにでも行ってしまえと、こっそり弥緑の足元を蹴けって素知らぬ顔だ。

　でも、ついさっき耳にした女性たちの話が頭の中を駆かけ巡っていて……都合よく目の前にいる本人に確かめる、絶好の機会なのでは。

「部屋を取ってる。行こう。顔を合わせたついでに、久々の『補給』だ」

　互たがいの利害が一いつ致ちする『補給』という、断れない理由を弥緑にもらい、促うながされるまま大広間の出入り口に足を向けた。










「ここ、憶おぼえてるか？　ガキの頃ころ、おまえと初めて逢あった時に『継けい承しよう者の証あかし』を見せ合った部屋だ」

「そんな細かいこと、憶えてない」

　重じゆう厚こうな空気の漂ただよう老舗しにせホテルは、パーティーやら懇こん親しん会やらの催もよおし物の御ご用よう達たしだ。

　休きゆう憩けいのために部屋を押さえておくことも多く、いつどの部屋を使ったかなんて憶えていないし、部屋の判別までつかない。

　そんなどうでもいいことよりも、今すぐ、弥緑に確かめなければならないことがある。

「……か、海外行くとか……おれの知らない噂が、耳に入ったんだけど」

　弥緑の顔を見ることはできず、足元に視線を落としてポツポツと尋たずねる。

　部屋に備えつけられているミニバーのところでゴソゴソしていた弥緑は、繊せん細さいな細工の施ほどこされたウイスキーグラスを手に水凪の前に立った。

　オレンジ色の飲み物が注がれているグラスの一つを「ほら」と差し出されて、反射的に受け取る。

「……未成年の水凪に合わせて、ミックスジュースだ」

「ガキ扱あつかい……」

　されても、仕方がないかと続く文句を吞のみ込む。

　既すでに二十歳になっている弥緑とは違い、十八歳の水凪は法的にアルコールを摂せつ取しゆすることがまだ許されない年ねん齢れいだ。

　実際は、パーティーのウェルカムドリンクでシャンパンを口にしていたり、勧すすめられるままワインを含ふくんだりしているのだが。

　グラスに口をつけた弥緑は、「くっ」と小さく肩を揺ゆらして話し始めた。

「海外に行く、ってヤツだけじゃないだろ。どっから漏れたのやら、あの手の噂は猛もうスピードで広まるな。面白おかしく尾お鰭ひれや腹鰭で装そう飾しよくされて、噓うそでもそれらしい理由をくっつけられて……」

「噓、なのか」

「ベースが事実だから、めちゃくちゃ説得力のある噓だけどな」

　この弥緑の言い回しでは、どの部分が真実で、どこからが装飾として後付けされた噓なのか、水凪にはわからない。

　言葉遊びを楽しむような弥緑とは違い、もどかしくて……右手に持ったグラスの中身を、一気に喉に流し込んだ。

「……男らしい飲みっぷりだな」

「男だからな。茶ちや化かさずに、話せよ。それとも、おれにも言えない？」

　いつもツンケンしていながら、こんな時だけ『幼馴染み』の顔をする自分は、ズルいとわかっている。

　でも、そんな関係を盾たてに取って事実を知ることが可能なら、どんなに図ずう々ずうしいと嘲ちよう笑しようされてもよかった。

「どんな噂うわさを聞いた？　なにから知りたい？」

　聞きたいことは、いくつもあった。

　少し迷い、一番に耳に入ったことであり……尋ねやすく、弥緑が答えやすいはずのことから尋ねる。

「……海外に行くっていうのは、本当か？　……どこに？　いつから、どれくらいの期間？　大学は、どうするんだよ」

「本当だ。ひとまず、南アフリカあたり……か。鉱こう床しようのありそうなところを、うろうろと。期間は未定。ウルセーのを黙だまらせることができるだけの実績と力を得たら、戻もどる。大学は退学手続きを取った。年明けすぐに日本を発たつ」

「なんか、ひとまずとか、未定とか……行き当たりばったりだな」

「あー……そうとも言う」

　弥緑はいつもと変わらず笑っているのに、水凪は自分が無難に笑うことができているという自信がなかった。

　来春から進学する大学には、学部は違えど弥緑がいるものだと思っていた。

　常に、自分より二歩先を歩いていた弥緑が、目の前からいなくなる？

　そんなこと、想像もしていなかった。

「あとは？」

「……山王の会長が、弥緑の……」

　言い切ってしまっていいものか迷い、口を噤つぐむ。

　下世話でバカな噂を信じたのか？　と、弥緑が笑って否定するのを心のどこかで祈いのっていたけれど、今度の質問にもあっさり「ああ」とうなずかれた。

「むしろ、今まで知らなかったってあたりが、おまえらしいな。俺はジジイの愛人の子だ。六十近くになっても、諦あきらめきれなかったんだな」

「諦め……って、なにを？　だって、弥緑の父親……跡あと取とりはいるのに」

「本妻の息むす子こには、『山神の継承者の証』が、なかった。ジジイ自身も持たないくせに、古いにしえの山王の『神の証』を有する子供が自分には生なせるはずだと、悪わる足あ搔がきした結果が俺だ。他ほかの……山王の血筋の人間は、誰だれ一人として『証』を持たない。おかげで、愛人の子から跡取りに格上げだ」

　他人ひと事ごとのように理路整然と語る弥緑を、ぼんやりと見上げた。

　自らの出生を卑ひ下げするでもなく、優ゆう越えつ感に浸ひたっている様子もなく……聞かされた水凪のほうが、きっと動どう揺ようしている。

「そんな顔するな。俺は、ラッキーだと思ってる。愛人の子にしては、恵めぐまれた美味おいしい立場だろ？　海外で結果を出して、うるせージジイどもを黙らせたら……その先は俺の好きにしていいと、言げん質ちを取った。生まれは選べないが、あいつらの言いなりになって山王って家の歯車にされて、挙げ句に都合のいい嫁よめを宛あてがわれるのはごめんだ。俺の人生は、俺の思うようにさせてもらう。そのために必要な力をつける」

　気負いなく言い切る弥緑が、ものすごく遠くに感じた。

　常に、自分の二歩先を歩いている？　そんなもの、とんでもない思い上がりだ。

　弥緑は、水凪の二歩どころではなく、もっともっと……遥はるか先を見み据すえて、着実に前に進もうとしている。

　器うつわの大きさの違いを見せつけられた水凪は、打ちのめされて言葉を失う。

「なんか言えよ。海外に行くなんて淋さびしい……って、可愛かわいく泣いてくれないのか？」

「誰が。泣いてなんか、やらない」

　泣けば、山王の家に自力で抗あらがおうとしている弥緑を、憐あわれむみたいではないか。

　弥緑は、『愛人の子』などと皮肉っぽく口にしながらも、自分の境きよう遇ぐうを不幸だなんて思っていない。

　不遇な生まれまでも「ラッキーだ」と捉とらえ、与あたえられたチャンスを、最大限に利用しようとしている。

　それなら、水凪に言えることはなにもない。

「ふ……おまえは、やっぱりいいな。矜きよう持じってやつを、奮い立たせてくれる。ガキの頃におまえに逢えたおかげで、捻ひねくれずに済んだんだ」

　水凪と視線を絡からませた弥緑は、つい今しがたまで浮うかべていた武装するような不敵な笑えみではなく、子供のように無む邪じや気きに笑った。

　トクンと心臓が大きく脈打ち、ギクシャクと目を逸そらす。

「おれは、なにもしてないけど？」

　なんだろう、これ……。心臓が、ドクドクと早はや鐘がねを打っている。

　弥緑の笑顔を見ることなど、特別なことではないのに……おまえに逢えたおかげだなどと言われると、胸が苦しい。

　自分でもよくわからない動どう悸きを、拳こぶしを握にぎって抑おさえようとしていると、弥緑は「忘れんなよ」と笑って言葉を続ける。

「純じゆん粋すいな俺のプロポーズを、即そく答とうで拒きよ絶ぜつしてくれただろ。力をつけて絶対に手に入れてやるって、逆に燃えた」

　これまで、忘れたような顔をしていたくせに。

　九歳の弥緑が言い放った、『俺の嫁にしてやる』という偉えらそうなプロポーズがポンと頭に浮かび、何故なぜか頰ほおがカッと熱くなる。

「あれは……っ、それよりも、おれが男だと知ってガッカリしてたくせに。スッキリと諦めがついただろ」

　弥緑の「嫁にしてやる」を、断ったのではない。どちらも男だから、無理だと言いたかったのだ。

　後日、改めて顔を合わせて……そこでようやく水凪が男だと知り、ショックを受けていたくせに。

　だから「無理だ」と言ったのだと、水凪の言葉の意味を思い知ったはずだ。

「俺は、諦めたわけじゃない。ただ……おまえと俺のあいだには、そんなものよりも、強固な繫つながりがあるとわかったからな」

　強固な繫がり、と言いながら弥緑の手が水凪の背に回された。

　肩けん甲こう骨こつのあいだ、服の上からでも見えているかのように明確に、『海神の証あかし』へと手のひらを押し当てられる。

「……しばらく、サプリの世話になる。貴重な『補給』を、しておくだろ？」

　しばらくとは、どれくらいなのか。

　具体的な期間は、聞けなかった。

　弥緑の言う『強固な繫がり』は、理り屈くつではなく本能が求めるものだ。だから……弥緑を拒こばめないのだと自分に言い訳をして、無言で小さくうなずいた。







《五》







　ベッドに腰こしをかけた弥緑の前に屈かがみ込み、普ふ通つうの人が見れば異様に感じるだろう爪つま先さきを見下ろす。

　膝ひざをついた床ゆかには絨じゆう毯たんが敷しかれているので、硬かたくも痛くもない。

　鈍にぶい鉄色をした形のいい爪つめに舌を這はわせると、じわっと舌先から鉱石の味が広がった。

　踝くるぶしの骨が浮き出た太い足首がビクッと震ふるえ、髪かみに触ふれられる。

「何回見ても、倒とう錯さく的……っつーか、グッとくるな。プライドの高いキレイなおまえが、目ぇ細めて、俺の爪先に唇くちびるをつけて……。水凪を崇すう拝はいしてるっていう学校のやつが見たら、卒倒するんじゃねーの？」

　水凪の髪を指先で軽くかき混ぜながら、低い声が頭上から降ってくる。

　崇拝云うん々ぬんなど、誰から聞いたのか知らないが……弥緑自身は卒業しても、未いまだに慕したっている後こう輩はいからいくらでも情報を得られるか。

　そういう意味では、水凪よりも弥緑のほうが『崇拝者』の数は上回っているはずだ。二学年下の自分たちの世代には、卒業後も影えい響きよう力が残っているくらいなのだから。

「俺の足、そんなに美味うまい？」

　ふざけた台詞せりふを無視して足の爪に舌を這わせていると、耳の後ろ側から首筋にかけてスルリと撫なでられる。

　ビクリと肩かたを震わせた水凪は、無ぶ遠えん慮りよな弥緑の手を振ふり払はらって睨にらみ上げた。

「余計なことを言うな。触さわるな。大人しく『補給』させろ」

　眉まゆを顰ひそめると、抗こう議ぎの意味を込めて目の前にある親指に嚙かみついた。

「イテテ、嚙むなって。悪かった」

　痛いと言いつつ、その声にはまだ余よ裕ゆうが残っている。それが腹立たしくて、隣となりの人差し指の先せん端たんにも軽く歯を立てた。

「っ！」

　弥緑が息を詰つめる気配が伝わってきて、ほんの少し溜りゆう飲いんを下げる。

　無む味み乾かん燥そうな『補給』という言い回しをしていても、必ひつ須す栄養素を得るためだけの行こう為いではない。

　枯こ渇かつしていた栄養が満たされるのと同じくして、身体からだの奥底から湧わくのは、子供の頃ころは正体がわからなかった……官能だ。

　水凪に自身が有するものを与えている弥緑も、きっと似たような奇き妙みような感覚に包まれているのだと、語られなくても伝わってくる。

　こちらを見下ろす目が、熱を孕はらんでいて……潤うるみ、なんとも艶つやっぽい。

「もういいだろ。交代だ」

　大きな両手で頭を挟はさみ込まれて、伏ふせていた顔を上げた。

　今の水凪は、うっすらと頰が紅潮しているはずだ。そのことを弥緑に指し摘てきされる前に、顔を背そむける。

「こっち……ベッド、上がれよ」

　水凪の返事を待つことなく腕うでを摑つかまれて、強ごう引いんにベッドへと引っ張り上げられた。

　全身が熱を帯びて、暑い。窮きゆう屈くつなスーツの上着は脱ぬいでいるけれど、緩ゆるめただけのネクタイが邪じや魔まだ。

　そう思った水凪がネクタイを引き抜ぬく前に、弥緑の手によって素す早ばやく解かれた。ついでのようにシャツのボタンを外すと、無言で肩から引き下ろされる。

　仕方がない。水凪の持つ『海神の証』は背中の真ん中にあるのだから、シャツが邪魔になって当然だ。

　理性では理解していても、弥緑に脱がされるのは慣れない。震えそうになる指先を、強く握り込んで抑える。

「高等科に上がって、急に育ったよなぁ。今、身長はいくつだ？」

「百七十……五」

　背中に押しつけられた弥緑の手に、肌はだがざわざわする。

　答えた声は、なんとか平静を保ったつもりだけれど……自信はない。

「へぇ、立派。俺より、十センチくらい低いけど」

「……いちいち神経を逆撫でする男だな」

　でも今は、弥緑のこういうところがありがたい。内容はどうであれ、しゃべっていることで気が紛まぎれる。

　見えなくてもわかる、背中に感じる弥緑の視線。そっと触れてくる唇を、必要以上に意識せずに済むから……。

「ッ、……く、くすぐったいな」

　肩甲骨の間にある『鱗うろこ』に舌を這わされた瞬しゆん間かん、ビクッと身体を震わせたことの言い訳を咄とつ嗟さに口にした。

　くすぐったい。むず痒がゆい。肌がざわつく理由は、それだけだ。

　そう……でなければ、ならない。

「白い肌に、深い海の色の鱗……か。何度見ても、キレイだ」

　いつもの軽口のようでいて、声は真しん剣けんなものだった。

　子供のような「キレイだ」というシンプルな一言は、姉に「鱗なんか気持ち悪い」と言われ続けて負のものだとして植えつけられていた水凪に、うつむく必要はないのだと顔を上げさせてくれる。

　初めて逢あった、七歳の頃から……今も、ずっと。

「弥緑しか、言わないことだけどな。姉たちは、昔からずっと、気味が悪い……って、触るのはもちろん見るのも嫌いやがる」

「誰だれにどう言われようが、関係ないだろ。俺がキレイだって言うんだから、おまえはそれだけ信じていたらいいんだよ。俺のものだ。俺だけ……この美しさを知っていればいい」

「おまえのもの、とか……図ずう々ずうしい……」

　声が上うわ擦ずらないように、一言ずつゆっくりと言い返す。

　俺のもの、と主張するかのように、弥緑はじっくりと執しつ拗ように鱗に舌を這わせて、味わっているみたいだ。

　ざわざわと肌が粟あわ立だつような感覚に、震えそうになる唇を嚙む。

「もう、いいだろ」

「まだだ。足りない。……水凪」

　熱を含ふくむ低い声に、心臓の鼓こ動どうが激しさを増す。

　ダメだ。弥緑に伝わってしまう。ただの『補給』なのに一人でドキドキしているだなんて、弥緑に知られたくない。

　動どう悸きが鎮しずめられないのなら、原因である弥緑から離はなれてしまえばいい。

「しつ、っこい……んだよ」

　わざと、可愛かわいげのない口調で言いながらジリジリと身を離しかけると、背後から長い腕が絡からんできて動きを制された。

　乗り上がっていたベッドがギッと揺ゆれ、バランスを崩くずした水凪は弥緑の胸むな元もとに抱だき込まれる体勢になる。

　ドクンと更さらに心臓が大きく脈打ち、身体に巻きつく弥緑の腕を叩たたいた。

「遊んでないで、離せよバカ」

「遊んでるわけじゃねーよ。おまえ相手に、そんな余裕はない」

「……なに言ってんだ」

　いつになく低い声、茶ちや化かすものではない口調に、心臓の鼓動が速度を増す。

　水凪が身み動じろぎしても、弥緑の腕は離れない。強く抱きすくめられて、苦しいのに……逃にげられない。

　正体不明の焦しよう燥そう感がざわりと背筋を這い上がり、急速な喉のどの渇かわきを感じる。

「弥緑、もう離せって」

「嫌だ」

　焦あせりを悟さとられないよう、低く「離せ」と訴うつたえる水凪に、弥緑は短く言い返してきた。

　遊んでいて親に帰宅を促うながされた子供が、まだ遊び足りないと駄だ々だを捏こねているみたいだ。

「なに、子供みたいに……ッ、ぁ」

　嚙みつくようにしてうなじに口づけられ、ビクッと身体を強こわ張ばらせた。軽く肌に食い込む歯が、痛いのに……それだけではない、危あやうい感覚を呼び覚まされる。

　なんとか弥緑から逃のがれようとする水凪が気に入らないのか、低く舌打ちをするのがわかった。

「無防備なガキのおまえに、ちょっとは周りを警けい戒かいしろって言ったのは、俺だが……俺にまで警戒するようになるとは、計算外だった」

　少しは周囲……というより、上級生を警戒しろと、弥緑に忠告されたのは中等科の頃だったか。

　その際の弥緑とのやり取りまで思い出し、瞬時に頭に血が上る。

「……当たり前、だろ。あんなこと、しておいて」

　弥緑を、知らない男のように感じて怯ひるんだ時のことは、忘れようとしていた。

　水凪だけでなく、弥緑も持ち出そうとしなかったのに……どうして今、ここで話題に出すのだと眉を顰める。

「あれは、まぁ……俺も、ガキだったんだよな。おまえがあんまり鈍にぶいから、キレた。必要最低限の『補給』以外は避さけられまくって、さすがに失敗したかなー……と」

　失敗したかな、だと？

　弥緑にとっては、そんなふうに軽く言える程度のことだったのかと、苛いら立だちが増した。

「キ……ス、初めてだったんだぞ」

　もっと強く言い返すつもりだったのに、予定していたよりも弱い口調になってしまい唇くちびるを嚙かむ。

　これでは非難というよりも、拗すねて恨うらみ言ごとをぶつけただけみたいだ。

　水凪の複雑な心情など知る由よしもない弥緑は、相変わらず傲ごう慢まんに口にする。

「当然だろ。誰にも、おまえの初めてを譲ゆずる気はなかったんだから。初めてが俺で、俺だけ知っていればいい……って今でも思ってる」

　水凪のすべては自分のものだと、図々しく所有権を主張する弥緑は、どこまで自分勝手なのだろう。

　そういう弥緑こそ、水凪だけ……だと思えない。

　水凪とキスをしたのは自分だけだと、信じて疑ってもいない弥緑に、馬ば鹿かげているとわかっていながら対たい抗こう心が湧わく。

「バカ、か。おれも、十八なんだから……それなりに」

「それなりに？　経験を重ねてるって？　見え透すいた噓うそをつくな。キス……だけじゃなく、この素肌は、今も俺だけしか知らないだろ。水泳の授業は、消毒薬にアレルギー反応を起こすって診しん断だん書を出して欠席し続けたんだよな。修学旅行が、部屋風ぶ呂ろのない安い旅館に泊とまって大浴場を使わされるような学校じゃなくて、幸いだったな」

　背中に指を滑すべらされて、ゾクゾクと身を震ふるわせる。

　自分しか知らないだろうと、決めつける言い方をされるのは悔くやしい。

　でも……弥緑しか知らない、家族以外には弥緑にしか背中の『証あかし』を見せていないのは事実で、反論できなかった。

　見え透いた噓と断言されるのは腹立たしいが、スキンシップが苦手な水凪は、キスも弥緑とのものしか経験がない。

　弥緑の思い通りになるのは悔しいのに、実際に『弥緑だけ』なのだ。

　もうなにも言い返せなくなってしまい、唇を嚙んでうつむく水凪に、弥緑は更に自分勝手な要求を突つきつけてくる。

「餞せん別べつを寄よ越こせ。……もっと触さわらせろよ」

「勝手なこと、ばっか……り言うな！　ぁ……や、だ」

　背後から肩かたに嚙みつきながら、胸元にある手が肌の感かん触しよくを味わうようにゆっくりと這はわされる。

　弥緑との定期的な『補給』は、互たがいのために欠かせない。でも、こんなふうに触られたことは、一度も……いや、『あの日』以来だ。

　子供だった十四歳の時とは違ちがい、今の水凪は、どんな意図を持って弥緑が触ふれてくるのか薄うす々うす察せられる。

　ただ、どんな美女でも選より取り見取りのはずの弥緑が、好んで自分になど触れたがるのが不思議なだけだ。

　しかも、自信に溢あふれた弥緑らしくなく「餞別として」などと、言い訳じみた大義名分を振ふりかざして……。

「嫌だ、って弥緑！　なんで、こんな……」

　どうして、こんなふうに触るのか。

　その答えがどんなものなら、自分は納なつ得とくできるのだろう。納得できるものなら、大人しく弥緑に身を任せるのか？

　わからないまま、弥緑の返事を待ったのに……弥緑はなにも答えず、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに触り続けていて、惑わく乱らんが深まるばかりになる。

「どこまで、触る気……ッ、ぁ！」

　無言でベルトを外したかと思えば、躊躇ためらう様子もなくウエスト部分から下着の中に手を突っ込んでくる。

「み……ろく」

　噓だろう……と水凪が硬こう直ちよくしているのを幸いとばかりに、耳じ朶だを甘嚙みしながら大きな手の中に包み込まれた。

　ダメだ。硬直している場合ではない、と身体からだを捩よじる。

「っ、ん……離、せ。やめ……っ、ァ、なんか言えって、バカ！」

「それ、抵てい抗こうの数に入らねーよ。そそられるだけだ」

　ようやく口を開いたかと思えば、水凪の反発心を煽あおるものでしかない。

　カッと身体の熱が上がり、どうにか逃れようともがいても、水凪を捕とらえる弥緑の腕うではビクともしなかった。

　敵かなわないのだと、言葉ではなく思い知らされる。

「ゃ……」

　身体を硬かたくして、小さく拒きよ絶ぜつを口にしても、弥緑は腕の力を緩ゆるめてくれなかった。水凪を抱き込んだまま、静かに言い返してくる。

「悪わりぃな。今回の『嫌いや』は聞いてやれねぇ」

　からかう口調ではない。茶化したり、ふざけたりするものでもなく……感情を抑おさえた声に、ドクドクと鼓こ動どうが激しさを増す。

　弥緑は、なにを考えているのだろう。顔が見えないせいで、思考がまったく読めなくて不気味だ。

「ッ、ァ！」

　水凪の抵抗が鈍くなったせいか、拘こう束そくする力がほんの少し弱くなった。

　逃げ出すチャンスでは、と考えることができたのは一いつ瞬しゆんで、息を詰つめて肩を震わせた。

　下着の中に突っ込まれた指に、ゆるゆると力が込められ……包み込まれた弥緑の手によって、熱を帯びていくのを実感する。

　武骨な印象の大きな手が、予想もしていなかった繊せん細さいな動きで水凪から熱を引き出そうとする。

　ジンジンと痺しびれるような心ここ地ちよさが、波は紋もんのように全身に染しみ渡わたる。

「ぅ、あ！　ゃ……だ」

「嫌か？」

　嫌がっていない、という証しよう拠こは弥緑の手の中だ。

　首を縦にも横にも振れず、奥歯を嚙んで身体を縮める。

　困惑する心と、弥緑の手に反応する身体が切り離はなされているみたいで、自分でもどうすればいいのかわからなくなった。

「嫌じゃないなら、素す直なおに感じてろよ。俺の手に触られるの、気持ちいいだろ？」

　なにも答えられず、ギュッと奥歯を嚙み締しめたまま曖あい昧まいに頭を振る。

　耳のすぐ近くで聞こえる弥緑の声が、聞き慣れたものと違っていて……怖こわい。傲慢なようでいて、なんとなく甘いものを含ふくみ、水凪をますます惑乱させる。

「意地っ張りめ。でも、そんなところも可愛かわいいとか思う俺も、どうしようもないよなぁ」

「ッ！　ぁ、ぁ……っや、そんな触っ……な」

「触って……って言われてるようにしか、聞こえねぇな」

「耳が、どうかして……っじゃ、ないのか」

　悪態をついているつもりなのに、頼たよりなく震える声に迫はく力りよくは皆かい無むだと自分でも思う。弥緑も同じように感じているのか、ふっと小さく笑った気配がした。

　それに水凪が文句を言うより早く、屹きつ立りつを包む指に絶ぜつ妙みような力を込める。

「ア、っ……ぅ」

　こんなの、知らない。自分の手でおざなりに触れる時とは、全然違う。

　身体の奥底から、次々と熱が沸わき上がり……激しい動どう悸きに乗って、全身を駆かけ巡めぐる。

「我が慢まんするな」

「ッ、ゃ……だ」

　この熱の渦うずに身を任せてしまったら、どうなるのか。どんな醜しゆう態たいを弥緑に曝さらすのか……わからなくて、怖い。

　吐はき出す息が熱くて、唇がカラカラに乾かわく。

「っとに、強ごう情じようだな。こんな……グズグズになってるくせに」

　思い知らせるように弥緑の指が動き、耳を塞ふさぎたくなるような濡ぬれた音が聞こえる。

　背中に密着した弥緑の身体も熱くて、身体中を熱に包まれているみたいだった。

　どうして、弥緑がこんなふうに触れてくるのか。それもわからなくて、素直に心地よさに身を任せられない。　>>>♥

「ゃ、だ。弥緑……みろ、く」

「そんな声で呼ぶなよ。理性が砕くだけ散る」

「……噓うそ、つけ」

　理性が砕け散るだと？　冷静に観察されているとしか　思えない。

　水凪の反応を一つずつ確かめながら、屹立を包む指の力を加減して……ギリギリのところで保とうとする虚きよ勢せいを、突き崩くずそうとしている。

　水凪は必死で抗あらがっているつもりなのに、弥緑に翻ほん弄ろうされる一方になって……。

「も、ゃ……嫌だっ。手……離せ。弥、緑っ」

「無理だな。もっとして、としか聞こえない」

「な……っ、ン……ぅ」

　身体を捻ひねって抗議しようとしたのに、唇くちびるを塞がれて文句を封ふうじられた。

　絡からみつく弥緑の舌が、熱い。上うわ顎あごの粘ねん膜まくを舌先でくすぐられ、ビクビクと身体を震わせた。

　もう、ダメだ。息が苦しい。

　閉じた瞼まぶたの裏で、細かな光がチカチカ舞まっているみたいで……激しい鼓動が、耳の奥で響ひびいてうるさい。

　なんとか首を振って口づけから逃のがれると、滲にじむ視界で弥緑を見上げ、頼りなく震える声を取り繕つくろう余よ裕ゆうもなく窮きゆう状じようを訴うつたえた。

「だめ、だ……って。弥緑……ぁ」

「ダメじゃねーよ。ほら……見せろって」

　どんな些さ細さいなものであろうと見逃さないとばかりに、熱を含む瞳ひとみで食い入るように見み据すえられ……顔を背そむけることも許してくれない。

「いっ、ッ……ぁ、ァ！」

　痛いほどの弥緑の視線を感じながら、ビクビクと身体を震ふるわせた。

　抱だき込まれていた弥緑の腕から解放されると、全身の力が抜ぬけてベッドに身を投げ出す。

　乱れた息が整いかけても、忙せわしない心臓の脈動は収まらない。

　閉じていた瞼を恐おそる恐る開いて弥緑を見上げると、長い指を濡らした白はく濁だくを舐なめ取っているのが目に飛び込んできた。

　ギョッとした水凪は、思わず口を開く。

「バカ。そんなの、舐めんなっ」

　みっともなくかすれた声だったけれど、弥緑の耳には明確に届いたらしい。チラリと水凪を見下ろして、薄うすく笑う。

「俺のものをどうしようが、俺の勝手だ。……まだ足りないな」

「な……っ、に」

　逃にげる間もなく、未いまだに力の戻もどらない身体からだから、中ちゆう途と半はん端ぱに乱されていた服を剝はぎ取られる。

　ベッドに伏ふせさせられると、背中の真ん中に唇を押しつけられた。

「次がいつになるか、わかんねぇんだ。もっと寄よ越こせ」

「勝手なこと、ばっかり……ッ、ぁ」

　素す肌はだに弥緑の舌を感じると、下がりかけていた熱が瞬またたく間に再燃する。

　自分勝手な弥緑を拒こばみたいのに、動けない。

　弥緑に舐められている『鱗うろこ』が熱を帯び、燃えるように熱い。

「すごいな。いつもより、海の味が濃こい。舌がピリピリする。なにが原因だ？」

「知らね、よ」

　そこに這はわされる弥緑の舌が、いつもより熱くて……溶とかされているみたいだから、か？

　弥緑の舌が熱っぽい理由も、鱗から滲む海の要素が濃いと言われる要因も、わからない。

　水凪はなにもわからないのに、身体の奥深くに潜ひそむ熱を容よう赦しやなく引きずり出される。

「ゃ、吸いつく……な」

「ん……何もかも美味うまいぞ。涙なみだも、滲む汗あせまで、一いつ滴てきも零こぼさず舐め取ってやりたいな」

　背中からうなじにかけて、執しつ拗ように舌を這わせる弥緑は言葉通り水凪を味わっているみたいだ。

　喰くい尽つくされる……と思った瞬間、ゾクゾクと水凪の背筋を這い上がったのは、嫌けん悪おでも恐きよう怖ふでもなかった。

　これは、なんだろう？　快感を含む、奇き妙みような期待……だろうか。

　弥緑に喰われたいと望むかのような自分が怖いのに、もう動けない。

「っ……弥緑」

　背中をくすぐる熱い吐と息いきを感じながら、両手で強くシーツを握にぎり締めた。
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「……なぎ、水凪。どこに雲くも隠がくれしてるって激げき怒どしているジジイに呼び出されたから、ちょっと行ってくる」

「ン……」

　髪かみに触ふれられる感かん触しよくに、薄く瞼を開く。

　思いがけない近きん距きよ離りに弥緑の顔があり、ギョッとして目を見開いた。

「な……に」

　一いつ瞬しゆん、ここがどこで自分がなにをしていたのか、わからなかった。

　忙しなく視線を巡らせて、馴な染じみのあるベッド周りの調度品が視界に映ったことで、ようやく思考力が戻ってくる。

　どうやら、いつの間にか意識を落としていたらしい。疲ひ労ろうが色濃く全身に漂ただよい、手足が重い。

「おまえは、寝ねてていい。枕まくら元もとに水のペットボトルを置いてあるから、飲んでおけ」

「…………」

　弥緑は、答えられない水凪の頭をポンと軽く叩たたいて、腰こしかけていたベッドの端はしから立ち上がった。

　脱ぬぎ捨ててあったスーツをきちんと着込み、ネクタイまで装備している。乱れた雰ふん囲い気きは、微み塵じんも感じられない。

「たっぷりおまえを『補給』したから、しばらくは燃料ゲージが満タンだな。……おまえが、サプリじゃどうにもならない貧血で倒たおれる前には、日本に戻ってくる」

「……二度と帰らなくていい」

　眉まゆを顰ひそめて言い返した言葉は、喉のどがカラカラに渇かわいているせいで、頼りなくかすれた迫力のないものだった。

　満タンだという言葉通りに、気力に満ちて楽しそうに笑っている弥緑が、腹立たしい。

「俺を忘れるなよ、水凪」

　そんな、どこまでも自分勝手な一言を残して、部屋を出て行く広い背中を……ジッと見据える。

　結局、『補給』とは呼べない触さわり方をした理由を、最後まで一言も言わなかったくせに。

　いつ帰って来るのか、それさえ言い残さずに出て行った。

　なにが、俺を忘れるなよ……だ。

「……根に持つに、決まってるだろ」

　ベッドに突つっ伏ぷしたまま零した水凪のつぶやきは、弥緑の耳まで届かなかったはずなのに……ドアを出る直前、一度だけ振ふり向いて、なにも言わずに廊ろう下かに出て行った。

　いっそ、忘れてしまえたらスッキリするだろう。

　けれど弥緑の存在は、忘れるとか忘れないとか、そんなふうに割り切ることのできないものだ。

　それはきっと、弥緑にとっての水凪も同じはずで……そうでなければ悔くやしすぎる。







《六》







　海に設置してある海水プールから採取してきたサンプルを、水質検査のできる機械にセットする。

　温度に酸素量、プランクトンの数まで……。ロール紙に印字され、ぞろぞろ吐はき出される数字を見ていると、ノックもなく扉とびらが開かれた。

「水凪、山王の弥緑くんが戻って来てるって？」

　挨あい拶さつもなく、そう言いながらズカズカ入ってきたのは、二番目の姉の凪なぎ咲さだ。

　三人いる姉の中でも、幼少の頃ころから頭の回転が速くて物もの怖おじすることもなく、才さい色しよく兼けん備びだと名高い。

　父の一番のお気に入りで、今では婿むこを取り、海寳グループの跡あと取とり候補として本社勤務をしている。

　一応、『海寳』の長男である水凪は……経営者としての資質はないと、自他ともに認めているので、海寳の名を持つだけのお飾かざりだ。役立たずだと見捨てられないのは、『海神の証あかし』を有しているせいだろう。

　この姉と、子供の頃から協調性に欠けると言われているマイペースな水凪との相あい性しようは、決していいとは言えない。

　苦手意識を持っているのは水凪だけでなく、きっとお互たがい様だと思うが。

「……姉さん、ノックくらいはしてください」

「あんたが電話に出ないから、わざわざ訪ねてくるはめになったんでしょ」

　水凪の苦情など、馬ば耳じ東とう風ふうというやつだ。そのくせ、「あんたが悪い」と自分の不満は遠えん慮りよなくぶつけてくる。

　確かに、姉からの着信に気づいていながら無視していたのは水凪に非がある。ただ……話の内容がコレだろうと予想がついていたから、電話に応じたくなかったのだ。

「弥緑くん、ジンバブエだか南アフリカだかで、ダイヤモンド鉱こう床しようを掘ほり当てたって噂うわさがあるけど、本当？」

　やはり、弥緑……か。

　せっかちな姉らしく、ほとんど前置きすることなく本題に入られて、ギリギリのところでため息を吞のみ込んだ。

「……おれは、よく知らないけど」

「あんたたち、幼おさな馴な染じみで昔からベッタリだったでしょ。父さんはハッキリ教えてくれないけど、『家系』に関する特別な繫つながりがあるとか言ってたし……先日のパーティーで逢あって、話したんじゃないの？」

　海寳が『海神』の、山王が『山神』の系けい譜ふだということは知っていても、継けい承しよう者の『証』を持たない姉たちは詳しよう細さいまでは知らされていない。

　水凪と弥緑の関係も、ぼんやりとしか知らないはずだ。ただの『幼馴染み』にしては、深い繫がりがあるらしい……という程度の認にん識しきだろう。

「学生の頃は、それなりにね。ただ、弥緑が日本を出てからの五年は、一度も連れん絡らくを取っていなかった。パーティーではたまたま顔を合わせたけど、そんなに踏ふみ込んだ話はしていない。だから、融ゆう資しや援えん助じよの便べん宜ぎを図ってくれ……とかお願いするのも、無理だ」

　ここ数年の海寳の事業が芳かんばしくないことは、経営から遠いところにいる水凪の耳にも届いている。

　姉が、水凪に対して弥緑のことを持ち出す理由は、きっとそのあたりだろうと予想がついていて……見けん当とう違ちがいではなかったようだ。

　ムッとした様子で口を噤つぐみ、苛いら立だちを隠さないため息をつく。

「可愛かわいくないわね。少しくらいは、融通してくれるんじゃないの？　本社に余よ裕ゆうがなくなったら、この研究センターの維い持じも危あやうくなるのよ。アクアリウムは黒字だから継続できても、ロクな成果を上げられていない研究センターは閉へい鎖さね」

　水凪が着ている白衣の胸むな元もとを指差しながら、脅おどし文句を投げつけてきた。

　本社経営とは無関係とばかりに、のん気な水凪の危機感を煽あおろうとして、そんなふうに言ってきたのだろうけど……不ふ愉ゆ快かいだ。

「研究なんて、今日明日で結果が出るものじゃない。海を保護するために尽じん力りよくするのも、海寳の大切な役目だ」

　海寳の始祖は、『海神』だったということは、姉も承知している。

　かつては広大な塩田を所有して、莫ばく大だいな富を得ていた。今でも、規模は縮小したとはいえ塩田にて高級天日塩を作っているし、真しん珠じゆの養よう殖しよくもしている。

　海から散々恩おん恵けいを授さずかってきたのだから、海洋汚お染せんが問題となっている現代は自分たちが海に恩返しするべきだ。

　そう告げた水凪に、奇き妙みような笑えみを向けてくる。

「海神とか……まだ神話を信じているわけ？　バカバカしい。あんたの背中に変わった痣あざがあるから、父さんもそんなふうに迷めい信しんに縋すがっているんだろうけど。神様だって言うなら、家業にもっと御ご利り益やくをもたらしなさいよ」

　信じていないだけでなく、自分たちの先祖をバカにしているとしか思えない言い様には、さすがにムッとした。

　いつもなら聞き流す姉の言葉に、ポツリと反論する。

「そうやってご先祖を軽かろんじたら、……神しん罰ばつが下るよ」

　いつもなら黙だまって受け流す水凪が、そんなふうに言い返してくるとは思わなかったのか、姉の纏まとう空気が更さらに不ふ機き嫌げんなものになった。

「はいはい、不信心で悪かったわ。でも、現実問題として融資は必要なの。弥緑くんと話す機会があれば、それとなく話を振ってみて。あんただって、それくらいはできるでしょ？　それがダメなら、幸いうちは家の格……と、あんたの見かけだけはよろしいんだから、どこかの成金のお嬢じよう様さまと婚こん姻いん関係を結ぶことね」

　弥緑への融資の無心に加え、臆おく面めんもなく政略結婚を匂におわされて、さすがに絶句した。

　我が姉ながら、よく言えばドライな現実主義……利益追求型の、身勝手な人間だ。

「ともかく、近日中に弥緑くんと連絡を取ってよね」

　自分が言いたいことは出し切ったとばかりに、水凪の返事を聞くことなく開け放したままだったドアを出て行った。

　啞あ然ぜんとしていた水凪は、水質検査が終わり、すべての数字が出で揃そろっていることにようやく気がつく。

「役立たず呼ばわり、か。確かに……今のおれでは、否定できないかな」

　ポツリとつぶやくと、自じ嘲ちように唇くちびるを歪ゆがませた。

　海神を継ついだ水凪には、一応海に纏まつわる特とく殊しゆ能力が備わっている。

　ただしそれは、手のひらに掬すくった海水を真水化したり……イルカやクジラなど、海かい獣じゆうと意思疎そ通つうができたり、珊さん瑚ごの場所が海上からでも透とう過かして視みえたり。

　日常生活や現代の海寳が手がける企き業ぎよう活動には、役に立たないものばかりだ。

　反して弥緑は、山王という巨きよ大だい企業において存在がますます重要になっていくだろう。

　かつて盛さかんだった炭鉱での石炭採さい掘くつから始まり、希少鉱物の採掘はもともと得意としていたのだから、ダイヤモンド鉱床やレアアースなどの鉱脈を見つけさえすれば、莫大な利益をもたらすことができる。

　子供の頃にチラリと耳にして以来、詳くわしく互いの力について話したことはない。でも『山神』を継いでいる弥緑には、それら鉱脈を嗅かぎ当てることのできる能力があるはずだ。

「格の違いを、見せつけられるなぁ。その上、どこかの姫ひめとの縁えん談だんって……姉さんが知れば、山王は安あん泰たいなのにウチは……ってお小言が激化しそうだ」

　どうやら、中東の王族の姫と婚約云うん々ぬんという噂までは、耳に入れていないようなのが幸いだった。

　ただそれも、そう時間を置くことなく姉の耳まで届くだろう。弥緑に関する派手な噂は、暇ひまな奥様方にとって格好のネタだ。

「成金のお嬢さんと婚姻とか、勘かん弁べんしてくれ。もう、隠いん居きよしてー……」

　窓の外、海に設置されているプールを眺ながめて憂ゆう鬱うつなため息をつく。

　女も男も、人間はもともと苦手だ。

　学生時代は弥緑に張り合おうという意地が勝まさり、柄がらにもなく生徒会役員をこなした上に周りに集まってくる連中をそれなりにあしらっていた。

　だが、大学を卒業してこの研究センターでの仕事に就ついてからは、人間を相手にする必要がほぼなくなったのをいいことに、引き籠こもり状態だ。

　近くに海があれば、それでいい。

　どこか……どこでもいいから、綺き麗れいな海に囲まれた無人島に移住して、隠居生活に身を置くことができればどれだけ幸せだろうと、現実逃とう避ひを図りたくなる。

「無理だって、わかってるけどなぁ」

　パーティーで対たい峙じした弥緑の姿を思い出せば、憂鬱な気分に拍はく車しやがかかる。

　五年のあいだに、差は開く一方だ。

　栄養素の『補給』に必要だから水凪に声をかけてくるけれど、自分が『海神』の継承者でなければ歯し牙がにもかけてもらえないに違いない。

「サプリでも、どうにかなっていたのに……」

　パソコンの脇わきに常備している、マルチミネラルやヘム鉄、亜あ鉛えん等のサプリメントが入った白いボトルを見下ろす。

　確かに、サプリメントから充じゆう分ぶんな量を得られていたとは思えない。でも、生きるだけならどうにかなっていたのだ。

　それなのに、弥緑が身に擁ようする純然なミネラル分は、水凪も自覚していなかった餓うえまで瞬しゆん時じに満たした。

　あの心ここ地ちよさ、天上の甘かん露ろにも等しい圧あつ倒とう的な養分の塊かたまりを思い出せば、味気がなさ過ぎてサプリメントボトルを手に取る気さえ失うせる。

「弥緑のバカ」

　五年も経たっているにもかかわらず、子供じみた罵ののしり文句しか思い浮うかばない自分は……本当に成長していないのだろう。

　威い風ふう堂どう々どうとした弥緑の姿を思い出せば、こうして引き籠り状態になっている自分がいかに子供か、思い知らされる。

　窓の外に見える、太陽の光をキラキラ反射する眩まぶしい海面に目を細めて、イルカかクジラになりたいなぁ……と特大のため息をついた。
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　アクアリウムは月に一度の休館日なのに、朝から館内が慌あわただしい。

　休館日を利用して視察にやって来る予定の人物が、ナントカという国の王族であることが最大の理由だろう。

　前日に突とつ然ぜん知らされた水凪は、姉の凪咲が口うるさく「スーツにネクタイ着用」と言っていた理由を悟さとった。

「水凪。あんたが、王子をご案内しなさいよ」

　挨あい拶さつだけで放ほう免めんされると思っていたのに、面めん倒どうそうな案内役に指名されて「ええ？」と眉まゆを顰ひそめる。

「……適任者は他ほかにいると思うんだけどなぁ」

「一応、センターの代表で、アクアリウムの理事の一人でしょ。是ぜ非ひ、水凪に……って言われてるから、逃にげるのは許さないわよ」

　水凪は、あからさまに憂鬱だと顔に出しているのだろう。姉は、「不快そうな顔をしないで」と水凪を睨にらんでくる。

「なんで、おれに？　それに、言葉は……英語か？　アラビア語しか通じないなら、お手上げなんだけど」

「心配しなくても、英語も日本語まで堪たん能のうらしいわ。通訳は不要って、あちらから言ってきたくらいだから」

「それは、ちょっとだけ安心」

　先方から指名されたようにも聞こえるが、そのナントカという国の王子様に憶おぼえはない。

　慣れないせいで、息苦しさを感じるネクタイのノット部分に指先で触ふれて、心の中で「面倒くさいな」とコッソリぼやいた。

「あ、王子様の名前は？」

「ええと……ハーシェム王子！　弥緑くんと同じ二十五歳らしいし、あんたとも年が近いから……うまくお近づきになりなさいよ」

　最後の一言に、姉の思おも惑わくが滲にじみ出ている。うまく機嫌を取って、今後に繫つながる友好関係を築け……ということか。

　歪んでるわ、と口にして水凪のネクタイを整えながら絡からませてきた視線にも、怨おん念ねんのような思いが込められていた。

　損得勘定で動くのは得意ではない。ますます面倒だ。が、今更逃げ出すことはできない。

　締しめられ過ぎて苦しい襟えり元もとに人差し指を突つっ込み、こっそりノットを緩ゆるめながら小さく息をついた。










　王子という立場にもかかわらず、ボディガードは常に帯同しているわけではないらしい。挨拶を交かわした際には王子の斜ななめ後ろに立っていた屈くつ強きような男二人は、アクアリウムの出入り口で待機している。

　確かにここは、ある意味密室で……出入り口を張っていれば、不ふ審しんな侵しん入にゆう者を防げるとは思うが、そんなに自分を信用していいのだろうか。

　信用されているというより、体格のいいハーシェム王子に武ぶ闘とう派はとは間ま違ちがっても言えない雰ふん囲い気きの水凪が、危害を加えられるわけがないと侮あなどられているだけかもしれないが。

　二人きりでアクアリウムの通路を歩きながら、チラチラと長身のハーシェム王子を見上げる。

　水凪が心の中でそんなことを思っているなどと、考えてもいないのだろうか。王子は、子供のように好こう奇き心しんいっぱいの目で水すい槽そうを覗のぞき込む。

「水槽は、ガラスじゃないね」

「強化プラスチックです。一枚の分厚いプラスチックではなく、特とく殊しゆな接せつ着ちやく剤ざいで何枚も貼はり合わせられていることで強度を増しているそうですが、メーカーの特許技術なので私も詳しくは存じません」

「水が恐おそろしく透明だ。どうやって保っている？」

　その質問も子供のような無む邪じや気きさで、自然と頰ほおを緩ませて答えた。

「二十四時間、循じゆん環かんさせて濾ろ過か装置を通しているんです。水質浄じよう化かのために薬品を使用するのではなく……」

　立ち止まって水の循環装置や水槽の構造について説明をしていると、不意に肩かたを抱だかれた。

　説明が早口過ぎた？　それとも、ビジネス用語や日常用語ではない日本語が、少しわかりづらかったか？

　戸と惑まどいながら「あの」と身体からだを逃がしかけたところで、王子の口から予想外の一言が飛び出した。

「……ミナギとは、一度逢あっているんだ」

「え……っと、お逢いしています……か？」

　もしそれが本当なら、顔を合わせた時に「初めまして」と挨拶をしたのは失礼だったかもしれない。

　水凪は、ぼんやりとした光の中でハーシェム王子を見上げる。

　長身に加えて印象的な整った容よう貌ぼうは、きちんと紹しよう介かいを受けて挨拶をしていれば忘れないと思う。名前も、記き憶おくに残っているだろう。

　逢っているとすれば……。

「先週の、東國ホテルのパーティーに……王子も参加されていましたか？」

　そうだ。あの場には、欧おう米べいだけでなく中東系の参加者も複数いた。弥緑に話しかけてきた人も、中東系だったはずだ。

　弥緑が間を遮るように立っていたし、すぐにあの場から連れ出されたのできちんと挨拶もしていないけれど。

　違ったら、墓ぼ穴けつを深くするだけだ……と思いつつ恐る恐る尋たずねると、幸いなことに王子は満面の笑えみでうなずいた。

「ああ。ミナギは目立つ。ちょうど、視察予定だったアクアリウムの関係者だと知り、是非案内を頼たのみたいとお願いした。運命だと思ったよ」

「それは……光栄です」

　どう答えればいいのかわからなくて、迷いながら口にする。

　王子は見事な日本語を操あやつるが、ネイティブではないのだから意味をきちんと捉とらえられていない可能性がある。

　運命だ……など、水凪が女性なら勘かん違ちがいしそうな台詞せりふだ。

　ハーシェム王子が、文字通り『王子様』としか形容しようのない端たん整せいな男前であるから、尚なお更さら誤解を生みかねない。

　男である自分に対してはもちろん、口説く予定のない女性に、そんなふうに言わないほうがいいですよ……と返すのは、余計なお世話だろうか。

　悩なやむ水凪が黙だまり込むと、王子が言葉を続ける。

「ミナギもだが、アクアリウムも実に美しい。我が国にも是非とも作りたいものだ。兄が十五人いることもあって、僕の王位継けい承しよう権は下位だが、個人事業を成功させたことで資金は潤じゆん沢たくにある」

　ミナギも、だが？

　最初の一言が引っかかったけれど、わざわざ蒸むし返すものではないかと聞き流すことにして、美しいと言ってくれたアクアリウムについて語る。

「……ありがとうございます。当アクアリウムは、可能な限り実際の海の環境を再現しています。黒潮の海とプレートの出ているこちらは、砂利じやりや海かい藻そうも含ふくめて、同じ海域のものを集めています」

　アクアリウムの説明をするだけなら、気が楽だ。

　同じ水槽の前に立ち止まっていては、つまらないだろうと思い、

「次に、こちらですが」

　順路の先を目指そうと、立ち止まっていた足を踏ふみ出した。水凪の肩を抱き続けていた王子の手からも、不自然な動きではなく逃のがれられてホッとする。

「大型水槽に比べれば、地味に見えるかもしれませんが……小さなエビやプランクトン等も、海の生物を構成するのに重要な役目を果たしているんです」

「プランクトンは見えないとわかるけど、エビも……ああ、透とう明めいなのか」

　できるだけ雑談を挟はさむ余地が生まれないように、小さなエビやプランクトンの説明までつけ加える。

　ユーモアを取り混ぜるでもない淡たん々たんとした水凪の話は、大して面おも白しろい話ではなかったはずだ。けれど王子は、順路に沿って歩きながら解説する水凪の説明に時おり質問を返しながら、真しん剣けんに耳を傾かたむけていた。

「素す晴ばらしい。海を知らない子供たちは、喜ぶだろう。子供だけでなく、大人も、未知なるものへの好奇心を刺し激げきすることのできる場は、一つでも多くあるべきだ。遠く離はなれた国の海など、誰だれもが簡単に我が目で見られるものではないからな」

「……はい。娯ご楽らく施し設せつとしてだけでなく、学習の場としてもアクアリウムは大きな役割を果たしてくれるはずです」

　砂さ漠ばくの国にアクアリウムを建設したがるなど、どんな富ふ豪ごうの酔すい狂きようだ……と思ったが、王子の真しん摯しな態度に、『所しよ詮せんお遊び』と決めてかかっていたことを反省した。

　私利私欲を肥やすのではなく、周囲に還かん元げんしようとする彼は、王子という地位を正しく利用できる人間なのだろう。

　明朗快活、頭の回転が速く、周囲に対する気き遣づかいまでできる。初対面の人間に警けい戒かい心しんを抱いだかせることなく自然と距きよ離りを詰つめ、気難しいと評判の隠いん居きよした政治家や大だい企き業ぎようの会長とも、いつの間にか親しくなっている。

　少し似た空気を漂ただよわせている、この手の人間が……身近に一人だけいる。

　弥緑を思い浮うかべそうになり、慌あわてて打ち消した。

「ミナギ、楽しかった。日本にいるあいだに、また訪ねてきてもいいかな？　そうしたら、ミナギが案内してくれる？」

　別れ際ぎわ、名残なごり惜おしそうにそう口にした王子に、思わず笑みを零こぼす。

　そんなにこのアクアリウムが気に入ってくれたのなら、断る理由はない。

「もちろん。歓かん迎げいします」

　しっかりと握あく手しゆを交わして、満足そうに帰って行ったのだから……接待は成功だと、姉に伝えてもいいだろうか。

　ただし、姉の『期待』に応こたえられたわけではない。

「融ゆう資しが……とか、露ろ骨こつなことを言い出せる空気じゃなかったよな。だから、おれは使えないって言われるんだろうけど」

　接待としては成功かもしれないが、ビジネスの交こう渉しようとしては不発だ。

　あの姉が、王子が楽しそうだったからいいじゃないか……という言葉で納なつ得とくするとは思えない。

　結局、失敗扱あつかいされるのか？　と思えば理り不ふ尽じんだ。

「まぁ、王子様自身は満足そうだったから……よしとしよう」

　姉に不満を言われても、水凪の中では成功ということにしてしまえ。

　自己満足だとしても……水槽を眺ながめて子供のように笑う王子の姿は、案内役としては嬉うれしかったのだ。

「もし本当に、ハーシェム王子が国にアクアリウムを作ったら……観光に行くかな」

　基本的に水凪は出で不ぶ精しようで、電車で一時間の外出さえ面めん倒どうだ。

　高等科の語学研修は仕方なく参加したけれど、観光目的の個人旅行で海外に行こうと考えたこともない。

　そんな水凪にしては、珍めずらしく前向きな気分になったのは、終始朗ほがらかだった王子のおかげだろう。

　姉に報告をしなければならない……と、この後のことを考えれば気が重いけれど、ハーシェム王子を案内した二時間弱は思いもよらず楽しい時間だった。

　初対面の人を苦手とする水凪が、そんなふうに感じる理由が……どことなく弥緑と共通する雰ふん囲い気きを持っていたせいだ、という自覚はなかったけれど。
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　ハーシェム王子が口にした「日本にいるあいだに、また」の機会は、思いがけない形で水凪に訪おとずれた。

　アクアリウムを案内した日の翌日、上じよう機き嫌げんの姉が海洋センターを訪ねてきた。

　上品に扉とびらをノックした上に、満面の笑みで戸口に立っているものだから、ハッキリ言って恐おそろしい。そして、胡う散さん臭くさい。

　口に出すような愚おろかな真似まねはしなかったけれど、姉を見下ろす水凪の目には、わかりやすく表れていたのかもしれない。

「なによ、その目」

　そう言って、顔から笑みを消して不満そうに見上げてくる。

　水凪は、片手で前まえ髪がみを搔かき上げてもごもごと答えた。

「その目と言われても……。凪咲姉さんこそ、連日わざわざご足労いただきまして」

「嫌いや味みは結構よ。朗報があるの。……ゆっくり話したいんだけど」

　忙せわしなく立ち話をするのではなく、じっくり顔を突つき合わせて話したいと求められて、ピクッと頰ほおを引き攣つらせた。

　面倒だと感じたことは、顔に出さないようギリギリのところで抑おさえられたはずだ。

「応接室と言えるほど、立派なものではありませんが。どうぞ」

　ゴチャゴチャとした実験用具に囲まれた部屋を出て、来客のための応接セットがある小部屋に姉を案内する。

　小型の冷蔵庫を開けると、缶かんコーヒー……は文句を言われそうなので、ペットボトルの緑茶をグラスに注いで「どうぞ」と差し出した。

　応接セットとは名ばかりで、肘ひじかけ付きの小さなイスは座り心ごこ地ちがいいとは言い難がたい。

　姉も不満そうな顔をしていたけれど、水凪がテーブルを挟んだ正面のイスに腰こしを下ろすと同時に口を開く。

「ハーシェム王子が、ここのアクアリウムを気に入ってくれたそうで……環かん境きようをよりよくするためにと、支し援えんを申し出てくださったの。アクアリウムだけじゃなく、海洋センターと海寳の海洋事業に関する部門にまで」

「……それは、幸いです」

　王子がアクアリウムを気に入ってくれたらしいのは感じていたが、これほど即そく座ざに、姉が望む形での成果が現れるとは思ってもいなかった。

　ありがたい……と端たん整せいな容姿の長身を思い浮かべて心の中で拝んだ水凪に、想定外の言葉が続けられる。

「ただ、条件があって……水凪が欲しいんですって。自国に建設予定のアクアリウムの責任者として……が無理なら、準備期間中のアドバイザーとしてだけでもいいから、国に来て欲しいと懇こん願がんされたけど……どうする？」

「どうする、って……」

　相談と言える雰囲気ではない。

　尋たずねているようでいながら、水凪に選せん択たく権はあるのだろうか。姉の目は、拒きよ否ひはあり得ないと語っているような鋭するどさなのだが。

　困こん惑わくする水凪が即答できずにいると、姉は威い嚇かくするように脚あしを組んで言葉を続けた。

「悪い条件じゃないでしょう？　融資の上限は設けず、必要なだけ……って言ってくださっているし、国に滞たい在ざい中は衣食住の提供はもちろん、相応の報ほう酬しゆうも約束してくださるそうよ。準備期間中ずっと拘こう束そくされるわけじゃなく、必要があれば日本に帰るのも構わないそうだし。まぁ、短期間の帰国でしょうけど」

「条件は、おれ……だけ？」

「一番大きな条件はね。あとは、あんたさえなんとかなればどうにでもできるの」

　姉が語ったことが事実なら、あまりにもこちらに都合がよすぎるのではないかと、不気味になる。

　だいたい、水凪はアクアリウムの設計に関かかわったわけではないし、海洋学について多少は学んでいるとはいえ、専門家だと胸を張れるほどの経験や知識もまだない。

　卑ひ下げするわけではないけれど、それほどの条件で「欲しい」と言われるような人材ではないと思う。

「迷う理由は？」

　水凪が黙だまり込んだせいか、問いかけてくる姉の声に苛いら立だちが混じる。

　逆に、どうして水凪が迷わないと思えるのか、聞き返したいくらいだ。ただ、言い合いになればまず勝てないし面倒なので、極力姉を刺し激げきしたくない。

「……突とつ然ぜんすぎて、頭の整理ができていないんです」

　確かに、自分一人がアドバイザーとして王子の計画しているアクアリウム事業に関わることくらいで、支援が得られるのなら願ったりかなったりだけれど……。

　姉は、ハーシェム王子とのやり取りをすべて隠かくさず水凪に伝えているのだろうかと、疑わしくもある。

「少し、考えさせてください。……回答期限は？」

「三日後」

　言いたいことはすべて言ったとばかりに、姉がイスから立つ。

「だけど、三日も考える必要がある？」

　水凪の答えなど、一つしかないだろう……と。早々に迷いを手放すよう言外に匂におわせて、部屋を出て行った。

　確かに、結論ありきの話だった。三日も必要ないかもしれない。でも、即答するのも躊躇ためらわれる。

「なにを、考えている……？」

　少なくとも表面上は友好的だったハーシェム王子を思い浮うかべて、疑問をつぶやいた。

　答えは、容易に見つかりそうにない。
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　悩なやみ事ごとや、ゆっくり考えたいことがある時は、海に漂ただようのが一番だ。

　特に、この海洋センターのプールは、天然の海と変わらない。海の一角にありながら、容易に破ることのできない金属を編み込んだ網あみで区切られており、ぼんやり目を閉じて浮かんでいても流される心配がない。

「お邪じや魔まするけど、いい？」

　プールの縁ふちに屈かがみ、水凪の気配を察してか、水面に浮かんできた二つの影かげに向かって声をかけた。

　現在ここには、若いハンドウイルカが二頭いる。

　専門のトレーナーによる訓練を受けていて、数ヵ月後には試験的に子供を対象としたアニマルセラピーが行われることになっている。

　水凪は訓練士としての資格は有していないけれど、トレーナーが首を傾かしげて不思議がるほどイルカとのコミュニケーションが巧たくみだ。

　水凪も海の生物であると、同一視されているだけだとは……普ふ通つうの人には、言えない。

　プールの縁から冷たい海水に足を浸ひたして、ゆっくりと身体からだを沈しずめた。

　ウェットスーツなどは必要ない。本当は、全ぜん裸らで泳ぎたいくらいだが……さすがにスイムパンツだけは着用している。

「休んでいるところに、ごめん」

　水凪の訪問を歓かん迎げいするかのように、ゆっくりと近づいてきたイルカに手のひらを向けて挨あい拶さつをする。

　浮ふ力りよくに従って手足の力を抜ぬき、仰あお向むけで水面に漂った。

　潮の匂いと、小さな波音が心地いい。こうしていると、陸ではなく海が棲すみかなのだと、体感する。

　自分がどうするべきか、水凪にもわかっている。ただ、他人の力に縋すがることに、なけなしのプライドを刺激されて情けない気分になるだけだ。

　弥緑は、安あん穏のんとしていたわけではない自身の環境を、自らの力で確固たるものへと確立させた。

　それなのに水凪は、海洋センターを継けい続ぞくさせるためにどうすればいいのかと、ちっぽけなことで悩んでいる。

「なにも、考えたくない……な」

　このまま、海に溶とけ込んでしまいたい。

　ただ、人の身体を持つ水凪は、海での生活は困難だ。こうして、浮かんでいるだけなら問題ないけれど……。

「ぅわっ！」

　突然スイムパンツを引っ張って全身を海中に引き込まれ、身構えていなかった水凪は手足をバタつかせる。

　不意打ちだったせいで、いくらか海水を飲んでしまった。塩分濃のう度どの高い水が目や鼻の粘ねん膜まくを刺激して、ヒリヒリと痛い。

　どうして、いきなり沈むはめになったのか……という疑問の答えは、探すまでもなく目に飛び込んできた。

「…………」

　二頭のイルカが、水凪の周りをグルグルと周遊しているのがわかった。

　遊ぶでもなく、ぼんやり浮いているだけの水凪に痺しびれを切らして、海中に呼び込んだのだろう。

　……おまえたちみたいに、長く海の中にいることはできないんだぞ。

　海の中でそう伝えても、イルカたちには理解してもらえそうにない。背中の鱗うろこは海の生物である証あかしだろうとばかりに、どんどん深みへ導かれる。

　潜せん水すいするつもりではなかったので、完全に準備不足だ。息が苦しくなってきた。心構えをしていたら、十分前後は潜水していられるけれど……そろそろ限界だ。

　人間の身体は不便だと、改めて痛感する。

　唇くちびるから零こぼれた息が、細かな白い泡あわになって海面に向かう。その泡を追って浮上しようとした水凪の手を、誰だれかが強く摑つかんだ。

　ぐいぐいと力強く水面に向かい……ザバッと海面に頭を突つき出す。

「なにやってんだ、このバカ！　浮いてこないから、焦あせっただろ」

　耳のすぐ傍そばで怒ど声せいを浴びせられ、首を竦すくませて目の前の人物を目に映す。

　プールの周囲にあるライトが照らし出すのは、凜り々りしく端たん整せいな男の顔だ。ずぶ濡ぬれになった前まえ髪がみが目元を覆おおっているけれど、見み間ま違ちがえることのない人物で……。　>>>♥

「……弥緑？　服、着たままで……なにをしてる」

　思いがけない人物の登場に、思考が停止状態になる。

　なにを言えばいいのかわからなくて、一番に思い浮かんだことをぼんやりと口にした。

　そんな水凪に、弥緑は大きく息をついて呆あきれたように答える。

「この状じよう況きようで、第一声が……それか。とりあえず、陸に上がるぞ。おまえと違って、泳ぎは得意じゃないんだ」

　ついさっきまで声を荒あららげていたのに、もう平静さを取り戻もどしている。

　陸に、と言いながらプールの縁を指差されて、水凪はいつになく素す直なおにうなずいた。

　確かに、弥緑は泳ぎが得意ではないと知っている。でも、水凪が浮いてこないから焦ったという理由で、飛び込んでくれたらしい。

　二の腕うでを強く摑んでいる弥緑の手を、振ふり払はらうなど……できるわけがない。










　弥緑は、這はい上がったプールサイドでシャツを脱ぬいで海水を絞しぼりながら、水凪が口にした「なにをしてる」という疑問に答えた。

「おまえに、話したいことがあったんだ。センターの研究室にいないから、明かりのついてるここかと思って来てみた。……夜に海水プールに入ってんのか……って見てたら、いきなりトプンと沈んで、しかも浮いてこないだろ。溺おぼれてるんじゃないかって焦って、飛び込むのも当然だろう」

　それでもさすがに、スーツの上下と、革かわ靴ぐつを脱ぎ捨てるだけの冷静さは備わっていたらしい。

　びしょ濡れのパンツと靴下だけを身に着けているという間抜けな姿でも、いい男は不ぶ恰かつ好こうに見えないから得だ。

「おれは、海で溺れ死ぬことはない……と思うけど。イルカたちも、悪気があったんじゃなくて遊ぼうって誘さそってきただけだし。ぼんやりしていたおれが、一番悪い」

　わざわざ弥緑が飛び込む必要などなかったのだと、言外に匂わせる。

　横目で水凪を見み遣やった弥緑は、眉まゆ根ねを寄せて「まぁ、そうだろうな。おまえは海に愛されてる」と嘆たん息そくした。

「余計なことして、悪かったな」

　バサバサとシャツを振って水すい滴てきを飛ばした弥緑は、着ることを諦あきらめたのか丸めて小こ脇わきに抱かかえた。

　スーツの上着と、スラックスだけで帰るつもりだろうか。

　Ｔシャツでよければ常備してあるし、たぶん弥緑にも着られるはずだが……と半裸の弥緑を横目で見ながら、反論する。

「余計なこととは、言ってない。イルカたちは、乱入者にビックリしてたけど」

　悠ゆう々ゆうと泳いでいた二頭のイルカは、弥緑が飛び込んできた瞬しゆん間かん慌あわてて海底に向かって行ってしまった。

　自分たちや水凪に危害を与あたえる存在ではないのか、深いところで身を潜ひそめて弥緑の動向を窺うかがっていた。

「あー……そいつは悪いことをしたな。後で、謝っておく。ついでに、今度差し入れをする。餌えさはサンマ？　イワシか？」

「そのあたり、なんでも食う。タラやイカや、ニシンも」

「わかった。……手配しておく」

　水凪の言葉に、弥緑は生き真ま面じ目めな顔でイルカに詫わびをするとうなずいた。

　会話が途と切ぎれたところで、自分のために飛び込んでくれたのに礼を言っていない……と気がついた。

　今いま更さらだろうか。でも……。

「弥緑」

「なぁ、水凪」

　同時に話し出そうとしてしまい、ピタリと口を噤つぐむ。目配せで弥緑に発言を譲ゆずると、一つ息をついて口を開いた。

「このセンター、資し金きん繰ぐりがあまりうまくいっていないんだって？」

　唐とう突とつにそんなふうに問われ、不ぶ躾しつけな質問だろうと腹を立てるよりも疑問が湧わいた。

　外部から見ただけでは、そこまでわからないはずだ。

「なんで、弥緑がそんなことを知っているんだ」

「海寳が金策に奔ほん走そうしているって噂うわさが、出回っている」

「チッ、これだから狭せまい世界は……」

　いい噂よりも、よくない噂のほうが駆かけ巡めぐるスピードは速い。沈しずむ船からは、一刻でも早く逃にげ出したいという心理から情報交こう換かんが活発になるのだろう。

　共とも倒だおれを避さけようとするのは、リスクマネジメントの観点からも理解できるので、仕方がないとは思うが……。

　でも、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうとも言える状況で成功を収めて帰国したばかりの弥緑には、知られたくなかった。

　黙だまり込んだ水凪に、弥緑が言葉を続ける。

「山王じゃなくて、俺が、個人的に援えん助じよしたい……と言えば、受け入れる気はあるか？」

「ッ、施ほどこしは結構だ」

　ビクッと肩かたを揺ゆらした水凪は、身体からだの脇わきで強く拳こぶしを握にぎった。

　わざわざ「個人的に」と口にしたのは、『山王』が『海寳』に恩を売る意図ではないということだろう。

　弥緑の個人的な援助であれば、家がらみの大おお袈げ裟さなものではなく、ただ単に友人を手助けしたのだと取り繕つくろえる。

　そこまで考えての言葉だと、それくらいは水凪にもわかった。その上で、不要だと突っぱねると、弥緑の声に苛いら立だちが混じる。

「妙みような意地を張っている場合じゃないだろう。この前、懇こん親しん会でおまえの友達……河瀬だったかに逢あって、聞いた。海洋センターでの研究は楽しいって、言ってたそうじゃないか。ここは、おまえの居場所なんだろ？」

　水凪は視線を落とし、足元に溜たまる海水を無言で見下ろした。

　確かに、ここは自分の居場所だ。海洋センター自体が、水凪のために作られたような施し設せつであり、資金を食い潰つぶすだけなら純利益を伸のばしているアクアリウムから切り離はなされるのも……仕方がないと思う。

　妙な意地を張っていることは、弥緑に言われるまでもなく自覚している。でも、弥緑に差し伸べられた手を取るのは……やっぱり嫌いやだ。

「でも、弥緑にだけは助けられたくない」

「っ……そんなに、俺が嫌か」

　嫌、という表現は当てはまらない。では、どう答えればいいのかわからず、肯こう定ていも否定もできないまま奥歯を嚙かんでうつむく。

　これ以上、どうしても敵かなわないのだと思い知らされたくなかった。くだらないプライドだと呆れられようが、もともと格が違ちがうだろうと笑われようが、弥緑にとって少しでも対等に近い存在でいたい。

　なにもできないくせにプライドを捨てられない自分に、一番腹が立つ。

「水凪」

　答えを促うながす響ひびきで名前を呼ばれても、顔を上げることさえできない。

　立ち竦み、頑かたくなな態度を崩くずそうとしない水凪に、弥緑もとうとう呆れたのかもしれない。

「おまえがそうして俺を拒きよ絶ぜつするなら、もういい。頑がん固こ者が」

　硬かたい口調でそう言い残し、素早くスーツの上着とスラックスを身に着けると水凪に背を向ける。

　一歩足を踏ふみ出した瞬間忘れ物に気づいたのか、素足に革靴を履はいてプールを出て行った。

　後に残ったのは、弥緑が持っていたシャツや靴下から滴したたり落ちた水滴の跡あとと……スイムパンツ姿で立ち尽つくす水凪だけだ。

　弥緑は、一度も振り返らなかった。

　本当に、水凪に愛あい想そを尽かしたのだろうか。

　無用な意地を張っていることは、自分が一番わかっている。けれど、同性であるが故ゆえにギリギリのところで譲れないのだ。

　学生時代のあだ名のように、水凪が『姫ひめ』なら関係性も随ずい分ぶんと違っただろう。

「だからって、女に生まれたかったわけじゃ……ないけどな。男だから弥緑のリーダーシップやカリスマ性がわかるって部分もあるし、逆に男だから張り合いたいって意地もある。おれは結局、どうしたいんだろうな……」

　途方に暮れてつぶやくと、プールのイルカたちが大きく飛び跳はねて派手な水みず飛沫しぶきを浴びせてきた。

　彼らができる手段で、水凪を元気づけようとしてくれているのだ。

　自分なら、イルカたちが好む環かん境きようを一番理解して、整えることができるという自負がある。

　弥緑は、ここは水凪の居場所だと言った。でも、自分だけのものではない。

　彼らのためにも、海洋センターを閉へい鎖さしたり別の企き業ぎように譲じよう渡としたりするわけにはいかないのだ。

　妙な意地と言われようが、弥緑には頼たよらずここを維い持じする術すべは一つ。

　そのために、水凪がするべきことは……わかっている。







《八》







　ロビーに一歩足を踏み入れた水凪は、近づいてきたホテルスタッフの案内を断り、エレベータホールへ向かう。

「やっぱりここか。まぁ……海外のＶＩＰを案内するなら、このホテルになるよな」

　ハーシェム王子に詳くわしい話をしたいからと言われ、訪ねてくるよう指定された場所は、ここしばらくやけに訪おとずれる頻ひん度どの高い老舗しにせホテルだった。

　すっかり慣れ親しんだ場所ではあるが、さすが格式高いホテルだけあり、所々に飾かざられている豪ごう奢しやな生花は定期的に交換されている。エレベータホールの壁かべにかかっている油絵やリトグラフも、年に一度は替かえられているようだ。

　王子という立場から、ホテルには物々しい警備網もうが敷しかれている……と予想していたのだが、指定された階でエレベータから降りた水凪の目に映ったのは、たった三人の男だ。ただし見るからに屈くつ強きような男たちで、護衛であることを誇こ示じしている。

　彼らがエレベータを降りた水凪を見み遣やったのは一瞬で、すぐさま視線を逸そらす。行く手を阻はばまれるでもないことから、訪問者があること……もしかして水凪の写真も含ふくめて、護衛たちには予告してあったのかもしれない。

　警備が予想より薄うすいとはいえ、さすがにこのフロアに他ほかの宿しゆく泊はく客はいないようだ。廊ろう下かは静まり返っていて、自分の衣きぬ擦ずれの音さえ耳に届く。

「……ここだよな」

　指定された部屋の前に立ち、ブザーに指を伸ばしても護衛の視線を感じるのみで制止はされなかった。

　やはり、水凪が王子を訪ねてくることは知らされていたようだ。

　さほど待つことなく、室内から扉とびらが開かれた。顔を覗のぞかせたハーシェム王子は、水凪の姿を目にして友好的な笑えみを浮うかべる。

「やあ、ミナギ。待っていたよ。どうぞ」

「……失礼します」

　促されるまま部屋に入り、ゆっくりと扉が閉まる音を背中で聞いた。

　短い廊下の先はゆったりとしたリビングルームとなっており、さすがにスイートルームに滞たい在ざいしているようだ。

　このホテルのジュニアスイートルームは使ったことがあるけれど、スイートルームは初めて足を踏み入れた。

　あからさまに好こう奇き心しんを表さないようにしつつ、つい室内に視線を巡らせてしまう。水凪から見える範はん囲いに護衛や御お付つきの姿はなく、アクアリウムの視察の際にも感じたことだが随分とガードが緩ゆるい。

　ハーシェム王子自身が語っていたように、大おお仰ぎような護衛を嫌きらっていることと十五人の兄がいるということも、理由だろうか。

「座って。なにか飲む？　アルコールはないけど、それ以外はなんでもあるよ」

　体質の問題か酒類を好まないだけか、宗教上の理由か……アルコールはないと言いながら、王子がミニバーを指差す。

　水凪はゆっくりと首を左右に振ふり、示されたソファセットのイスに腰こしを下ろした。

「いえ、結構です。お気き遣づかいなく。……王子からいただいた提案についてですが」

「ミナギは、せっかちサンなんだな」

　クスリと笑いながらの「せっかち」に、驚おどろいて目をしばたたかせた。日本語を母国語としていても、最近の若者たちはあまり使わない言葉だ。

　いつどこで、誰だれに習ったのかわからないが、見事としか言いようがない。

「……日本語、本当によくご存じですね」

　感かん嘆たんする水凪に、ハーシェム王子はクスリと笑って返してきた。

「センセイをした友人が、優ゆう秀しゆうだった。だから僕も、同じだけ彼にアラビア語を教授した」

「素す晴ばらしいご友人関係のようで……」

　正しく、切せつ磋さ琢たく磨まというやつか。

　ハーシェム王子がこれだけ巧たくみに日本語を操あやつるのだから、その友人のアラビア語もネイティブに近いものだろうと想像がつく。

「せっかちで、申し訳ございません」

　ふっと息をついた水凪は、改めてハーシェム王子と視線を絡からませた。出で端ばなをくじかれた形になったけれど、王子とのんびり世間話をする気はない。

　膝ひざの上で両手を組み、再び口を開く。

「本題に入らせていただきますが、姉から、ハーシェム王子のお誘さそいとご支し援えんについて説明を受けました。おれ……私がそちらのアクアリウム関連のお手伝いをするという条件のみで、本当にご融ゆう資しをいただけるのでしょうか」

　回りくどい言い回しは苦手だ。自分の手の内を隠かくして、相手の腹を探さぐるようなこともしたくない。

　そのせいで、随分と不ぶ躾しつけな質問をしたと自分でも思うが、王子は「ははっ」と笑って許してくれた。

「アクアリウムを案内してもらった際にも感じたことだが、やはりミナギは、ストレートで気持ちがいい。そのキレイな顔……しなやかな身体からだも一目で気に入ったけど、中身まで僕の好みだな」

　そう言った王子は、テーブル越ごしに水凪へと手を伸のばしてきて、指先でそっと頰ほおに触ふれてくる。

　反射的にその手を振り払はらいかけたが、ギリギリで耐たえて両手を握にぎり締しめた。

　予想を、まったくしていなかったわけではない。

　思い浮かべては「まさか」と打ち消し……あまり考えないようにしていたけれど、「水凪が欲しい」という条件には、文字通りに水凪自身も含まれているようだ。

　物好きな、と声に出すことなくつぶやいた。

「こうして近くで見ても、ミナギは美しい」

　王子の言葉や触れ方には、湿しつ度どの高いねっとりとしたいやらしさはないが、こちらを見る瞳ひとみに熱っぽい光が見え隠れしている。

　ほんの少し頰を緩ませたハーシェム王子が、水凪と視線を絡ませてクスリと笑う。

「逃にげないということは、納なつ得とく済みか？」

「どうとでも思っていただいて……結構です」

　可能性として考えてはいたが、納得しているわけではない。でも自分の感情のみで、ここから逃げ出すこともできない。

　本当は、他人の体温は気持ち悪い。友人とのスキンシップも避さけていたくらいで……接せつ触しよくが平気なのは、家族以外ではただ一人……。

　頰に触れていたハーシェム王子の指が、スッと耳の下まで移動する。水凪はピクッと肩かたを震ふるわせただけで、かろうじて身を逃のがすことを耐えた。

「滑なめらかな肌はだだ。衣服で隠すのが、もったいない」

　そう言いながらネクタイに指をかけ、ほんの少し緩められる。

　喉のど元もとに押し当てられた指に、ゾクゾクと背筋を震わせた。

「お褒ほめいただいたのに恐きよう縮しゆくですが、背中に、美しいとは言い難がたい傷きず痕あとがあるんです。失礼ですが、シャツは脱ぬがないまま……」

　無様に震える手を、爪つめが手のひらに食い込むほど強く握り締めた……直後、訪問者を知らせるブザーが鳴り響ひびいた。

　ビクッと大きく身体を震わせた水凪は、今いま更さらながら猛もうスピードで脈打つ心臓の鼓こ動どうに気がつく。

「王子、どなたか……」

「ふ……さすが早いな。放ほうっておいていいよ。ミナギの肌を知っている男は、いる？」

　一度、二度……執しつ拗ように鳴らされるブザーを無視して、ハーシェム王子の手が水凪の首筋を撫なでる。

　肌を知る、という言葉は随ずい分ぶんと曖あい昧まいで、どの意味に捉とらえればいいのか迷い……「いいえ」と短く否定した。

「それなら」

　ハーシェム王子がなにか言いかけたところで、今度はスマートフォンが着信音を鳴り響かせる。同時に、ドアをドンドンと叩たたく音が……。

　水凪のものではない。水凪のスマートフォンは、ホテルのロビーに入ったところで電源をオフにしてあるのだ。

　ハーシェム王子は、ふっと嘆息して仕方なさそうに立ち上がる。

「これ以上無視していたら、ドアを蹴け破やぶられそうだ。すまない、ミナギ」

　喉元の肌に触れていた王子の手の感触がなくなったと同時に、大きく身震いをした。無意識に詰つめていた息を、細く吐はく。

　耳の奥では、激しい動どう悸きが響いている。いつからこの状態だったのか、腕うでには隠しようもない鳥肌が立っていた。

　誰だか知らないが、訪問者のおかげで助かったと思うべきか……せっかくの覚かく悟ごが空振りしてしまったと、恨うらみがましく感じるべきか。

　どちらにしても、これで許されるとは思えない。訪問者が去れば、王子は仕切り直そうとするだろう。

「……！　っだ」

「！　それが、……てんだよ」

　なんだ？　戸口で言い合う、二人の男の声が聞こえてくる。

　王子の身に危険があれば、廊ろう下かに控ひかえていた護衛が見過ごさないはずなので、大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……。

　緊きん張ちようも忘れて、そろりと戸口を窺うかがったのとほぼ同時に、駆かけ込むようなスピードで長身が姿を現した。

「……弥緑……？　う……そ、だろ」

　白昼夢を見ているのかと思った。

　目の前に立つ男が、現実のものだとは思えなくて忙せわしないまばたきを繰くり返す。

　……消えない。

　どうして、弥緑がここにいるのだろう。

　なにより、水凪が王子の部屋を訪ねてきていたことを知っていて押しかけてきた？　王子は、どうして護衛を呼ぶでもなく苦く笑しようして弥緑の背後に立っている……？

　水凪の頭の中では疑問が渦うず巻まくばかりで、混乱に拍はく車しやがかかる。

「出るぞ。ハーシェムとは話をつけた」

　問答無用と言わんばかりの強ごう引いんさで腕を摑つかまれ、引っ張り上げるようにして腰かけていたソファから立ち上がらされる。

「ちょ……と、待てよ。でも、おれは王子と話している途と中ちゆうで」　>>>♥

　焦あせった水凪は、呆ぼう然ぜんとして見詰めていた弥緑から目を逸そらし、ハーシェム王子に視線を移そうとした。

　それも許さないとばかりに、広い背中が視界に割って入る。

「なんの話か、想像はつく。いいから来いって！」

「弥緑……っ、ハーシェム王子？」

　なにがどうなっているんだ？　と困こん惑わくの目を向けたハーシェム王子は、笑えみを崩くずさないまま水凪に軽く手を振ふってくる。

「ものすごく残念だけど、僕の友人がお怒いかりだから、身を引くことにしよう。ミナギはミロクのものだと知っていたのに、イタズラ心を出してゴメンね」

「友人……て」

　ミナギはミロクのもの、という一言にも引っかかりを感じるが、それより王子の友人……とは？

　この部屋にいるのは、王子と水凪、弥緑の三人で……。

　そうだ！

「あっ！」

　思い至って小さく声を上げた水凪に、ハーシェム王子は笑みを深くした。

　どうして、今まで深く考えつかなかったのだろう。王子が最初に逢あったと言っていたパーティーの場では、弥緑が一いつ緒しよだったのに。

　水凪の周辺には、『中東の王族に友人がいる男』と『日本人の友人と言葉を教え合った王子』が最初から存在したのに、きちんと結びつけて考えようとしなかったなんて……自分はバカではなかろうかと、愕がく然ぜんとする。

　パーティーの時の水凪は、五年ぶりに逢った弥緑にばかり神経を集中させていた。そのせいで、他ほかの物事に対する印象をほとんど頭から消していた。

　五年ぶりに目の前に立つ弥緑の姿が目に入った瞬しゆん間かんから、ほぼ弥緑しか見ていなかったのだと、否いや応おうもなく思い知らされる。

「水凪っ、動けよ」

　弥緑は、ハーシェム王子の傍そばで足を止めた水凪の名を、苛いら立だちを隠かくそうともしない調子で口にしながら強く腕を引く。

　こんなふうに焦りを見せる弥緑は珍めずらしくて、心臓の鼓動が更に高まった。

「あの、ハーシェム王子、失礼します。気を持たせるような失礼なことをして……申し訳ございませんでした。おれは、弥緑」

「ミナギ。トドメを刺さすのは勘かん弁べんしてくれない？　僕は、最初からわかっていてイジワルしたのだから、謝らないで。ただし、一つだけ。アクアリウム計画にミナギの力を借りたいのは、本当だ。僕が嫌きらいになっていなければ、改めて依い頼らいするから……考えてほしいな」

　水凪の謝罪を遮さえぎったハーシェム王子は、精せい悍かんな姿とは裏腹の茶ちや目めっ気たっぷりな笑みを向けてくる。

　水凪が無言でうなずくと、弥緑の声が怒ど気きを帯びたものになる。

「いい加減にしろ！　自分で歩かないなら、担かつぐぞ」

「……やめろよ。めちゃくちゃ目立つし、重くて担げないだろ」

　水凪が冷静で、弥緑が感情を露あらわにする。

　いつもと逆の立場で言い合うのは、なんだか不思議だった。

　そんなことを考える余よ裕ゆうのある水凪とは違ちがい、弥緑は更に苛立ちを募つのらせた口調で言葉を続ける。

「おまえ一人くらい、簡単に抱だける。有言実行してやろうか？」

「遠えん慮りよするっ。きちんと自分で歩くって。そんなに強く摑むな。痛い……痣あざになるだろ」

　弥緑は、水凪の苦情など聞こえていない……という顔で聞き流し、グイグイ手を引いて廊下に出る。

「ハーシェム、……ッ！」

　ドアを閉める直前、室内の王子に向かって水凪にはわからない言葉でなにか言い残すと、これ以上話す気はないとばかりにドアを閉める。

　険しい表情で水凪の手を引く弥緑は、王子の護衛の男たちにチラリと視線を向けることもなく無言で通り過ぎる。護衛の一人が開いた扉とびらを押さえているエレベータに、当然のように乗って……フロント階ではないボタンを押した？

　口に出さなかった水凪の疑問は、表情に滲にじみ出ていたようだ。チラリとこちらを見み遣やった弥緑が、感情を抑おさえた低い声で説明する。

「日本に帰国してからずっと、ここの一室にロングステイしている。まだ、住む場所を手配していないんだ」

「…………」

　水凪はなにも言えなくて、弥緑に摑まれたままの自分の手首を無言で見下ろした。

　やっぱり……弥緑だと、触ふれられることに対する抵てい抗こうはまったくない。

　接せつ触しよくというには密度の濃こい『補給』と呼ぶあの行こう為いを、十年以上も続けているのだから当然かもしれないけれど……。

　弥緑が相手だから『補給』が平気なのか、触れたり触れられたりすることに抵抗を感じなかったから、弥緑と『補給』をし合おうということになったのか、どちらが先かわからなくなってきた。

「俺は、怒おこっているからな」

　そんな宣言を聞かされても、どうすればいいのだろう……。

　弥緑に「ごめん」と謝るのも、なにか違うのでは。

　なにも答えられない水凪は、せめて弥緑に抗あらがうことなく身を任せよう……と決めて、肩かたの力を抜ぬいた。










　部屋に入っても硬かたい表情のまま手を引く弥緑は、水凪がまったく抗う様子を見せないことに気づいているのだろうか。

「……ッ！」

　言葉もなく、投げ出すようにしてベッドの端はしに座らされる。

「なんだよ、弥緑。なんで、おれが王子の部屋にいるってわかった……？」

　水凪が、目の前に立ち塞ふさがる弥緑を見上げると同時に、襟えり元もとに手が伸のびてきた。反射的に身体からだを硬くした水凪に、弥緑が抑えた声で答える。

「ハーシェムから連れん絡らくをもらった。もうすぐミナギが来る。健けな気げにも企き業ぎようへの援えん助じよと引き換かえに身を差し出す覚かく悟ごをしたようだけど、自分のものにしていいか？　って。パーティーで一目見た時から、気に入っていたのはわかってた。水凪には手を出すな……って釘くぎを刺したのに、面おも白しろがりやがって」

　忌いま々いましそうにそう口にした弥緑は、今度はおまえが答える番だとばかりに水凪に尋たずねてくる。

「少し、ネクタイが緩ゆるんでいる。ハーシェムに触さわらせたのか？　背中のアレは……見せていないよな？」

　ネクタイのノット部分に指を突つっ込むと、軽く左右に揺ゆらしながら結び目を緩ませる。

　その弥緑の手を指差して、言い返した。

「スーツ、上着も脱ぬぐことなく着込んでるだろ」

　頰ほおに指先がかすめたアレを、触らせたというのは大おお袈げ裟さだろう。喉のど元もとに触れたのも、ほんの少しだけだし、否定しても問題ない……よな？

「王子には、どこも、触らせて……ない」

　そんな迷いが、答えに滲み出てしまったようだ。水凪を見下ろす弥緑の目つきが、鋭するどいものになる。

「触らせたのか」

「……触ったって数に入らないくらい、少しだけだ」

「でも……ハーシェムに、資金援助と引き換えに身売りしようとしたんだろ？　俺の申し出は、拒こばんだくせに！」

　両手で頰を挟はさみ込まれ、至近距きよ離りで視線を絡からませられる。

　怒気を含ふくむ声と、視線……と思っていたのに、弥緑の瞳ひとみには傷ついたような光がチラチラ見え隠れしていて、肩の強こわ張ばりを解いた。

「それは、弥緑にも言われたけど、おれの……くだらない意地だ。弥緑とは、対等な関係……その他大勢とは違う、特別な間あいだ柄がらでいたかった。ハーシェム王子と弥緑みたいな、端はたから見ても空気の馴な染じむ友人が理想で……羨うらやましい」

　みっともない心の内を吐と露ろすると、震ふるえる息をついて唇くちびるを嚙かんだ。

　水凪を睨にらみつけていた弥緑の視線が、ようやく険のないものになる。

「おまえの中で、俺は……特別か？」

　唇の端をわずかに吊つり上げて、改めてわざわざ言わせようとする弥緑は、やはりよろしい性格をしている。

　眉まゆを顰ひそめた水凪が無言で顔を背そむけようとしたのを許してくれず、背中を屈かがめて目を覗のぞき込んできた。

「言えよ。素す直なおになったら……俺は、おまえのもんだ」

　水凪が、いらないと断ることなど想定していないと……強い瞳が語っている。

　自信家め。その鼻をへし折ってやりたいくらい、腹立たしい。

　でも……弥緑が自分のものになるという一言は、抗い難がたいほど魅み惑わく的な響ひびきだった。

「おれが、なにもかも曝さらけ出したら、弥緑が手に入る？　……笑えない冗じよう談だんだろ」

　真に受けて嬉き々きとして飛びついたところで、肩かた透すかし……となれば、二度と立ち直れないほど打ちのめされそうだ。

　そんな怯おびえから、冗談だろうと逃にげかかる水凪を弥緑は許してくれない。

「だから、試ためしてみろって」

　微び笑しようする弥緑は、なにを考えているのだろう。

　からかわれているだけかもしれない。

　素直に、弥緑を求めるだけで自分のものになる？　本当に、それほど容易たやすく手に入れられると思ったのかと……一いつ蹴しゆうされる可能性もある。

　それでも今の水凪は、自身の胸の中に渦うず巻まく想おもいを、吐はき出さずにいられなかった。

　ハーシェム王子に身売りしようとした、無様な場に踏ふみ込まれたのだ。しかも、二人の関係が羨ましいなどとみっともない言葉を聞かせた。

　取り繕つくろっても今いま更さらだろうと開き直りに近い心情で、弥緑を見上げる。

「弥緑が特別……だ。おれのものになるなら、欲しい」

　初めて逢あった日から、弥緑だけを目に映していたのだ。張り合っても敵かなわなくて、常に二歩先を歩く弥緑の背中を追いかけてばかりだった。

　特別だと、そんな言葉で言い表すことができないほど……ずっと、水凪の中に居座っている。

　ついに言ってしまったと、泣きそうな思いで唇を嚙むと、弥緑はこれまで水凪に見せたことのない優やさしい笑えみを浮うかべた。

「最初から、おまえのものだろ。おまえは俺のため、俺はおまえのために生まれてきたんだ。俺は、おまえが生まれるまで二年ばかり待たされたけどな」

　スーツの上着越ごしに、肩けん甲こう骨こつの間に手のひらを押しつけられる。

　そこにある海神の証あかしは、水凪には役に立たないものだ。でも、弥緑のために存在すると思えば、ストンと腑ふに落ちる。

　同じく、弥緑の爪つめの鉱石は、弥緑自身に益をもたらすものではなくて……水凪のために、そこに在るのだ。

　弥緑の腕うでに手をかけると、堰せきを切ったように想いが溢あふれ出した。

「ひ、姫ひめと縁えん談だんが……って聞いた。姫だろうが、王おう妃ひだろうが、好きなように結けつ婚こんしてしまえって思ってたけど……やっぱり嫌いやだ」

　素直に「嫌だ」と訴うつたえた水凪に、弥緑は満足そうな笑みを浮かべる。

　憎にくたらしい……のに、心臓がドクドクと鼓こ動どうを速めた。

「おいおい、姫はともかく王妃はマズい。あっちじゃ、不ふ貞てい行こう為いは死罪だ」

「笑いごとじゃないっ。おれは、二番目とかは……ごめんだからな」

　弥緑の一番で、唯ゆい一いつでいたい。

　プライドを押し潰つぶして泣きそうな思いで訴えると、弥緑は大きく息をついて水凪を両腕の中に抱だき込んだ。

「いきなりそんな、可愛かわいくなりすぎるなよ。心臓、射い貫ぬかれて……死んじまいそうだろ」

「……まだ茶ちや化かすか」

「真ま面じ目めな話、バクバクしてんだって。ほら……わかるだろ」

　抱き込まれていた腕が離はなされたかと思えば、右手を摑つかまれて、弥緑の胸の真ん中に押しつけられた。

　平然としているように見えるのに、シャツの上からでも感じ取れる激しい動どう悸きが伝わってきて、不思議な気分になる。

「姫と婚約っていうのは、根も葉もないただの噂うわさだ。俺はおまえを嫁よめにするって、一目見た瞬しゆん間かんに決めてたからな」

　そう口にした弥緑に、両手を取られて指先に口づけられる。

『おまえ、俺の嫁にしてやってもいいぞ』

　九歳の少年が言い放った、偉えらそうなプロポーズを思い出し……堪こらえ切れない笑いが込み上げてきた。

「おい。おまえこそ、俺が大真面目に告白してんのに、なに笑ってんだよ」

「……ごめん。嫁には……なれないけど、弥緑が好きだよ」

　そういえば、この……想いを伝える一番シンプルな言葉は、告げていなかった。

　頭に浮かんだ一言を、水凪が自然と口にすると、弥緑はじわりと目を瞠みはって……盛せい大だいに顔面を赤く染めた。

　よく見ると、耳まで赤い。

「ちょ……ちょっと、待て。いきなりそれは、反則だ」

　水凪から顔を隠かくそうとしてか、そっぽを向いて片手で自分の髪かみを搔かき乱す。

　自信過か剰じようで、強ごう引いんで、傲ごう慢まんで……そんな弥緑しか知らなかった水凪は、言葉を失う。

　なんなんだ、この男。

　強引で自信家で、傲慢だと思っていたけれど、実はこんなに可愛かったのか……？

　顔を背けていた弥緑は、視線を合わせてもらえなくてもジッと見み詰つめている水凪の視線に負けたかのように、大きく息をついて口を開いた。

「……っああ、もう……好きだよ、水凪。おまえのなにもかもがキレイなせいで、ガキの頃ころからおまえしか目に入らなかった。俺は、とっくにおまえのもんだ」

　顔を隠そうとしてか、床ゆかに片かた膝ひざをついて水凪の膝に自分の額を押しつける。

　弥緑の意志の強さをそのまま表したような、硬かたくて黒い髪にそっと触ふれると、胸の奥に愛いとしさがじわりと広がった。

「そんなこと言うの、弥緑だけだ」

　背中の『鱗うろこ』をキレイだと言ったのも、弥緑だけで……随ずい分ぶんと贔屓ひいき目めで見られている気がする。

「でも、嬉うれしい……な」

　ポツリとつぶやいた水凪を、床に跪ひざまずいた弥緑が両腕の中に抱き込む。水凪は身み動じろぎ一つせず、息苦しいほどの抱ほう擁ようを受け止めた。

「俺だけでいい。水凪は俺のものだ」

「……うん」

　小さくうなずいた水凪は、弥緑の広い背中に手を回してギュッと抱きついた。

　いつも反発していたから、自ら抱き返すのは気き恥はずかしい。

　こうして、水凪が素直に背を抱くのは初めてだと、弥緑は気づいていないのかもしれないけれど。

　素直になればこの上なく安心できる腕の中で、ふっと苦笑を浮かべて瞼まぶたを伏ふせた。







《九》







　照明をもう少し落としてくれと訴えても聞き入れてくれず、煌こう々こうとした明かりの中で次々と着ているものを剝はぎ取られる。

　スーツの上着、ネクタイを抜ぬき取る手には素す直なおに従った。弥緑にシャツのボタンを外されるのも、誤解を恐おそれずに言うなら慣れている。

　でも、躊躇ためらうことなくベルトを外してスラックスに手をかけられるに至って、反射的に身体からだを逃がそうとしてしまった。

「なに逃げてんだ。隠すな……って。今更だろ」

「ゃ、なんか……ちょっと違ちがう。今更じゃないっ」

　二十三にもなった男が、同性の幼おさな馴な染じみに裸はだかを見られることを恥じらうこと自体が恥ずかしいと思う。けれど、水凪を見る弥緑の目がいつになく熱っぽいせいで、居たたまれない気分になる。

　消極的な動きながら逃のがれ続けようとする水凪に、弥緑は苛いら立だちを含ふくんだ声で「逃げんなって」と口にする。

　ついにベッドの上で一糸纏まとわぬ姿にされてしまい、羞しゆう恥ちに耐たえる水凪を見下ろす弥緑が感かん嘆たんの息をついた。

「おまえは、昔も今もキレイだ。なんで、男の身体がこんなにエロいんだ」

「知るもんか。そんなこと言うの、おまえだけだ……って。目が、どうかしてるんじゃないのか」

　視界を遮さえぎろうと伸のばした手を摑まれて、頭の脇わきでベッドに押さえつけられる。

　喉のど……鎖さ骨こつ、胸むな元もとから腹にかけて。食い入るような弥緑の視線を感じて、奥歯を嚙かんで顔を背そむけた。

「五年前、ここでおまえを自分のものにしてから日本を出ようと思ってた。でも……ギリギリで耐えて、正解だったな」

「な……に？」

　そう言いながら首筋に唇くちびるを押しつけられて、ピクッと肩かたを震ふるわせた。

　五年前。弥緑が無期限で外国に行くと聞かされた夜、このホテルの部屋で組み敷しかれたことは忘れていない。

　途と中ちゆうで、なにをされているのかわからなくなるほど弥緑の手やキスに溺おぼれて、思い出したくないくらい自分一人が乱された。

　あれのどこが、『耐えた』だと？

「一度でもおまえを知れば、手放せなくなると予想がついていたからな。すべてを俺のものにするのは、『山王』での地位を確立させて……俺がどうしようが、誰だれにもなにも言わせない状態にしてからだと、決めてた」

「あ……」

　剝むき出しになった胸元に押しつけられた大きな手が、ゆっくりと肌はだの上を滑すべる。脇腹……腰こし骨ぼねを包み、腿もものつけ根で動きを止めた。

　無ぶ遠えん慮りよに触れてきたくせに、そこから動かない。素肌に押し当てられているだけで……だからこそ、やたらと存在を感じる。

「もう全部、俺のものにするからな。泣いて逃にげようとしても、止めてやれる自信はない。けど……」

「けど……？」

　弥緑らしくない、言葉の濁にごし方だ。

　不ふ審しんに思った水凪が、途切れさせた言葉の続きを促うながすと、弥緑は迷いを滲にじませた声でポツポツと口にした。

「おまえが、どうしても嫌いやだっていうなら……嫌きらわれるのはキツイかな」

「っく……くくっ、それこそ今いま更さらだろ。これまで散々、好きなようにしてきて……なんだよ、それ」

　笑う場面ではないはずなのに、笑わずにいられなかった。

　初めて逢あった時から強気で、自分勝手で……五年前も、戸と惑まどう水凪を無視して好きなように振ふる舞まったくせに。

　小さく肩を震わせ続ける水凪に、弥緑が小さく吐と息いきをつく。

「笑ってんなよ。おまえに関しては、いつも大おお博打ばくちを打つ気分なんだ。ハッキリ言って、自信なんかない」

　気まずそうに目を逸そらし、迷いながら言葉を口にする弥緑は珍めずらしい。もしかして、こんな弥緑は水凪しか知らないのではないだろうか。

「いきなり弱気になるなよ。……弥緑のそんな姿を見られるなんて、ちょっとだけ気分がいいけどな」

　初等科から高等科にかけて、水凪が学校で目にする弥緑は常に王様のようだった。周りの学生は無意識に弥緑の統とう率そつ力に惹ひかれ、服従を望むかのように集まる。

　同じように生徒会長という任に就ついていても、水凪の場合はきっと頼たよりなかった自分をサポートすることで他ほかの役員が纏まっていたことを思えば、教師たちが「生徒会の運営タイプが正反対だな」と笑うのもわかる。

　誰も、弥緑の真似まねはできない。

　皆みなが、前生徒会と比ひ較かくされることが嫌で弥緑の後任を避さけたがったのだから、水凪はある意味貧びん乏ぼうくじを引かされたと思っている。

　そんな百ひやく獣じゆうの王のような弥緑が、自分の前で迷いを滲ませているのだと思えば……奇き妙みような優ゆう越えつ感が湧わいてくる。

「俺が弱みを見せられるのは、おまえだけだ。なにもかも……おまえの特権だ」

　水凪がいたから、強く居られるのだと語った弥緑が、同時に水凪にだけは弱いところを見せられると口にする。

　弥緑らしい傲ごう慢まんな言い方だけれど、それは確かに『特権』だ。

　偉えらそうに言うな、バカ……とか。そんな特権いらねーよ、と突つっぱねてやろうかとチラリと頭を過よぎった。

　でも、弥緑がほんのわずかに不安そうな目をしていることに気づいたから、吐息一つで受け止めることにする。

「ぅ、ん……おれは、おまえのものなんだろ。好きにしろって」

　弥緑の髪かみを指先で搔かき乱して、頭を引き寄せる。軽く唇を触れ合わせて、黒曜石のような瞳ひとみと視線を絡からませた。

　他の人間と、こんなふうに触れ合えるとは思えない。触さわりたいとも、触られたいとも考えられない。

　水凪にとっても、なにもかも『弥緑だけ』だ。

「悪い。食い尽つくしていいか？　後で、気が済むまで『補給』させてやるから……」　>>>♥

「……ん」

　返事の代わりに、弥緑の頭を抱だき寄せて唇を重ねる。

　覚かく悟ごの上で、好きにしろと言ったのだ。自分の発言の責任くらいは、取る……と、ぎこちなく触ふれ合わせた舌で伝えた。










「ッ、ぁ……っ」

「五年……もっとガキの頃ころから思ってたけど、なんかおまえ……めちゃくちゃエロい。その色気、どっから出してんだよ」

「知る……もんか」

　色気の有う無むなど自分では考えたこともないのだから、出所なんかわかるわけがない。

　乱れて目元にかかる前髪の間から睨にらみつけると、弥緑は熱を帯びた目で水凪を見み据すえていた。

「白い肌が、ほんのり紅潮して……たまんねーな」

「っ！」

　腿の内側をスルリと撫なで上げた弥緑の手が、熱い。ビクッと脚あしを震わせた水凪に、かすかに唇の端はしを吊つり上げる。

「ここも……おまえのそんな顔も、俺しか見たことがないんだよな。あれから、誰とも寝ねてないんだろ？」

「決めつけ……んな」

　質問ではなく、確かく認にんの口調でそんなふうに口にする弥緑を、悔くやしさを込めて見上げる。

　おまえだけではないと否定してやったら、どんな顔をするだろう。

　そう頭では考えても、実際に口に出すことができないのは……虚きよ勢せいを張ってついた噓うそは、すぐさま看破されると想像がつくからだ。

「答えはくれないのか？　まぁ……聞かなくてもわかるけど」

「ッ」

　こうして、少し触れられただけでビクビクしていたのでは、言葉にするまでもなく答えているのと同じだ。

　触れられることに、慣れていない。弥緑の手しか、知らない……と。

　悔しいのに、否定できない。

「このホテルでおまえに触った時のことを、離はなれていた五年のあいだに、何十回……何百回も思い出した。頭の中なら、あの時にできなかったことも……どんなことでもできた。でも、やっぱり現物は違ちがうな」

「当然、だろ。好きにしたいのなら、一生、妄もう想そうの中のおれに相手をしてもらえばいい」

　本当は、弥緑が想像した水凪が理想なのだろうと……現実とのギャップに幻げん滅めつされるかもしれないと、怯おびえているくせに。

　素す直なおに「今、目の前にいるおれを見ろ」と言えず、可愛かわいげのない強がりを口にする自分が嫌になる。

　弥緑は、水凪のそんな複雑な心情までお見通しだとばかりに、ふっと唇くちびるを綻ほころばせた。

「現物が一番だって言ってんだよ。どんなことを想像しても、こうして触れることのできるおまえには勝てねーよ。声も……息いき遣づかいや体温も、匂においも……なにもかもそそられる」

「っん……」

　水凪こそ、弥緑の手に触れられたことを思い出しては、眠ねむれない夜を過ごした。

　身体からだの熱をうまく逃がせなくて、深夜にこっそり海水プールに身を浸ひたしたことも幾いく度どとなくある。

　あんなふうに触れられる快楽を、知りたくなんかなかった。

　自身の手で処理するのでは得られない熱を身体に教えられ、いつ帰るのかも告げずに姿を消した弥緑が恨うらめしくて……。

　常に感じる餓うえが、弥緑の有する鉱物を求める本能的なものなのか、知る必要のなかった熱を欲ほつする濫みだりがましいものなのか、自分でもあやふやになって怖こわかった。

「ぁ……弥、緑」

「……んだよ。嫌いやか？」

　熱を帯びている屹きつ立りつを緩ゆるく手の中に包み込まれて、小さく脚を跳はね上げた。

　弥緑は嫌か、と問いつつ手を離そうとはしない。水凪が嫌がっているのではないという、確信を手にしているせいだろう。

「違……う。嫌じゃ、なくて……それ、足りない」

　きっと水凪を思い遣やって丁てい寧ねいに触れてくる弥緑の指が、もどかしい。

　もっと強ごう引いんに触れてくれればいいのに、言葉ほど傲慢ではない弥緑に、意地の悪いことをされている気分だ。

「ッ、……どう、されたい？」

　恥はじを忍しのび、小さな声で足りないと訴うつたえた水凪に、弥緑は一いつ瞬しゆん息を詰つめ、かすれた声で聞き返してきた。

　屹立に絡みつかせた指に微び妙みような力を加えられ、ゾクゾクと背中を震ふるわせる。

「おれ、わかんない、から。弥緑の、好きにし……て」

「その台詞せりふ、忘れんなよ」

「忘れな……ッ、ぁ！」

　この大きな手、長い指に導かれて生まれる快楽を、知っている。

　弥緑が一度も姿を見せなかった五年間、他ほかのものでは埋うめられない餓えに、どうにかなりそうだった。

　弥緑に触れられるだけで、あっと言う間に満たされる……けど。

「弥緑、おれ……ッ」

「ああ？　好きにしていいんだろ」

　弥緑の手首を摑つかんだ水凪が、逃にげたがっていると誤解したのだろうか。威い嚇かくするように睨まれて、緩く首を左右に振ふる。

　絶妙な力加減で指を絡みつかされ、痺しびれるような心ここ地ちよさが全身に染しみ渡わたった。

「あ！　違……っ、う。嫌じゃない。そうじゃなく……て、おれだけじゃなく、弥緑も……弥緑に、触り……たい」

　水凪は脱ぬがせたくせに、弥緑はまだ服を身に残している。

　ボタンを外したシャツの隙すき間まから覗のぞく胸むな元もと、ベルトを抜ぬき取ってフロントをわずかに寛くつろげたスラックスからチラリと見える下着に、もっと見たいという欲を刺し激げきされる。

　その水凪の視線に意味を察したのか、弥緑が低く笑った。

「なに、俺の身体……見たい？」

「見た……い。触り、たい」

　こんなふうにはしたないことを口にする自分が、信じられない。毒のような熱に、浮うかされているみたいだ。

　水凪の求めに驚おどろいたような顔をしていた弥緑だが、ふっと吐と息いきを零こぼしてベッドに膝ひざ立ちになった。

「今の俺は、おまえにヤレって言われたら、どんなことだろうとできそうだ。飛んだり、火ぃ噴ふいたり……できるかも」

「……ふざけんな、バカ」

　シャツを脱ぎ捨て、中ちゆう途と半はん端ぱに身に着けていたスラックスと下着をベッドの下に投げ落とした弥緑に、まだ茶ちや化かす余よ裕ゆうがあるのかと苛いら立だつ。

　水凪は、余計なことを考えられないくらい追い詰められているのに……。

「いや、わりとマジで。おまえのためなら、なんでもできる」

　ふざけているのかと思った弥緑は、大おお真ま面じ目めな顔でそう口にして、水凪の膝のあいだに身体を割り込ませてくる。

　膝を閉じることができなくなり、激しい動どう悸きを感じながら弥緑を見上げた。

「なんだよ。見たいんだろ。好きなだけ見ていいから……俺にも、おまえを見せろ」

「好きな だけ、って……」

　そう言われても、弥緑の手に触ふれられるとじっくり観察する余裕がなくなってしまう。

　きちんと目を開けていることさえ、できなくて……ズルい。

「あの日、できなかった……五年もオアズケだったことも、するからな」

「ぅ……ん」

　曖あい昧まいに頭を動かすと、弥緑の指が開かされた脚の奥にまで滑すべり込まされた。ビクッと小さく肩かたを震わせた水凪は、天てん井じように視線をさ迷わせる。

「不安そうな顔。どうするのか、わかってんのか？」

「……なんとなく」

　実際の経験はなくても、知識としてはゼロなわけではない。そうぼんやり答えた水凪に、弥緑はかすかな笑えみを浮かべた。

「それでも、逃げないんだな」

「逃げてほしいのか」

「そういう意味じゃねーよ。覚かく悟ごを決めた水凪の潔いさぎよさに、なんか……このキレイな生き物に触さわって本当にいいのかな……とか」

「なんだそれ。……おまえが怖おじ気けづくなよ」

　せっかくの覚悟を空から振ぶりさせるな、と。

　立てた膝で、スルリと弥緑の脇わき腹ばらを撫なでる。ピクッと眉まゆを震わせた弥緑は、小さく息をついて水凪の頭の上に手を伸のばした。

「なんだ？」

「んー……ここに、秘密のグッズが」

　ベッドヘッドの部分に並べられているクッションの下を探さぐった弥緑の手には、透とう明めいな液体の入った小さなボトルとコンドームが……。

「な……っ、なんでそんなの、そこに……っ」

「おまえをいつか連れ込んでやろうって、決めて……機会を窺うかがってたんだ。無む駄だにならなくてなにより」

　絶句する水凪をよそに、飄ひよう々ひようと笑う弥緑は宇宙人並みに理解不能だ。

　いつか、連れ込んでやろうと決めてただと？

　さっきは『おまえに関しては、いつも大おお博打ばくちを打つ気分なんだ』とか、『自信なんかない』とか、なんとなく殊しゆ勝しようなことを言っていたくせに。

　啞あ然ぜんとしている水凪の前で、弥緑は手早くボトルを開けて滴したたるほど液体を手に受けた。粘ねん度どの高いそれは、細く糸を引いて一いつ滴てき……二滴、水凪の腿ももに落ちる。

「……ぁ」

「そんな、泣きそうな顔するなよ。……めちゃくちゃに、そそられるだろ」

「ん……ッ！」

　硬こう直ちよくして身み動じろぎ一つできずにいると、後こう孔こうに弥緑の指を押しつけられた。ぬめりを纏まとった指は、ほとんど抵てい抗こうなく潜もぐり込んでくる。

　信じられない。あの、長い指が……身体からだの奥で、ゆるゆると抜き差しされている。ゆったりとした動きは、そこにあるという存在感を思い知らされているみたいだ。

「指一本だったら、痛くないだろ。……増やしても大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「き、聞く……な。なんでもいい、から……好きにしろ、って」

　顔が熱い。気き遣づかう口調で尋たずねてくる弥緑と目を合わせることはできなくて、顔を背そむけながら言い返した。

「んー……じゃあ、コレが人差し指で、中指……」

「っ、ぅ……ぁ！」

　指が倍になり、粘ねん膜まくを開かれる鈍どん痛つうに奥歯を嚙かむ。それでも「嫌だ」と零れそうになった一言は、ギリギリで吞のみ込んだ。

　水凪が嫌だと言えば、弥緑は引いてしまうかもしれない。戸と惑まどっているだけで、嫌なわけではないのだから、拒こばんでいると思わせてはいけない。

　浅い息を繰くり返してなんとか身体から力を逃のがしていると、ぬめりを足した指がゆっくりと抽ちゆう挿そうされる。

「ア、ぁ……弥緑っ、っあ！　ン……ッ」

　どうして、弥緑は黙だまっている？

　いつも、水凪が眉を顰ひそめるほど茶化したり軽口を叩たたいたりしているのに、弥緑に無言でいられると不安になる。

　そろりと視線を向けて、弥緑を窺い見る。

「あ……」

　不意に視線が絡からんだ弥緑は、激情を抑おさえ込むかのように険しい表情と、熱っぽく潤うるんだ目で水凪を見下ろしていた。

　ドクンと心臓が更さらに大きく脈打ち、開かれた膝が震ふるえる。

「……指、締しめつけた。ここ……いい？」

「ゃ、わかんな……ッ、ぁ……そ、れ……ン！」

　なにをどうされているのかよくわからないけれど、意識せず粘膜が弥緑の指を締めつけているのを感じた。

　痺れるような奇き妙みような感覚が生まれ、じわじわ身体中に広がる。ビクビク腰こしを跳はねさせた水凪に、弥緑は唇くちびるに微び笑しようを浮かべた。

「わかった」

「な、なに……？　なにが、わかっ……た」

「おまえのいいトコロ。苦痛を与あたえたいわけじゃないからな。これ以上ないってくらいの快楽に溺おぼれさせて、俺じゃなきゃダメだって身体に教え込む」

　ゾクリと背筋を這はい上がったのは、剝むき出しの独どく占せん欲よくをぶつけられたことに対するかすかな怯おびえと……歓かん喜き。

　望めばどんなものでも手に入れられそうな弥緑に、なりふり構わず求められているのだと、堪たまらない優ゆう越えつ感が身体の奥から湧わいてくる。

「……怖こわいな」

「ビビっても、もう手放してやらねーよ。全部……俺のものだ、水凪」

「ぁ……ぁ！」

　根元まで埋うずめられていた二本の指が引き抜ぬかれ、代わりに比ひ較かくにならない質量の熱ねつ塊かいが押しつけられる。

　咄とつ嗟さに伸ばした右手を強く握にぎり締められて、じわりと突つき入れられた。

「っ、ぁ……！」

「ン、すげ……熱い、な。水凪……そのまま、息詰つめるなよ。おまえの奥まで、入らせろ」

　大きな手の中に握り込まれた右手を、頭の脇でベッドに押さえつけられる。

　浅いところで動きを止めていた熱塊が、粘膜を搔かき分けるようにして深くまで入り込んでくる。

「も……ッ、奥……い、っぱい……ぁっ、ん！」

　これ以上は、無理……と。なにかが溢あふれると訴うつたえても、弥緑は動きを止めなかった。

　頭の中が真っ白になって、なにも考えられない。身体の内側で響ひびく、激しい動どう悸きと息遣いだけになり、思考が熱に溶とかされる。

「っ、水凪……」

　なにもかもがあやふやな世界で、自分の名前を呼ぶ低い声だけが、やけにハッキリ耳に飛び込んできた。

「ぜん……ぶ？」

「ああ。動くの、待つ……から」

「いい、よ。なんか、気持ちい……から」

　本当は、この苦しさがいいのか悪いのかなどわからない。ただ、弥緑で満たされていると思うだけで、奇妙な疼うずきが身体の奥に灯ともる。

「弥緑……、ン」

　強く握り締められた右手はそのまま、左手を伸ばして弥緑の背中を抱だき寄せる。

　唇を触れ合わせると、熱っぽい吐と息いきを絡みつかせるように口づけを交かわした。

　……気持ちいい。全部。弥緑に触れられたところが、細さい胞ぼうごと作り変えられていくみたいだ。

　素す肌はだで感じる弥緑の身体が熱くて、自分だけが狂くるおしい熱に翻ほん弄ろうされているのではないと、伝わってくる。

　こんなの、弥緑としかできない。弥緑の熱しか、知りたくない。

「水凪……みな、ぎ。……してる。おまえが、……だ」　>>>♥

　愛してる。おまえが俺のすべてだ、と。

　熱っぽく告げる甘くかすれた声が、耳に流れ込んできたような気がするけれど、快楽に惑わく溺できするばかりの水凪にはきちんと意味を捉とらえられなくて……。

「弥緑っ、弥緑……っふ、ぁ！」

　閉じた瞼まぶたの裏で、チカチカと弾はじけるような光を感じながら弥緑の背中に抱きついた。
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「今、おまえに同じことを言ったら、違ちがう答えをくれるんだろうな」

「……なんのことだ」

　汗あせで額に張りつく前まえ髪がみを指先で払はらいながら、弥緑が顔を覗のぞき込んでくる。ふっと息をついた水凪は、わずかに首を傾かしげて聞き返した。

　喉のどが痛い。声がかすれている原因は、……と考えようとしてやめた。

　そんなの、この腹いっぱいになった肉にく食しよく獣じゆうのように満足そうな目で自分を見下ろしている男が元げん凶きように、決まっている。

「初めて逢あった時の、プロポーズだよ」

「……まだ根に持ってんのか」

　子供の頃ころの恨うらみ言ごとなど、ピロートークに持ち出すものか？

　苦笑して、呆あきれを滲にじませた声で口にした水凪に、弥緑は「だってさ」と子供のように続ける。

「一ひと目め惚ぼれした相手に即そく答とうでフラれて、泣きたくなるくらいショックだったんだからな」

「おれがなんて言ったか、憶おぼえてるか？」

　弥緑の手を取り、微笑を浮うかべて尋ねる。

　不ふ審しんそうな目で水凪を見み詰つめ返した弥緑は、少し考えていたようだけれど……「確か」と口を開いた。

「嫌いやだって、泣きそうな顔で俺を睨にらんだ」

「その後だ。……おれは、無理って言ったんだよ。女の子じゃないから、弥緑のお嫁よめさんになれない……って残念だった」

　初めてそんなふうに告げた水凪に、弥緑は目を見開いてわかりやすく驚おどろきを示す。

　右手に握っていた手を強く握り返されて、「いてて」と眉まゆを顰めた。

「なんだそれ。初耳だぞ」

「初めて言ったからな。誰だれかサンは、おれの言い分をロクに聞こうとせずに『嫁にしてやる』とか偉えらそうに押しつけるばかりだったし」

「それ……俺が言い方を変えていれば、おまえの答えも違っていたってことか？」

「かもしれない」

　子供だったあの頃の自分が、弥緑にどう答えていたか確かなことは言えない。でも、「嫌」とか「無理」以外に返事をしていた可能性はゼロではない。

　だって……。

「……背中の鱗うろこを、初めてキレイだって言ってもらえて、嬉うれしかった」

　弥緑と目を合わせて、小さく笑いかける。

　あの瞬しゆん間かんから、弥緑は水凪にとって特別になった。

　弥緑が水凪をキレイだと言い、水凪が弥緑の爪つめに目を奪うばわれて……互たがいに、特別な存在となったのだと思う。

　同性であるがゆえに、意地を張った水凪が弥緑に張り合おうとして、なかなか素す直なおになれなかっただけで……。

「ズルいよなー。そんなふうに笑いかけられたら、もっと早く言えとか責めることもできねーし。おまえに負けるしかないだろ」

　弥緑の意外な言葉に、「え？」と首を捻ひねる。

　負けるのは……いつも、水凪のはずだ。

　これまで一度も、弥緑に勝てたと感じたことなどない。

「おまえはどう思ってんのか知らないけど、水凪が最強だ。ま、山も海から生まれたんだと思えば、仕方ないけどさ」

　そう言って諦あきらめたように笑い、唇くちびるを触ふれ合わせてきた弥緑にもうなにも言えず……そっと瞼を閉じた。

　もし、今……弥緑にあの時と同じことを言われたら、どう答えようか？







《終》







「まぁ、いいわ。山王との共同事業っていう表向きなら、海寳が経営難に陥おちいってるみたいな印象も適当に操作できるから幸いね。弥緑くんも、ビジネスに関してはシビアらしい噂うわさばかり聞こえてくるけど、あんたが困ってたら見捨てられないみたいだし……やっぱりあんたたち、いくつになっても幼おさな馴な染じみなのね。これからもずっと、仲よくしなさいよ」

　そう言って、満足そうに笑った姉を見送り……扉とびらが閉まってからきっちり十秒を数えて、特大のため息をついた。

　なんだか、釈しやく然ぜんとしない。

　いや、一方的な施ほどこしという雰ふん囲い気きではなく、共同事業に向けた出資という名目にしてくれたのは、ありがたいと思わなければならないのだろうけど……水凪の気分的には、借金であることに変わりない。

「姉さんには適当に誤ご魔ま化かしたけど、山王からの出資じゃなくて弥緑のポケットマネーなんだよなぁ。なんか、カンケイを盾たてに都合よく利用する、アレみたいじゃないか？」

　水凪の頭の中では、性質のよくない女性が「あのブランドの新作バッグが欲しいんだけど、クレジットの限度額がもういっぱいでぇ……どうしよ」と、ターゲットと定めた男性にすり寄るシルエットが浮かんでいる。

　全力で甘えられた男性は、「いいよ、それくらい僕が買ってあげる。プレゼント」と大おお見み得えを切って彼女の思惑に乗せられ、「ありがとー。嬉しい。ダイスキ！」そんな言葉とキス一つで鼻の下を伸のばすのだ。

　因ちなみに、水凪の頭の中で一ひと芝しば居いを演じた真っ黒なシルエットに名札をつけるとしたら、女性側に『水凪』で男性側が『弥緑』だ。

「……あほらし」

　巧たくみとは言い難がたい自分の想像に呆れて、嘆たん息そくする。

　自分に色いろ仕じ掛かけなどという大層なことができるとは思えないし、弥緑もそんなものには引っかからない。

　だからコレは、純じゆん粋すいなビジネスの提案で……互いの利害が一いつ致ちした結果だ。

「うん。そういうことにしておこう」

　つい先ほど姉に披ひ露ろうした書類の上に、ポンと手を置く。自分の心の平へい穏おんのために、と声に出すことなく続けて書類をきちんと揃そろえた。

　弥緑の印いん鑑かんが押されている、正式なものだ。雑な扱あつかいはできない。

「表向きはおれとの連名でも、こーんな大だい胆たんなプランをぶち上げるのは弥緑だ……って、姉さんだけじゃなく出資者全員がわかってるだろうけど」

　チラリと見下ろした書類に記されている計画案は、実現すれば出資額の数十……うまくすれば数百倍に膨ふくれ上がるものだ。

　スポンサーに国内外の名だたる企き業ぎよう名が連ねられているのは、それだけ弥緑に対する期待と信しん頼らいが大きいことを示している。

「海底に存在する可能性が高いレアメタルの、探査と掘くつ削さく……か。そりゃ、鉱物系は弥緑の得意分野で、海はおれのテリトリーだけど……」

　今の水凪からすれば、弥緑が打ち出した計画は随ずい分ぶんと壮そう大だいなハッタリだ。

　それでも、弥緑なら実現してしまうかもしれないと……『絶対に無理』だと笑い飛ばせないのは、若年ながら彼が築いた実績によるものだろう。

　日本を飛び出した二十歳はたちからの短期間で、次々と希少な鉱こう床しようを掘ほり当てたことは、海外にも知れ渡わたっている。

　山王弥緑には人ならざる超ちよう能のう力りよくがあるのでは、と実まことしやかに語られていて……自分を巡めぐる噂を面おも白しろがった弥緑は、肯こう定ていも否定もせず尾お鰭ひれや背鰭で装そう飾しよくされて派手になっていく様を楽しんでいる。

　水凪には真似まねすることのできない、神経の図太さだ。

「弥緑らしい、自信たっぷりの……皮算用だな」

　必要経費から所要年数、推定埋まい蔵ぞう量に最終的な掘削量……数百億規模の利益まで。並べられた数字を視線で辿たどり、クスリと笑った。

　水凪を陥かん落らくしたホテルのベッドの上で、あの男は、躊躇ためらいの欠片かけらもなく言い放ったのだ。

「当面、海洋センターに必要な研究費やらの事業費は、どれくらいだ？　十億くらいあれば足りるか？　二十億？」

　そう……小こ遣づかいをやろうと子供に言っているような口調でサラリと水凪に尋たずねてきて、絶句してしまった。

　まるで、今すぐ財さい布ふから取り出しそうな軽い調子の弥緑を思い出すと、敵かなわないという悔くやしさよりも笑いが込み上げてくる。

「……おい、水凪。そろそろ帰れるか？」

　書類を見下ろして一人で肩かたを震ふるわせていると、なんの前まえ触ぶれもなくドアを開かれてビクッと顔を上げた。

　そこに立つスーツ姿の弥緑に、ギュッと眉を顰ひそめる。

「なんで、どいつもこいつもノックをせずにドアを開けるんだ。初等科の職員室に貼はられていたみたいな、『ノックをしてドアを開けましょう』って注意書きが必要か？」

「なに怒おこってんだよ。もともと、ちょっとだけ隙すき間まが開いてたぞ」

　シレッとした顔でそう口にした弥緑は、まるで我が家に帰ってきたかのようにズカズカと室内へ入ってくる。

　水凪の背後で足を止めると、当然のように両りよう腕うでの中へ抱だき込まれた。

「清潔な純白の白衣、おまえが着てるとヤラシーな」

「……ふざけるな。人をワイセツ物みたいに言いやがって」

　ムッとして弥緑の腕を振ふり解ほどこうとしても、胸むな元もとで手を組み合わせて離はなす気はないと主張している。

　水凪の肩かた越ごしに手元にある書類を見下ろすと、耳の脇わきで「あ、それ」と短くつぶやいた。

「おっかないお姉様の、許可は出たか？　本来の海洋センターでの仕事以外に、余計なことするなって怒られなかった？」

「無む償しようでの融ゆう資しに、文句なんか出るわけがないだろ。海洋センターでのおれの仕事なんか、気楽に遊んでいるくらいにしか思っていないだろうし。こんなに簡単に金を出して……この先もおまえ、おれの幼馴染みってだけで便利な財布扱いされるかもよ？」

　深刻ぶって口にするのではなく、軽くそう言ったけれど……姉の様子を見ていれば、冗じよう談だんでは済まない可能性もある。

　弥緑は、言いなりになることはないはずだが……水凪の存在が、わずかながらでも弥緑の足あし枷かせとなるのはごめんだ。

　自分の身内である姉を制せい御ぎよする自信がない、というのは情けないけれど。

　胸元にある弥緑の手に視線を落とすと、予告なく身体からだを反転させられた。弥緑と目を合わせられなくて、ネクタイの結び目に視線をさ迷わせる。

「……俺は、おまえのためなら一億やら二億を出すくらい、痛くも痒かゆくもないぞ」

「なに言ってんだ、バカ。利益にならないものは……断れよ」

　パッと顔を上げて、弥緑と視線を絡からませる。

　水凪を見下ろす弥緑は……笑っていた。

「逆に、利益だらけだ。おまえは、施しはいらねぇ……とかなんとか言っていたけど、そうじゃない。海底のレアメタル探査や発掘なんて、簡単なわけがないだろう。海神の力のあるおまえじゃないと、わからないし不可能なものが、いくつもある。おまえがいないと、計画そのものが成り立たない」

　まただ。初めて弥緑の企画案を聞かされた時と同じく、熱心に口説かれているような錯さつ覚かくを感じる。

　必要だ、と。おまえでなければ……と、弥緑に搔かき口説かれるのは、長い歳さい月げつをかけて弥緑には敵わないというコンプレックスを一人で育てていた水凪にとって、とてつもなく心ここ地ちよかった。

「……ダイヤモンド鉱床を探さぐり当てられる目を持った、おまえに言われても」

「海の底は、テリトリー外だよ。おまえの存在がなければ、海底を探ろうなんて、考えつきもしなかった。地上の鉱石は掘り尽つくした感がある。でも、海……おまえのテリトリーに関してはまだまだ未知数だ。おまえと、俺のコンビは……最強だと思わないか？」

　この自信家め、と。

　いつも忌いま々いましく思っていた弥緑の微び笑しようが、今は頼たのもしく見えるなんて……我われながら現金なものだ。

　水凪が反論できなくなったからか、弥緑は更さらに笑えみを深くして、頭の中で描えがいていたらしい未来予想図を語る。

「面めん倒どうな渉しよう外がい関係は、俺に任せればいい。ジジババを丸め込むのは得意だ。おまえは、海洋研究なりイルカと戯たわむれるなり、好きにしてろ。パーティーやら集まりに参加するのも、必要最低限でいい。苦手なんだろ？」

「……おれに、都合がよすぎるんじゃないか？　今回、援えん助じよしてもらったものだけでも……少しずつ返す」

　弥緑は、水凪を甘やかしすぎではないだろうか。

　そう思い、せめて今回援助してもらったものだけでも、返済する……と神しん妙みように言い返す。

　水凪は真しん剣けんなのに、弥緑はクスリと笑って、相変わらずふざけているとしか思えないことを言い出す。

「はした金の返済など不要……と言いたいところだが、でも、そうか。その手があったな。おまえが逃にげられないよう、借金で雁がん字じ搦がらめにするのも悪くない」　>>>♥

「本気で言ってんじゃないだろうな。そんなので自分に縛しばりつけられて、嬉うれしいか？」

　睨にらみつけた水凪に、「名案」と言わんばかりだった弥緑の笑みが、苦笑へと変化する。

　コツンと軽く額を触ふれ合わせて、小さく「悪かった」と口にした。

「冗談だ。そんなので、おまえを縛りつけられるとは思わない。まだ……キス一回で十万とかって条件のほうが、通用しそうだな」

　へらりと笑う弥緑は、水凪の頰ほおがヒクッと引き攣つったことに気づいていないに違ちがいない。

　頭の中でオメデタイ発展を遂とげたらしく、更に調子づいた言葉を続ける。

「いいな、それ。フェラだと百万とか……いや、冗談……だぞ？　本気なわけないだろ。水凪？　笑えよ」

　ふざけた台詞せりふの途と中ちゆうで、水凪の纏まとう空気が冷れい淡たんなものになっていると……ようやく気づいたらしい。

　慌あわてたように発言を撤てつ回かいして、水凪の頰を両手で包み込む。

「悪かった」

　と、端たん整せいな顔を寄せてきて……。

　キスで誤ご魔ま化かそうとしているな……と察した水凪は、それが火に油を注ぐことだという自覚のないらしい弥緑の足を、力いっぱい踏ふみつけた。

　フェラガモだろうが、トリッカーズだろうが、ベルルッティだろうが……知ったことか。

「いてっ！」

「笑えるか、馬ば鹿かっ！　なんでも、冗談の一言で赦ゆるされると思うなよ」

　頰にあった弥緑の手を振り払はらい、背を向ける。白衣を脱ぬいで応接セットのイスに投げ捨てると、入れ替かえにジャケットに袖そでを通して弥緑の前を素す通どおりした。

　ポケットに財布があることを確かく認にんし……スマートフォンは、パソコンの脇か。

「水凪。なに、帰り支じ度たくをしてんだよ。イルカに詫わびを持ってきたぞ。クーラーボックスいっぱいの、新物サンマ。刺さし身みで食えるような鮮せん度どのいいやつ」

　そうして水凪を引き留めようとする弥緑を、チラリと横目で見み遣やる。

　一いつ緒しよに、と誘さそいかけてきているのはわかっているが……容易たやすく懐かい柔じゆうされてやる気はない。

「……それを持って、詫びてこい。おまえ、いい印象がないからな。あいつらに海に引っ張り込まれないよう、気をつけろよ。イルカは基本的に善良だが、この前のおれに対する態度は忘れてないだろうし」

「ちょ……一緒に行ってくれるんじゃないのか？　それに、今夜はデートだろ」

　水凪の腕を摑つかんで、必死で引き留めようとしている。焦あせる弥緑は珍めずらしい。そうさせているのが自分だと思えば、悪い気分ではないけれど……。

「なぁ。明日の朝、海のプールに俺の溺でき死し体たいが浮ういててもいいのかよ？　ここの地じ縛ばく霊れいになって、一生おまえに憑つくぞ」

「……他ほかに、口説き文句を思いつかなかったのか」

　情けない文言に、脱だつ力りよくした水凪の負けだ。

　肩の力を抜ぬいたことで、弥緑から逃のがれようという意思が消しよう沈ちんしたのを感じ取ったのか、ホッとしたように背中を抱き寄せてきた。

「ごめんなさい、水凪様。おまえにフェラさせようなんて、大それたことは二度と口にしません」

　神妙な口調でなにを言うかと思えば、それか。

「おまえ……懲こりてないだろ」

　反省の色がまったく見えない弥緑に、怒いかりよりも呆あきれが勝まさり……大きなため息をついた。

　結局自分は、この男の突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、この先もずっと振ふり回される宿命なのだろうか。

　初めて逢あった時から……いや、もしかしたら、祖先の時代から。

　互たがいの身に宿す、離はなれられない『証あかし』は呪じゆ縛ばくのようだと感じたこともあるけれど……永遠の約束にも似ている。
















海の宝＝山の宝







　物心つく頃ころには、地中深くに埋うまる様々な鉱石が見えていた。

　でもそれは、生まれて初めて目にするとてつもなくキレイなものだった。

　滑なめらかな白い背中に、尖とがった肩けん甲こう骨こつ……その真ん中には、深い海の色をしたなにかがキラキラと輝かがやいている。

「……すげ……キレイだ」

　弥緑の頭にはそれ以外の言葉が浮うかばなくて、ぽつりとつぶやく。

　こちらに背中を向けている水凪は、不思議そうに「キレイ？」と口にしながら、弥緑を振ふり返る。

　不安の滲にじむ顔をしているわけが、弥緑には何故なぜかわからない。

　こんなにキレイな『証あかし』を持っているのに、どうして泣きそうな目をしているのだろう。

　これまでは、山王のご先祖である山神のケイショウシャの『証』であり、親しん戚せきたちの羨うらやみと僻ひがみの的でもある自分の足の爪つめが、一番キレイだと思っていたけれど……。

「うん。水凪は、髪かみも目も薄うすい色でキレイだけど、これはもっとキレイだ。こんなもの、初めて見た。なんだ？」

「えっとね、ウロコ……海を統すべる神の印？　なんだって」

　海寳水凪と名乗ったこの子は、海神のケイショウシャらしい。確かに、海と同じ色の鱗うろこは選ばれた者の証のように見える。

「俺の爪より、ずっとキレイだ。いいな、これ」

　自分の爪を目にして、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうが入り混じった眼まな差ざしを向けてくる親戚たちの気持ちが、初めてわかった。

　キレイなのに、自分のものではないことが悔くやしくて……欲しいと望んでも、無理やり奪うばえるわけではないことは明白だ。

　複雑な思いで、ペタ……と白い背中の真ん中に手のひらを押し当てた。

「ひゃっ！」

　突とつ然ぜん触さわられて驚おどろいたのか、悲鳴を上げた水凪に逃にげられてしまう。キレイな鱗も、白いシャツに隠かくれて見えなくなる。

　あれを、自分のものにしたい。水凪も、背中の『証』も……どちらもキレイで、どうしても欲しい。そのためには、どうすればいい？

「……気に入った。おまえ、俺の嫁よめにしてやってもいいぞ！」

　名案が浮かび、水凪に声こわ高だかに宣言する。そうだ。それがいい。

　あちこちのパーティーで、大人たちが「弥緑くん、いずれうちの娘むすめと縁えにしを」だとか、「年頃の釣つり合う娘がいるので、ぜひ仲よく」と、『嫁候補』に引き合わされるのだ。水凪のことは、嫁にしてしまえば自分のものになるに違ちがいない。

　断られるわけがない、と思っていたのに……水凪から返ってきたのは「いや」の一言だった。

　ショックのあまり、目の前が真っ暗になる。

　こんなに気に入ったのに。誰だれもが、『山王』の後こう継けい者しやである弥緑の機き嫌げんを取るのに。

　嫌いやだ、と。無理だと言って……逃げられた。

　ムキになって追いかけて、水凪を泣かせてしまった弥緑を、祖父は厳しく𠮟しつ責せきしたけれど……どうしても欲しいという思いは、手放すことができなかった。

　その後、パーティーで顔を合わせるたびに避さけられるようになり、初対面のミスを悔くやんだ。

　なんとかして、水凪の目を自分に向けたい。

　女の子じゃない？　そんなこと、関係ない。弥緑は、『水凪』と『水凪の持つ鱗』、どちらも欲しいだけだ。

　だから、「山神の継けい承しよう者である弥緑くんに頼たのみがある」と、父親に連れられた水凪が訪ねてきた時は、心の中で狂きよう喜き乱らん舞ぶした。

　それぞれ、先祖の加護を身に宿す理由。現代では誇こ示じすることに意味のない『古いにしえの名残なごり』であっても、互たがいのために必要なものだったと我が身で知った時の喜びは、言葉では言い表すことができなかった。

　これで、水凪を自分に縛しばりつけることができる……と。

「貧血で真っ青だったおまえの頰ほおが、俺の爪を舐なめた途と端たん、見る見るうちに血色を取り戻もどして……ピンク色の唇くちびるが弥緑って嬉うれしそうに俺の名前を呼んだ瞬しゆん間かん、いずれなにもかも全部、俺のものにしてやろうって決めた。よく考えたら、強きよう烈れつなリビドーに近い昂こう揚よう感だったなぁ」

　過去を思い起こしつつ語った弥緑に、水凪は眉まゆを顰ひそめる。

　水凪が、「いつから自分をそういう目で見ていたのだ」と聞いたから、答えたのに……妙みような顔をされるのは心外だ。

「……おれが、医者にも匙さじを投げられた原因不明の貧血で倒たおれて、山神の継承者の弥緑ならなんとかできるかもって父親が調べてきた時……おまえ、いくつだったっけ」

「九……いや、あの時には十歳になってたか？　人生の指針を早々に定められて、ラッキーだった」

　クッと低く笑った弥緑に、水凪はますます険しい表情になる。

　弥緑が、最初から下心を抱いだいていたことなど、想像もしていなかったに違いない。

「知らぬが仏……か」

「普ふ段だんはツンツンしてるおまえが、泣きそうな目で『弥緑』って縋すがってくるのがガキながら堪たまんなかったぞ。毎日、貧血で倒れないかなー……とか思ってたが、そううまくいかないな」

「変な呪のろいをかけるなっ。純じゆん粋すいに幼おさな馴な染じみとして、ライバル心とか親しみの情を持っていたおれが、可か哀わい想そう……」

　特大のため息をついた水凪の背中に、スッと指を滑すべらせる。昔も今も、少しも変わらない魅み惑わく的な鱗を撫なでると、白い肩かたをビクッと震ふるわせて睨にらみつけてきた。

「触さわんなよ」

「俺のものに触って、なにが悪い。おまえ、知ってる？　俺が舐めたら、海の色がますます濃こくなって……ブルーダイヤよりずっとキレイだ」

「し、知ら……ない。自分じゃ、見えないしっ」

　弥緑の目から紅潮した頰を隠そうとしてか、ベッドに顔を伏ふせられてしまったけれど、うなじまでほんのりと紅に染まっていて……実に艶つやっぽい。

「ふーん……じゃあ、初めて舐めた時から、コレは俺しか知らないのか」

「そ、うだよっ。ありがたがれっ」

　開き直ったとしか思えない水凪の台詞せりふに、弥緑は数回まばたきをして……ククッと肩を震わせた。

　キレイで、プライドが高くて、賢かしこくて……そのくせ何故か、自己評価が低い。海の加護がどれほど偉い大だいか、自覚していないのが不思議で仕方がない。

　クールビューティーだと言われている水凪の、こんなふうに可愛かわいい姿を目にすることができるのも自分だけかと思えば、山王に山神の継承者として生まれてきたことを心から感謝する。

　醜しゆう聞ぶんだとか、忌いま々いましい子だとか、どうして山神の証を持つのがアレなのだと、親戚中に投げつけられた自分を否定する言葉の数々を撥はね除のけることができたのも、水凪がいたからだ。

　弥緑にとって、すべての礎いしずえであることを……どう語っても、水凪は信じてくれないけれど。







あとがき







　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度たびは、『山やま神がみ×海うみ神がみ』をお手にとってくださり、ありがとうございました。

　大変ありがたいことに……罰ばち当あたりなことに、六組目の神様カップルとなりました。一応シリーズですが、一冊ごとに独立したお話となっていますので、こちらだけ読んでくださっても大だい丈じよう夫ぶです！　……が、機会がございましたら他の神×神カップルにもお目を通していただけると、すごく嬉うれしいです。

　今回は、山神と海神です。一言で申しますと、出逢いから十年以上に亘わたる痴ち話わゲンカです。これまでの神様カップルの中でも、一番のバカッ……いえ、破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたカップルになってしまった気がします……。

　壮そう大だい（？）な痴話ゲンカですが、ちょっぴりでも楽しんでいただけると幸いです。




　今回も、すごく美人な水み凪なぎと男前な弥み緑ろくのイラストを描かいてくださったみずかね先生、本当にありがとうございました！　お子様時代の出逢いから少年、青年……と成長過程をお願いしてしまい、拝見するだけの私は眼福ですが大変お手数をおかけしました。これまでの神様カップルもとても魅力的で、毎回どんなビジュアルをくださるのか楽しみにしています。

　プロットから本文アップまでお世話になりましたＴ様、改稿～校正にかけてお世話になりましたＫ様、いろんな方のお手を煩わずらわせながら生きています……ありがとうございました。




　六組も罰当たりカップルを書かせていただけたのも、妄もう想そう語りにつき合ってくださる編集さん、毎回素す敵てきなイラストを描いてくださるみずかね先生、イラストとの相性バッチリなカバーデザインで装ってくださるデザイナーさんや出版関係の方々、なにより読んでくださる読者様のおかげです。本当にありがとうございます。

　……畏おそれ多いことをして生きていますが、書かせていただける限り、罰当たりカップルを増やしたいと思います。




　毎度のことながら大して面おも白しろくないあとがきですが、このあたりで失礼します。ここまでおつき合いくださり、ありがとうございました。ちょっぴりでも楽しんでいただけますと、すごくすごく嬉しいです！





二〇一八年　　秋が恋しいです
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